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発
端

朝
鮮
国
咸
鏡
道
の
海
辺

一
冊
目

名
古
屋
陣
所

弐
冊
目

筑
紫
の
新
御
殿

三
冊
目

聚
楽
第

四
冊
目

四
天
王
寺

五
冊
目

加
藤
正
清
の
館 

桃
山
の
御
所

六
冊
目

上
福
嶋
の
天
満
宮

七
冊
目

上
福
嶋
の
桶
屋
太
郎
助
の
住
家

八
冊
目

京
都
阿
弥
陀
が
峯
の
耳
塚

九
冊
目

東
山
の
銀
閣
寺

福
嶋
正
則
の
館 

嵯
峨
野
の
葎
の
宿

１
オ

鬼
上
官
漢
土
日
記

作
者

近
松
柳
助

千
葉
軒
事
近
松
松
輔

発
端

朝
鮮
国
咸
鏡
道
の
海
辺

神
亀
よ
く
夢
を
元
君
に
見
へ
。
予
且
が
網
を
遁
る
ゝ
事

あ
た
は
ず
。
さ
れ
ば
三
韓
の
皇
屡
々
干
戈
を
動
か
し
。
和
兵
に

当
る
と
い
へ
共
我
神
国
の
猛
威
に
及
ば
ず
。
鮮
軍
宸
に

利
を
失
ひ
。
千
里
に
満
る
鯨
波
何
国
。
合
戦
な
ら
ざ
ら
ん
。

四
面
に
敵
を
追
ま
く
り
。
猛
虎
の
あ
れ
た
る
如
く
に
て
。
加
藤

１
ウ

主
計
頭
正
清
。
数
ヶ
所
の
掴
を
攻
落
し
猶
奥
深
く
う
ち

入
し
が
と
あ
る
磯
辺
に
駒
乗
す
へ
暫
し
。
休
ら
ひ
居
た
り
し
が
。
浪

間
を
近
く
。
漁
船
の
風
の
あ
し
な
み
漕
寄
る
。
正
清
遥
に
見
る

よ
り
も
。
軍
扇
に
て
打
招
け
ば
。
は
つ
と
い
ふ
た
り
白
浪
路
。
暫
時
に
陸
へ

漕
つ
け
～
。
あ
た
ふ
た
上
り
両
手
を
着
。
せ
ん
て
う
す
は
な
ん
ら
の
よ
う
。
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ら
い
う
ち
う
～
と
頭
を
下
れ
ば
正
清
莞
爾
と
打
笑
ひ
。
ホ
ヽ
汝
を
招
は 

別
義
で
も
な
し
。
鮮
国
に
お
い
て
も
。
此
所
は
い
か
な
る
国
ぞ
教
へ
よ
と
。 

２
オ 

尋
に
漁
者
は
打
黙
き
。
則
此
所
は
咸
鏡
道
と
申
。
王
城
よ
り
は
乾
の 

方
。
又
是
よ
り
真
北
に
当
つ
て
遥
に
見
ゆ
る
は
倭
の
国
。
今
日
の
様
な
る 

晴
天
に
は
日
本
の
富
士
山
が
。
ア
レ
～
て
う
ど
此
ず
ん
に
見
へ
候
と
委
し
き
お
し 

ゑ
に
眼
を
付
。
見
や
れ
ば
雲
間
に
あ
り
～
と
。
実
三
国
に
な
ら
び
な
き 

富
士
の
峯
雪
。
正
清
横
手
を
は
た
と
打
。
唐
土
よ
り
我
朝
の
富
士
を
見
る 

事
。
諺
に
聞
つ
る
が
今
目
前
に
此
風
景
。
春
時
の
一
興
面
白
と
。
詠
入
た
る
折 

こ
そ
有
。
一
塵
調
と
吹
風
に
。
つ
れ
て
立
浪
動
揺
し
さ
も
物
凄
き
其
水
様
。 

２
ウ 

ハ
テ
心
得
ぬ
。
一
天
く
も
ら
ず
し
て
逆
立
浪
に
鳴
動
す
る
は
。
い
ま
は
し
き
怪
変
な
り
と
。
か
し
こ 

を
屹
詠
む
れ
ば
。
峯
雪
忽
奇
雲
に
覆
ひ
。
今
迄
有
し
富
士
山
の
跡
な
く
。
形
は
失
に 

け
り
。
清
正
大
き
に
驚
き
。
君
の
寓
居
を
窺
ひ
四
海
を
望
む
逆
徒
有
と
覚
へ
た
り
。 

今
戦
ひ
半
な
れ
共
。
打
捨
か
た
き
御
大
事
と
。
未
然
を
覚
る
賢
者
の
正
清
。
い
か
に
漁
翁
。 

是
よ
り
和
国
の
道
筋
を
。
汝
案
内
致
せ
よ
と
。
せ
き
立
詞
に
件
の
翁
。
ホ
ヽ
汝
が
忠 

臣
感
ず
る
余
り
。
イ
テ
道
し
る
べ
し
て
得
さ
せ
ん
と
。
い
ふ
よ
り
早
く
白
鳥
と
。
姿
は
化
し
て
飛 

去
し
は
ふ
し
ぎ
と
い
ふ
も
余
り
有
。
正
清
く
は
ん
ぎ
の
思
ひ
を
な
し
ハ
ヽ
ヽ
信
す
べ
し
～
。
神
力
應 

３
オ 

護
の
験
は
目
前
か
ゝ
る
奇
特
を
見
る
か
ら
は
。
片
時
も
猶
予
致
し
が
た
し
と
。
騎
の
手
綱 

を
く
り
か
け
～
か
け
行
向
ふ
へ
。
討
も
ら
さ
れ
の
唐
人
原
。
そ
り
や
遁
す
な
と
追
取
巻
。
シ
ヤ
小
ざ
か
し
き

蝿
虫
め
ら
。
一
度
に
暇
を
く
れ
ん
ず
と
。
馬
上
な
が
ら
に
大
石
を
。
手
玉
の
ご
と
く
勇
猛 

力
。
群
が
る
中
へ
投
付
れ
ば
。
立
足
も
な
く
軍
兵
ど
も
む
ら
～
ば
つ
と
迯
散
る
た
り
。 

跡
打
詠
。
ハ
ヽ
ヽ
ヽ
腕
な
し
共
に
思
は
ず
隙
入
。
イ
デ
急
が
ん
と
正
清
は
。
馬
の
頭
を
立
直
し
け
ん 

そ
の
難
所
い
と
ひ
な
く
。
一
鞭
く
れ
て
い
つ
さ
ん
に
駒
を
。
は
や
め
て
（
三
重
）
行
空
や 

壹
冊
目 

 

３
ウ 

広
徳
真
異
録
に
曰
。
蛇
鼠
は
龍
と
成
事
あ
た
は
ず
。
真
柴
大
領
久
吉
公
。
尤
布
衣 

よ
り
出
る
と
い
へ
共
。
天
性
備
は
る
大
樹
の
威
風
。
三
韓
征
伐
の
御
催
し
有
て
。
名
古
屋
の 

陣
に
屯
有
。
都
聚
楽
の
御
殿
よ
り
。
大
領
御
機
嫌
伺
ひ
の
使
者
と
し
て
岸
沢
判
官
光 

盛
。
森
尾
志
津
磨
助
吉
晴
御
座
の
左
右
に
相
詰
れ
ば
。
軍
鑑
奉
行
芦
田
左
衛
門
。
其
外 

昵
近
外
様
の
め
ん
～
。
威
義
厳
重
に
着
座
有
。
岸
沢
判
官
憚
り
も
な
く
御
前
に
向
ひ
。 

時
朝
よ
り
も
申
如
く
。
真
柴
久
次
公
三
十
余
人
の
愛
妾
を
拵
へ
。
婬
酒
に
ふ
け
り
御
身
持
放
埒
。 

殊
に
先
年
亡
し
武
田
勝
頼
が
残
党
。
爰
か
し
こ
に
徘
徊
致
せ
ば
。
都
の
守
護
甚
覚 

４
オ 

束
な
し
。
御
賢
慮
有
て
然
る
べ
し
と
。
い
は
せ
も
果
ず
森
尾
志
津
間
。
ヤ
ア
だ
ま
り
召
れ
岸 



沢
判
官
。
跡
か
た
も
な
き
讒
言
。
我
君
の
目
鑑
を
以
て
。
帝
都
の
守
護
御
任
せ
有
久
次 

公
。
覚
束
な
し
と
は
御
主
君
を
愚
昧
な
り
と
い
は
る
ゝ
の
か
。
ハ
ヽ
ヽ
ヽ
貴
殿
の
様
に
追
従
軽
薄
に
。 

云
た
い
事
も
得
い
は
ず
包
隠
す
も
事
に
寄
。
か
や
う
の
事
は
有
の
侭
に
申
上
る
が
四
海
の 

為
さ
。
ヤ
ア
事
を
好
ん
で
四
海
の
為
と
は
何
の
た
は
言
。
ヤ
だ
ま
れ
森
尾
。
都
の
執
権
仰
付
ら
れ
し
。 

光
盛
が
詞
た
は
言
と
は
過
言
で
有
ふ
。
今
一
言
ぬ
か
い
て
見
よ
お
と
骨
切
て
切
さ
げ
ん
。
シ
ヤ 

ち
よ
こ
ざ
い
な
と
双
方
が
。
鍔
元
く
つ
ろ
げ
ぎ
し
み
合
ふ
。
大
領
暫
し
と
押
と
ゞ
め
。
両
人
の 

４
ウ 

諍
ひ
互
に
一
理
な
き
に
は
あ
ら
ね
ど
。
久
次
が
行
跡
は
此
久
吉
が
遠
察
に
違
は
ず
。 

包
隠
す
森
尾
が
心
底
具
に
承
知
致
し
お
れ
ど
。
等
閑
な
ら
ぬ
放
埒
惰
弱
。
其
方
は
片 

時
も
早
く
都
に
帰
り
。
久
次
が
首
討
て
出
す
べ
し
。
急
度
申
渡
せ
し
と
。
尖
き
御
諚
は
綸
言
同
前
。 

ハ
ツ
と
計
に
吉
晴
は
畳
に
喰
付
玉
の
汗
。
返
す
詞
も
な
か
り
け
り
。
心
に
笑
の
岸
沢
判
官
。
空
嘯 

た
る
表
の
方
。
加
藤
正
清
着
船
と
知
せ
の
声
を
諸
共
に
。
鬼
神
を
欺
く
智
勇
の
良
将
。 

異
国
に
英
名
隠
れ
な
き
。
鬼
上
官
と
呼
れ
た
る
。
主
計
頭
清
正
。
数
多
の
下
官
を
猿
つ
な
ぎ
。 

引
立
御
前
に
打
通
れ
ば
。
岸
沢
判
官
追
従
口
。
是
は
～
正
清
公
。
長
々
外
国
の
在
陣
御
心 

５
オ 

労
察
し
入
。
目
出
た
く
帰
朝
致
さ
れ
。
御
寿
き
は
此
光
盛
が
麁
茶
を
て
い
し
。
寸
志 

の
饗
応
仕
ら
ん
と
。
い
へ
ど
加
藤
は
に
か
笑
ひ
。
そ
れ
千
万
忝
い
。
此
正
清
茶
の
湯
望
に
ご
ざ
ら
ぬ
。
異
国

へ
渡
り
数
ヶ
所
の
戦
ひ
。
蔚
山
に
籠
り
て
は
百
万
の
敵
兵
を
引
受
。
九
死
を
出
て
一
生
に
あ
ひ
。 

嶋
渕
が
新
塞
に
血
戦
し
て
。
其
軍
功
並
ぶ
者
も
な
く
。
然
る
に
小
西
を
初
め
何
の
功
な
き 

諸
将
の
族
。
抜
群
の
高
名
有
と
軍
鑑
に
記
し
。
功
有
を
空
し
く
す
る
は
奉
行
を
預
か
る 

芦
田
左
衛
門
。
心
得
が
た
き
汝
が
胸
中
。
證
拠
の
為
に
毛
唐
人
を
連
帰
た
り
。
彼
地
の
合 

戦
高
名
の
次
第
。
具
に
こ
れ
に
て
言
上
さ
せ
。
高
名
帳
に
引
合
さ
ん
芦
田
左
衛
門
是
へ
出
よ
と
。
正 

５
ウ 

清
が
御
殿
へ
ひ
ゞ
く
大
音
上
。
ア
ヽ
是
々
申
正
清
様
。
此
左
衛
門
は
異
国
よ
り
文
通
の
侭
。
申
上
し
に
相
違

な
し
。
憎
い
は
注
進
の
飛
脚
め
ら
。
急
度
吟
味
致
さ
ん
と
。
命
か
ら
～
迯
て
入
。
正
清
は
御
前
に
向
ひ
。
只

今
次
に
て
承
は
れ
ば
。
関
白
職
た
る
久
次
公
の
御
首
を
討
べ
し
と
の
厳
命
。
余
り
と
い
へ
は
御
短
慮 

千
万
今
一
応
御
賢
慮
を
廻
ら
さ
れ
下
さ
る
べ
し
と
正
清
が
。
詞
の
尾
に
付
森
尾
志
津
間
俱 

に
助
命
を
願
ひ
け
る
。
大
領
怒
り
の
御
声
高
く
。
ヤ
ア
詞
を
か
へ
す
不
忠
者
。
殊
に
軍
れ
い
を 

背
き
し
正
清
我
目
通
り
叶
は
ぬ
と
御
気
色
あ
ら
く
大
将
は
御
座
を
立
て
入
給
へ
ば
。
短
慮
の 

正
清
ぐ
つ
と
せ
き
上
。
我
君
の
御
不
興
も
侫
人
讒
者
の
皆
な
す
わ
ざ
。
森
尾
殿
い
ざ
■ 

６
オ 

れ
よ
。
此
正
清
が
お
居
間
へ
仕
か
け
置
く
訴
詔
仕
ら
ん
い
か
に
も
～
一
■
も
再
■
も
御
願
ひ
申 

上
。
久
次
公
の
御
首
は
其
時
討
供
討
ぬ
共
分
別
の
仕
ら
ん
。
賢
者
を
迷
は
す
侫
人
共
。
終
に
は
天 

の
御
罪
を
請
ん
。
ヲ
ヽ
サ
追
付
思
ひ
し
ら
し
て
く
れ
ん
と
。
心
を
残
し
両
人
は
奥
殿
さ
し
て
入
に
け
る
。
庭

に
つ
ら
り
と
下
官
共
め
い
～
涙
の
顔
を
上
。
何
と
忠
節
。
湖
蓮
斎
。
い
か
な
る
業
か
我
々
は
此
日
本
へ
引
渡

さ
れ
。
縄
目
の
恥
の
口
惜
や
。
唐
に
残
り
し
女
房
子
が
。
歎
を
思
ひ
や
ら
る
ゝ
と
。
面
た
れ
落
の 



請
■
由
し
ゆ
ろ
で
包
し
如
く
に
て
髭
に
涙
の
だ
ら
～
～
。
果
し
泣
入
れ
也
。
岸
沢
判
官
し
ろ
り
と 

見
や
り
。
神
国
に
敵
た
ふ
其
身
の
不
運
。
観
念
し
て
■
目
で
も
こ
つ
き
出
せ
。
追
付
髭
首 

６
ウ 

さ
ら
へ
て
く
れ
ん
と
。
何
か
思
案
の
有
顔
に
し
つ
～
立
て
入
ん
と
す
る
。
下
官
の
内
よ
り
声
高
く
。 

岸
沢
判
官
光
盛
待
。
其
方
一
人
が
思
慮
を
以
て
。
此
日
の
本
を
横
領
せ
ん
と
は
及
ば
ぬ
事
。
異
国
の 

良
臣
備
倭
将
軍
伯
英
。
力
と
成
て
得
さ
す
べ
し
と
。
胸
の
底
意
を
見
透
す
明
察
。
き
よ
つ
と 

せ
し
が
空
笑
ひ
。
ハ
ヽ
ヽ
ヽ
己
が
命
を
助
か
ら
ん
と
さ
ま
～
の
戯
言
。
此
光
盛
を
反
逆
人
と
は
。
ヤ
ア
ヽ
あ

ら
ご
ふ
な
岸
沢
判
官
。
宇
治
の
方
妊
身
有
を
幸
に
。
久
次
に
野
心
有
と
す
■
込
。
事
を
謀
る
汝
が
胸 

中
逐
一
に
承
知
せ
り
。
今
よ
り
伯
英
合
体
の
印
を
見
せ
ん
と
。
い
ふ
よ
り
早
く
縄
引
切
帯
剱
手
練 

の
稲
妻
早
足
。
数
多
の
下
官
左
右
瞬
内
に
切
た
を
す
。
見
る
よ
り
岸
沢
は
心
の
笑
遖 

７
オ 

伯
英
。
ホ
ヽ
ヽ
面
白
し
～
。
其
心
底
を
見
る
上
は
。
何
を
か
包
ま
ん
待
望
の
一
味
合
体
。
カ
何
か
に
付
て
邪

魔
に
成
加
藤
正
清
福
島
左
衛
門
。
討
取
手
段
は
何
と
～
。
其
手
づ
も
り
が
廻
り
遠
い
。
我
年 

来
習
ひ
覚
へ
し
人
相
の
極
意
を
以
て
。
大
領
久
吉
が
命
数
を
老
へ
る
に
。
六
十
四
歳
相
と
ゞ 

ま
る
。
又
北
條
氏
政
は
七
十
三
歳
。
足
利
政
左
衛
門
は
六
十
四
歳
。
此
三
人
が
寿
命
を
以
て
。
事
を
謀 

る
か
肝
要
～
。
則
大
領
が
一
命
は
当
年
に
相
極
ま
れ
ば
。
き
や
つ
よ
り
先
へ
討
て
取
。
手
段
は
斯
と
耳 

に
口
。
ス
リ
ヤ
伯
英
に
は
筑
紫
の
旅
館
へ
忍
び
入
。
雄
龍
の
剱
と
は
い
ふ
物
の
。
此
陣
所
固
め 

の
出
口
を
欺
く
は
此
鑑
札
と
渡
せ
は
伯
英
打
黙
き
ホ
ヽ
出
来
た
～
。
万
事
の
手
筈
は
書
通
を 

７
ウ 

以
て
申
越
ん
さ
ら
ば
～
と
。
両
人
が
密
事
を
こ
な
た
に
聞
取
近
習
。
イ
デ
此
通
り
注
進
と 

か
け
出
す
襟
が
み
伯
英
が
。
く
つ
と
一
し
め
即
座
の
最
期
。
死
骸
に
脇
に
心
の
笑
。
出
行
大
胆
。 

ひ
る
ま
ぬ
顔
色
。
胸
に
納
め
し
石
畳
。
別
れ
～
て
出
て
行 

弐
冊
目 

 

紅
の
。
花
に
並
よ
く
名
を
呼
で
。
緑
の
色
も
青
柳
に
。
心
筑
紫
の
新
御
殿
。
大
領
久
吉
公
の 

妾
。
宇
治
の
方
の
御
物
好
き
。
君
の
凱
陣
松
風
の
音
通
ふ
な
る
。
奥
殿
は
。
琴
の
調
べ 

の
や
さ
し
く
も
。
妼
中
が
お
取
次
。
御
奏
者
役
も
媚
き
ぬ
。
御
妊
身
の
寿
き
と
。
近
国
の 

大
小
名
。
使
者
の
往
来
絶
間
な
く
。
櫛
の
歯
を
引
ご
と
く
な
り
。
御
附
人
に
加
藤
正
清
が 
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舎
弟
左
馬
助
清
明
。
榔
下
口
よ
り
入
来
れ
は
。
男
に
目
の
な
い
女
中
方
。
ば
ら
～
と
取
巻
て
コ
レ
ハ
～ 

左
馬
助
様
。
日
毎
の
御
出
仕
御
苦
労
に
。
存
じ
ま
す
る
と
口
々
に
。
挨
拶
す
る
も
恋
路
の
橋 

下
行
水
の
心
か
や
。
わ
ざ
と
こ
な
た
は
慇
懃
に
。
我
君
大
領
様
御
老
年
の
上
宇
治
様
の
御
懐 

妊
取
分
て
の
御
悦
び
。
夫
故
毎
日
～
此
通
り
に
。
諸
大
名
か
ら
の
音
物
。
御
使
者
の
ば
い
か
い 

嘸
。
草
臥
で
ご
ざ
ら
ふ
と
。
い
ふ
詞
さ
へ
愛
を
持
。
女
殺
し
の
目
遣
ひ
に
じ
り
～
傍
へ
す
り
よ
る
紅 

葉
。
イ
ヤ
申
左
馬
助
様
。
わ
た
し
だ
あ
な
た
へ
お
願
ひ
の
此
文
。
ち
よ
つ
と
開
い
て
下
さ
ん
せ
と
。
差
出
す

状
は
参
ら
せ
候
。
松
か
へ
は
む
つ
と
顔
。
イ
ヤ
～
其
お
願
ひ
は
私
が
先
。
イ
ヤ
～
私
じ
や
と
。
我
を
忘
れ
て 

８
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妼
共
恋
の
先
陣
後
陣
の
争
ひ
。
裾
も
ほ
ら
～
頬
赤
共
。
南
風
に
あ
ふ
た
魚
市 

の
鼻
向
な
ら
ぬ
匂
ひ
な
り
。
折
か
ら
の
さ
～
高
山
玄
蕃
。
く
る
共
し
ら
ぬ
妼
共
。
左
馬
助 

は
小
隠
れ
の
。
そ
つ
と
は
づ
し
て
次
の
間
へ
。
遁
る
ゝ
鰐
の
口
ま
つ
共
。
玄
蕃
を
中
に
取
付 

引
付
。
あ
な
た
こ
な
た
へ
引
ぱ
り
蛸
。
エ
ヽ
何
ひ
ろ
ぐ
と
ど
つ
て
う
声
。
顔
見
て
恟
り
な
む 

三
宝
。
髭
む
ち
や
殿
の
吹
か
へ
じ
や
。
こ
れ
に
お
出
と
惣
～
が
。
と
つ
と
吹
出
し
打
連
て
。 

己
が
部
屋
へ
ぞ
。
走
行
。
跡
に
玄
蕃
が
呆
れ
顔
。
何
の
事
じ
や
。
生
れ
て
か
ら
此
方
。
女 

に
引
は
ら
れ
た
事
の
な
い
身
共
。
め
ん
よ
ふ
な
事
と
思
ふ
に
違
は
ず
。
お
ら
が
顔
見
て
皆 

９
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こ
そ
～
と
ん
と
合
点
が
い
か
な
い
と
。
云
つ
ゝ
目
の
付
二
通
の
状
。
取
上
て
左
馬
助
様
ま
い
る 

こ
か
る
ゝ
身
よ
り
。
扨
は
女
共
が
清
明
に
う
つ
惚
。
付
文
と
は
ほ
て
く
ろ
し
い
。
時
に
や
く
■
の 

神
で
敵
と
や
ら
。
恋
の
意
趣
有
左
馬
助
。
自
滅
さ
す
一
つ
の
道
具
と
。
胸
に
納
め
し
侫 

悪
の
。
友
に
染
た
る
奴
の
国
平
。
庭
先
へ
忍
び
出
て
。
玄
蕃
様
是
に
お
渡
り
。
ホ
ヽ
在
瀧 

典
膳
殿
の
家
来
国
平
。
何
そ
過
急
の
用
事
で
も
有
や
。
成
程
～
委
細
の
義
は
此
御 

状
と
。
差
出
す
一
通
手
に
取
上
。
つ
ぶ
～
読
も
口
の
内
。
何
心
無
く
綾
織
が
明
る
襖
の
書
院
先 

二
人
か
密
事
様
子
あ
ら
ん
と
身
を
ひ
そ
め
。
伺
ひ
居
る
共
し
ら
さ
る
玄
蕃
。
差
寄
て
小
声
に 
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成
。
宇
治
の
方
御
懐
妊
に
付
御
安
産
有
や
ふ
と
。
当
家
の
重
宝
雄
龍
丸
の
剱
。
上
段 

の
間
に
か
ざ
り
有
な
れ
共
。
左
馬
助
が
昼
夜
の
勤
番
奪
取
に
甚
心
労
。
併
な
が
ら 

此
艶
状
を
以
て
。
き
や
つ
め
を
罪
に
落
し
其
虚
を
伺
ひ
仕
て
や
る
工
面
。
コ
リ
ヤ
斯
と
囁
く 

密
事
呑
込
奴
。
然
ら
ば
拙
者
は
人
の
見
ぬ
間
に
。
早
く
～
仕
済
し
顔
に
国
平
は
又
も 

か
し
こ
へ
忍
び
行
。
跡
に
は
独
打
黙
き
。
企
の
臍
を
く
ゆ
ら
す
煙
立
端
を
隠
す
お
鳥 

の
。
襖
押
明
綾
織
か
何
気
媚
く
振
の
袖
見
る
よ
り
そ
く
～
高
山
が
。
鼻
い
か
ら
し
て
ほ
ふ
と
抱 

付
是
さ
綾
織
殿
。
去
迚
は
む
ご
い
ぞ
や
～
。
是
迄
口
説
は
幾
度
ぞ
や
。
け
ふ
は
是
非
共
色 
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よ
き
返
事
。
ど
ふ
も
な
ら
ぬ
と
懐
へ
差
込
手
先
振
払
ひ
。
イ
ヤ
ア
玄
蕃
様
。
是
迄
色
～
と 

お
つ
し
や
る
は
。
御
座
興
し
や
と
存
し
ま
し
た
に
。
ほ
ん
に
～
仁
体
に
も
似
合
ま
せ
ぬ
と
。
や
り
込
ら 

れ
て
も
煩
悩
の
。
手
飼
の
犬
か
。
ち
や
う
け
か
ゝ
り
し
と
ろ
～
目
イ
ヤ
も
ふ
不
作
法
も
御
仁
体 

も
か
ふ
成
て
は
い
つ
そ
や
く
た
い
～
。
心
の
誓
を
顕
は
す
コ
レ
此
起
請
と
む
り
に
捻
込
其
折 

か
ら
。
玄
蕃
様
～
奥
よ
り
召
ま
す
～
と
。
近
習
の
声
に
な
む
三
宝
。
よ
い
事
に
は
寸
善
尺 

魔
と
む
し
や
く
し
や
腹
。
心
残
し
て
ぐ
は
つ
た
ひ
し
襖
引
立
入
跡
に
。
エ
ヽ
あ
た
穢
ら
は
し
い
と 

件
の
起
請
。
投
や
る
こ
な
た
左
馬
助
。
入
か
は
り
た
る
恋
の
渕
。
ヤ
ア
清
明
様
か
お
な
つ
か
し 
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や
と
寄
添
ば
。
な
つ
か
し
い
と
は
嬉
し
い
が
。
只
今
の
新
作
。
玄
蕃
を
と
ら
へ
て
ホ
ヽ
や
つ
ち
や
～
と 

ひ
そ
り
の
反
太
刀
打
込
は
。
是
そ
口
舌
の
発
端
也
。
そ
り
や
何
い
は
し
や
ん
す
清
明
様
。
今 

さ
ら
い
ふ
も
。
恥
か
し
な
が
ら
。
過
し
お
能
の
拝
見
に
か
い
見
初
し
が
恋
草
の
。
何
を
種
と
や 

云
よ
ら
ん
。
便
り
求
め
て
千
束
の
文
。
嬉
し
い
あ
な
た
の
お
返
事
に
。
一
世
の
堅
め
の
新 



枕
露
の
雫
の
か
は
く
間
も
。
な
み
大
体
の
二
人
か
中
。
そ
れ
に
何
そ
や
あ
た
し
事
。
聞
へ
ま 

せ
ぬ
と
取
付
て
恨
か
こ
つ
そ
可
愛
ら
し
。
何
と
答
も
左
馬
助
。
ハ
テ
今
の
は
私
か
出
そ
こ
な
い 

赦
し
て
た
も
と
袖
口
よ
り
。
し
つ
と
し
め
た
る
手
の
内
に
。
恨
も
と
け
て
綾
織
は
そ
ん
な
ら
疑
ひ 

１
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は
れ
た
か
へ
。
ア
嬉
し
や
と
抱
付
折
か
ら
お
次
に
奏
者
の
声
。
女
院
様
よ
り
の
御
使
者
と
。
し
ら
せ
に 

驚
く
左
馬
助
。
花
に
障
り
の
な
い
内
に
。
や
い
の
～
も
つ
れ
合
ふ
。
恋
の
い
か
だ
に
つ
な
か
れ
て
。 

ぴ
つ
し
や
り
立
切
中
の
間
の
内
に
ぞ
花
の
よ
し
の
山
。
盛
り
は
少
し
過
た
れ
ど
。
う
つ
ろ
は
ぬ
色
香 

も
深
き
宇
治
の
方
。
御
跡
に
付
随
ひ
し
高
山
玄
蕃
。
其
外
近
習
烈
を
正
し
出
向
ふ
程 

も
媚
き
し
。
大
内
山
の
花
よ
り
も
。
外
珍
ら
し
き
月
の
顔
い
ざ
よ
ふ
姿
け
だ
か
く
も
。
し
づ
～ 

入
来
る
衛
門
の
局
。
御
添
役
に
は
縣
蔵
人
付
随
ふ
て
儲
け
有
。
座
に
至
れ
る
其
粧
ひ
。 

宇
治
の
方
謹
ん
で
。
程
も
遠
路
の
都
よ
り
御
役
義
と
は
申
な
が
ら
。
御
苦
労
至
極
。
御
前 
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様
よ
り
の
御
用
の
趣
。
自
へ
仰
聞
さ
せ
給
は
ら
ば
。
有
か
た
ふ
存
し
ま
す
る
と
述
給
へ
は
局
■
■
し
■ 

迄
お
目
も
し
致
さ
ね
ど
。
私
事
は
衛
門
の
局
。
宇
治
の
御
方
と
は
あ
な
た
よ
な
。
今
日
御
前 

様
よ
り
お
使
に
参
る
事
外
な
ら
ず
先
達
て
関
白
久
次
公
へ
。
朝
日
丸
の
剱
禁
廷
に
お
い
て
。 

何
者
共
知
ず
奪
隠
せ
し
故
。
詮
義
有
べ
き
よ
し
勅
命
下
る
と
は
い
へ
共
。
今
に
等
■
に
相 

聞
へ
。
父
君
大
領
の
武
威
薄
き
に
あ
た
る
と
。
も
つ
て
の
外
の
逆
鱗
。
去
な
が
ら
其
沙 

汰
な
き
は
公
の
政
道
。
そ
れ
に
付
上
様
此
程
よ
り
。
御
悩
し
き
り
成
が
時
の
転
子
奏
し 

奉
る
は
。
徳
有
剱
を
以
て
加
持
し
奉
ら
ば
。
御
悩
■
■
あ
ら
ん
と
申
。
去
に
よ
つ
て
大
領
御
秘 

１
２
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蔵
有
雄
龍
丸
の
剱
。
禁
廷
へ
差
上
ら
れ
よ
と
の
御
事
辞
退
な
く
差
上
給
は
ゝ
。
上
様
い
か
斗 

御
満
足
に
召
さ
れ
ん
と
。
遉
雲
井
の
空
■
■
り
心
詞
に
。
顕
わ
せ
り
。
始
終
の
様
子
宇
治 

の
方
。
一
方
な
ら
ぬ
。
帝
様
の
御
悩
祈
の
為
。
雄
龍
丸
の
剱
差
上
よ
と
の
御
口
上
。
則
自
預
り 

奉
れ
共
。
即
座
の
お
請
も
女
の
■
々
。
成
程
～
。
此
高
山
玄
蕃
迚
も
思
案
に
落 

す
。
勅
答
の
其
間
。
暫
ら
く
客
殿
に
て
御
休
息
■
ひ
奉
る
と
。
申
上
れ
ば
縣
蔵
人
。
お
こ 

そ
か
な
ら
ぬ
一
条
な
れ
ば
。
尤
■
こ
そ
有
べ
け
れ
。
局
に
も
暫
時
の
御
休
息
。
成
程
自
も
お 

も
て
な
し
に
預
ら
ん
か
。
わ
ら
は
ゝ
是
に
縣
蔵
人
。
そ
な
た
は
次
へ
と
。
差
図
に
つ
れ
て
。
ソ
レ
近
習 
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２
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の
者
御
案
内
と
。
礼
義
も
深
き
奥
の
間
へ
。
宇
治
の
御
方
諸
共
に
■
と
入
や
入
■
に
。 

兼
て
の
。
■
■
饗
応
に
照
す
■
■
立
か
は
り
。
入
か
は
り
た
る
御
馳
走
役
。
お
煙
草
お
菓 

子
と
持
運
ふ
近
習
の
中
に
左
馬
助
。
■
■
な
が
ら
と
差
出
す
茶
碗
。
思
ひ
そ
深
き
。 

湯
初
に
。
業
平
男
う
つ
と
り
と
。
見
と
る
ゝ
局
。
嘸
お
使
者
に
は
御
退
屈
。
何
事
も
麁
略 

の
段
。
真
平
御
免
下
さ
る
べ
し
と
身
を
へ
り
く
だ
り
相
述
れ
ば
。
是
は
～
徒
龍
の
■
の
握
加
減 

迚
も
な
ら
ば
方
様
の
。
愛
ら
し
い
手
元
を
拝
見
せ
ぬ
が
残
り
多
い
そ
ふ
し
て
ほ
ん
に
ほ
ん
ぼ 

に
真
実
。
底
か
ら
。
い
と
し
ぼ
ら
し
い
。
徒
■
の
女
た
ら
し
。
馳
走
ぶ
り
な
ら
遠
慮
は
入
ぬ
自 

１
３
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が
傍
へ
引
付
て
。
咄
の
伽
を
頼
ま
す
と
に
じ
り
上
り
の
濃
茶
の
手
前
。
帛
紗
さ
ば
き 

の
乱
口
柄
杓
の
ゑ
に
し
取
た
き
風
情
。
左
馬
助
は
飛
の
い
て
。
是
は
め
つ
そ
ふ
な
。
恐
多
き 

雲
の
上
人
。
ふ
骨
な
る
あ
ら
く
れ
武
士
。
お
傍
へ
寄
は
不
礼
の
至
り
。
ヲ
ヽ
か
た
。
都
に
稀
な
殿 

御
ふ
り
。
濡
ぬ
先
こ
そ
露
を
も
い
と
へ
衛
門
が
心
の
隠
し
哥
。
と
ふ
ぞ
一
筆
頼
ま
す
と
。
差 

出
す
短
冊
左
馬
助
。
手
に
取
上
て
。
ム
ヽ
恋
と
す
へ
た
る
一
字
題
腰
折
さ
へ
も
詠
じ
得
ぬ
拙 

者
。
哥
の
訳
さ
へ
覚
束
な
し
。
此
義
は
お
赦
し
下
さ
り
ま
せ
。
ヲ
ヽ
訳
を
知
ぬ
と
は
よ
そ
～
し
い
。
色
を
も

香
を
知
人
ぞ
知
。
其
人
さ
へ
も
な
ま
中
に
。
思
ひ
初
し
も
あ
だ
花
に
。
咲
す
心
か
折 
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取
て
。
手
生
の
花
に
す
る
。
墨
の
濃
も
。
薄
い
も
主
様
の
心
一
つ
と
打
付
に
。
色
香
乱
て 

見
へ
に
け
り
。
襖
の
こ
な
た
に
綾
織
が
も
ゆ
る
ほ
む
ら
に
思
は
ず
も
。
我
を
忘
れ
て
走
り
出
。 

二
人
が
中
へ
割
て
入
。
コ
レ
申
お
局
様
。
大
事
の
使
に
来
な
が
ら
。
大
そ
れ
た
と
い
は
ふ
か
。
余
り
て
顔
が

詠
め
ら
る
ゝ
は
い
な
。
主
の
有
左
馬
助
様
。
よ
そ
の
花
に
は
成
ま
せ
ぬ
。
サ
ア
ご
ざ
ん
せ 

と
清
明
が
手
を
取
引
立
行
先
を
ふ
さ
ぐ
。
衛
門
が
恋
の
瀬
戸
あ
な
た
こ
な
た
と
柵 

の
。
も
つ
る
ゝ
拍
子
燭
台
の
。
灯
ば
つ
た
り
思
ひ
の
闇
。
探
る
手
先
に
刀
の
下
緒
。
し
つ
と
し
め 

た
る
衛
門
の
局
。
左
馬
助
は
綾
織
と
心
得
一
間
へ
行
跡
を
。
探
り
く
る
～
綾
織
が
。
続
ひ
て 

１
４
オ 

奥
へ
行
合
の
。
襖
を
そ
つ
と
上
段
に
飾
り
し
剱
高
山
玄
蕃
。
さ
し
足
抜
足
咽
す
ん
ば
い
。
油
断 

隙
な
き
宇
治
の
方
御
剱
取
替
入
給
ふ
。
し
ら
ぬ
あ
ん
こ
う
烏
武
士
。
し
て
や
つ
た
り
と
盗
取
。 

相
図
の
し
は
ぶ
き
。
奴
の
国
平
飛
石
つ
た
ひ
。
玄
蕃
様
お
首
尾
は
。
シ
イ
コ
リ
ヤ
声
が
高
い
。
国
平 

近
ふ
と
声
を
し
る
べ
に
指
寄
ば
。
ソ
リ
ヤ
件
の
剱
し
り
も
ぬ
く
～
。
典
膳
殿
へ
。
ナ
ア
コ
リ
ヤ
合
点
か
。
畏

つ
た
と
国
平
は
表
を
さ
し
て
か
け
り
行
。
サ
ア
是
か
ら
は
此
盗
賊
左
馬
助
め
に
好
る
趣 

談
と
。
わ
さ
と
声
を
張
上
て
。
ヤ
ア
～
近
習
の
め
ん
～
灯
早
く
。
上
段
の
御
剱
奪
取
て
立
退
し 

と
。
呼
は
る
声
に
妼
近
習
手
燭
て
ん
手
に
宇
治
の
方
。
蔵
人
も
追
取
刀
。
此
体 

１
４
ウ 

見
る
よ
り
扨
こ
そ
～
。
太
切
な
り
御
剱
盗
取
た
る
曲
者
遠
く
は
行
ま
し
侍
中
。
手
分
し
て 

詮
義
召
れ
と
縣
が
下
知
。
玄
蕃
制
し
て
。
イ
ヤ
～
お
騒
ぎ
有
な
蔵
人
殿
。
盗
賊
は
則 

拙
者
召
捕
て
ご
さ
る
。
只
今
御
前
で
め
ん
ぱ
く
さ
せ
ん
と
。
以
前
の
付
文
取
出
し
。
宇
治
の 

方
の
御
前
に
さ
し
出
し
。
上
段
の
間
に
か
ざ
り
有
し
雄
龍
の
剱
。
紛
失
の
其
場
所
に 

落
散
し
其
二
通
上
書
の
名
当
は
左
馬
助
。
早
く
御
詮
義
有
る
べ
し
と
。
鼻
息
隠
す 

侫
舌
に
宇
治
の
方
打
笑
給
ひ
。
早
速
の
働
き
出
来
た
～
。
紛
失
の
場
に
落
散
し 

は
天
の
呵
ら
し
む
る
君
の
御
罪
。
ヤ
ア
～
左
馬
助
清
明
と
。
御
気
色
か
は
る
御
声
に
。
今
は
忍
び 

１
５
オ 

ず
左
馬
助
面
目
な
げ
に
一
間
を
出
。
何
事
も
拙
者
が
誤
り
申
訳
に
は
斯
の
通
り
と
差
添 

に
手
を
か
く
れ
ば
衛
門
の
局
走
り
出
。
押
と
ゞ
む
れ
ば
蔵
人
声
か
け
。
ヤ
麁
忽
な
り
。
剱
紛 

失
を
只
不
調
法
成
と
腹
切
計
が
。
言
訳
に
は
成
ま
い
～
。
ヲ
ヽ
サ
此
玄
蕃
か
主
人
に
成
か
は
り
。
急
度 

拷
問
加
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
清
明
覚
悟
仕
て
そ
こ
へ
直
れ
。
イ
ヤ
先
太
刀
の
詮
義
は
跡
へ
廻
し
。
御
家 



の
掟
不
義
の
政
道
糺
さ
に
や
な
ら
ぬ
と
。
理
の
当
前
に
宇
治
の
方
。
心
の
当
途
。
其 

不
義
の
政
道
は
自
が
糺
し
て
く
れ
ん
。
ナ
ニ
玄
蕃
其
一
通
読
上
い
。
ハ
ア
イ
ヤ
も
ふ
～
。
最
前
か
ら 

読
た
く
て
～
。
手
足
が
ぞ
く
～
。
さ
ら
ば
読
上
申
さ
ふ
と
。
己
が
手
跡
と
知
ら
ぬ
が
高
山
押
ひ
ら
き
。
エ
ン

～
起
請
文 

１
５
ウ 

の
事
。
ム
ヽ
扨
も
ほ
て
く
ろ
し
い
。
起
請
文
と
書
て
ご
ざ
り
ま
す
。
何
じ
や
一
其
元
様
に
惚
れ
て
候
故
押
付

な
が
ら
ど
ふ
ぞ
～
女
夫
に
な
つ
て
ヤ
ヽ
コ
リ
ヤ
違
ふ
た
と
恟
り
は
い
も
ふ
。
サ
ア
跡
を
早
ふ
読
や
。
イ
ヤ
も

ふ
此
跡
は
読
に
及
び
ま
せ
ぬ
。
ヲ
ヽ
其
文
の
名
当
は
。
綾
織
様
へ
玄
蕃
と
書
て
有
ふ
が
な
。
サ
ア 

そ
れ
は
。
儕
が
科
を
押
包
詮
義
立
す
る
。
横
道
者
。
心
得
が
た
き
は
今
宵
の
時
宜
と
。
誠 

の
剱
は
自
が
と
く
よ
り
是
に
守
護
せ
し
ぞ
や
。
ス
リ
ヤ
ア
ノ
剱
は
贋
物
と
や
。
そ
ん
な
ら
さ
つ
き
の
。 

何
が
ど
ふ
し
た
。
イ
ヤ
サ
ア
さ
つ
て
も
よ
く
し
た
物
で
ご
ざ
り
ま
す
。
ホ
ン
ニ
そ
れ
共
知
ず
あ
ほ
う
鳥
。
塒

に
放
ら
れ
し
空
気
侍
。
御
剱
恙
な
き
上
は
こ
の
場
を
赦
す
と
。
宇
治
の
方
。
よ
ど
ま
ぬ
吉
粹 

１
６
オ 

情
の
詞
。
イ
ヤ
た
ま
ら
ぬ
と
立
上
る
を
。
縣
が
早
足
椽
よ
り
下
へ
踏
落
さ
れ
。
恐
れ
ほ
う
～
ひ
れ
起
て
。 

立
足
も
な
く
迯
て
行
。
折
も
こ
そ
有
御
注
進
と
呼
は
り
～
。
森
本
覚
兵
衛
広
庭
に
大 

息
つ
ぎ
。
扨
も
大
領
久
吉
の
御
陣
所
へ
。
降
人
と
偽
り
毛
唐
人
の
曲
者
。
君
に
近
付
し
い
し
奉
ら
ん
と
。 

火
砲
を
以
て
既
に
計
義
を
な
さ
ん
と
せ
し
が
。
尊
運
の
我
君
御
命
恙
な
く
候
間
。
御
悦
び
然
る
べ
し 

と
。
言
上
す
れ
ば
。
宇
治
の
方
清
明
始
安
堵
の
眉
。
開
く
る
尊
運
。
ハ
テ
口
惜
き
次
第
や
と
。
今
迄 

柔
和
の
縣
蔵
人
忽
無
念
の
其
面
ざ
し
。
傍
成
剱
取
よ
こ
見
へ
し
が
局
を
小
脇
に
飛
鳥
の 

か
け
り
前
な
る
井
戸
へ
飛
込
だ
り
。
人
々
是
は
と
驚
く
中
森
本
せ
い
し
て
。
此
空
井
戸
は
裏 

１
６
ウ 

門
へ
抜
道
人
数
を
廻
し
召
捕
ん
。
清
明
様
に
は
宇
治
様
の
御
守
護
有
て
然
べ
し
と
。
申
上
れ
ば 

左
馬
助
皆
～
奥
へ
入
給
ふ
。
イ
テ
曲
者
め
と
森
本
が
。
か
け
出
す
向
ふ
へ
。
ど
つ
こ
い
～
。
そ
ふ
は
さ
せ
ぬ

と
一
味
の
賊
徒
。
得
た
り
と
抜
つ
れ
切
て
か
ゝ
る
を
事
共
せ
ず
請
つ
流
し
つ
手
練
の
森
本
。
切 

先
下
り
に
切
ま
く
る
。
咽
も
ひ
い
～
雑
人
原
。
立
足
も
な
く
迯
行
を
猶
奥
。
深
く
追
て
ゆ
く 

春
の
夜
の
。
風
に
そ
よ
き
て
。
乱
れ
合
ふ
。
芦
間
か
き
分
押
分
て
。
姿
は
誰
と
白
浪
の
。
■ 

を
誘
ひ
忍
び
出
。
相
図
の
呼
子
友
子
鳥
。
爰
か
し
こ
よ
り
。
顕
は
れ
出
。
コ
リ
ヤ
。
何
皆
の
者
言
付 

置
た
用
意
の
駕
。
サ
ア
妹
そ
ち
は
一
時
も
早
ふ
隠
れ
家
へ
。
そ
ん
な
ら
兄
様
私
は
お
先
へ
。
コ
リ
ヤ
随
分 

１
７
オ 

と
も
に
人
の
見
ぬ
間
に
皆
の
者
。
お
頭
跡
か
ら
戻
ら
ん
せ
と
。
駕
を
追
立
足
早
に
。
元
来
し
道
へ 

引
か
へ
す
。
跡
見
送
つ
て
件
の
剱
。
押
い
た
ゞ
き
～
。
ど
り
や
そ
ろ
～
と
行
ふ
か
と
歩
む
こ
な
た
の
。
芦
萱

の
。
風
も
吹
ぬ
に
ざ
は
～
～
。
ぞ
つ
と
身
の
毛
も
忽
に
。
炎
～
た
る
。
猛
火
の
中
に
声
あ
り 

～
。
ヤ
ア
～
成
宗
皇
帝
の
忠
臣
。
備
倭
将
軍
伯
英
と
ゞ
ま
れ
や
つ
と
呼
は
る
声
。
胸
に
ぎ
つ
く
り 

思
は
ず
も
。
振
返
り
見
る
芦
間
よ
り
。
怪
し
き
形
相
忽
然
と
。
彳
む
有
様
。
さ
し
も
の
伯
英
暫
し
。
猶 

予
居
た
り
し
が
。
扨
は
我
を
ま
ど
は
さ
ん
と
及
ば
ぬ
狐
狸
の
変
化
な
ら
ん
。
サ
ア
。
化
の
皮
引
ぱ
げ 

と
。
嘲
笑
う
へ
は
ホ
ヽ
思
ひ
も
寄
ぬ
互
の
参
会
尤
の
偽
念
。
我
は
昔
高
麗
た
り
し
時
明
宗
皇
帝 



１
７
ウ 

に
仕
へ
奉
り
し
。
征
東
大
将
軍
王
仁
第
三
の
末
流
魏
馬
伯
圓
と
言
し
者
也
。
ム
ヽ
其
伯 

圓
公
こ
そ
我
家
の
祖
た
る
御
方
。
■
一
千
余
年
の
星
霜
を
ふ
り
し
。
粟
散
片
地
の
此
国 

に
て
。
姿
を
見
へ
給
ふ
は
旁
以
て
不
審
し
。
ホ
ヽ
其
一
言
然
れ
共
。
神
皇
我
国
を
お
そ
ひ
。
三
韓 

王
は
日
本
の
犬
な
り
と
石
面
に
彫
付
。
長
く
国
の
恥
辱
を
残
す
其
無
念
止
事
な
く
。
何
と 

ぞ
日
本
を
く
つ
が
へ
し
先
祖
の
恨
を
晴
さ
ん
と
。
思
ふ
に
か
ひ
な
く
事
な
ら
ず
し
て
。
空
し
く
成
其 

一
念
。
鬼
と
成
て
此
土
を
去
ず
。
然
る
に
又
も
や
婢
賎
の
奴
久
吉
め
が
為
に
今
韓
国
を 

乱
妨
す
。
遺
恨
重
る
折
に
幸
。
忠
臣
の
志
厚
く
。
此
国
に
渡
り
健
気
に
も
謀
叛 

１
８
オ 

の
思
ひ
立
。
此
一
巻
こ
そ
秘
蔵
の
妙
法
今
よ
り
汝
に
授
け
得
さ
せ
。
影
身
に
付 

そ
ひ
力
と
な
ら
ん
。
心
安
か
れ
伯
英
と
。
聞
よ
り
大
き
に
恐
れ
入
。
コ
ハ
有
が
た
き
御
賜 

と
。
押
い
た
ゞ
き
～
。
年
月
重
る
御
怒
り
一
時
に
散
ず
る
術
こ
そ
。
某
が
手
裏
に
有
。 

又
此
一
巻
こ
そ
。
龍
に
翅
を
得
た
る
も
同
然
。
瞬
く
う
ち
久
吉
が
首
。
梟
木
の
印 

と
な
さ
ん
魏
馬
将
と
。
い
さ
み
立
た
る
其
骨
柄
実
。
韓
土
に
名
を
得
た
る
。
義 

心
の
程
ぞ
た
ぐ
ひ
な
き
。
ホ
ヽ
ヽ
い
さ
ま
し
し
悦
ば
し
。
我
望
た
ん
ぬ
れ
ば
。
対
顔
是 

来
帰
去
退
～
と
。
い
ふ
声
と
も
に
伯
圓
が
姿
は
。
き
へ
て
ぼ
う
せ
ん
た
る
。
伯
英 

１
８
ウ 

奇
異
の
思
ひ
を
な
し
。
我
忠
臣
を
感
じ
た
ま
ひ
霊
尊
の
厚
徳
暫
時
も 

猶
予
は
本
意
に
あ
ら
ず
と
。
く
だ
ん
の
一
巻
押
ひ
ら
き
。
と
つ
く
と
見
て
横
手
を 

打
。
実
妙
々
の
此
幻
術
ハ
ヽ
ヽ
ヽ
有
が
た
し
忝
し
と
。
悦
び
余
る
高
笑
ひ
。
是
は
し
た
り
。 

思
は
ず
し
ら
ず
独
言
。
ど
り
や
ま
か
ら
ふ
と
一
巻
を
。
納
る
大
胆
行
先
を
。
ふ
さ
ぐ 

組
子
の
め
ん
～
が
。
曲
者
や
ら
ぬ
と
追
取
巻
。
じ
ろ
り
と
見
や
り
唱
ふ
る
秘
文
。
ア
ツ 

と
一
同
に
た
を
る
ゝ
組
子
。
に
た
り
と
詠
め
。
行
過
る
。
後
へ
森
本
覚
兵
衛
が
。
取
に
か
ゝ 

る
を
振
ほ
と
き
。
曇
る
霞
か
幻
術
に
。
形
の
水
の
月
代
も
覆
ひ
。
か
く
し
て
（
三
重
）
行
雲
に 

１
９
オ 

三
冊
目 

 

和
君
御
国
へ
貢
物
。
や
が
て
捧
る
朝
鮮
国
。
扨
風
景
は
中
～
や
。
口
に
一
ぱ
い
ほ
う
ば
つ
て
。
甍 

な
ら
べ
し
都
の
竃
。
其
数
凡
九
億
八
万
七
千
六
百
五
拾
三
軒
。
彼
玉
殿
金
台
の
。
棟
の
梁
た
ら 

～
～
。
五
歩
に
一
楼
十
歩
に
御
亭
。
お
茶
に
休
み
所
。
扨
々
結
構
な
る
夜
の
物
。
錦
織 

物
綾
緞
子
三
千
人
の
宮
女
達
前
や
。
後
に
置
火
燵
夏
は
。
涼
し
き
■
へ
。
笙
ひ
ち
り
き
。 

管
弦
を
奏
し
御
床
入
其
睦
言
に
。
も
ん
ご
ん
ぞ
く
ご
ん
。
や
ん
れ
め
ん
ど
ん
や
そ
う
り
く
さ
ん
の
し
ふ
ち
や

に
の
。
い
ん
も
り
ち
う
と
う
。
か
け
ん
す
へ
是
唐
人
の
寝
言
也
。
ヨ
イ
ヤ
～
と
一
同
に
。
誉
る
高
声
武
兵
太

弁
治
。
扇
遣
も 

１
９
ウ 

鼻
高
～
。
何
と
女
共
。
我
々
が
舞
の
一
曲
ど
ふ
だ
～
。
イ
ヤ
も
ふ
お
二
人
様
の
隠
し
芸
。
ど
ふ
も
い
へ
た
物

じ
や
ご
ざ
ん
せ
ぬ
と
。
禿
の
文
字
野
が
口
ま
つ
に
。
仲
居
の
小
枝
し
や
～
り
出
。
残
り
多
い
は
肝
心
の
太
夫



様
に
お
目
に
か
け
ぬ
が
残
念
は
い
な
ア
。
誠
に
小
枝
が
申
通
り
。
肝
心
の
太
夫
主
き
つ
い
延
引
。
嘸
我
君
に

も
お
待
兼
。
武
兵
太
弁
治
。
ソ
レ
早
く
是
へ
お
供
申
せ
と
。
何
が
な
お
前
追
従
に
。
は
つ
と 

二
人
は
立
上
る
を
。
久
次
公
押
と
ゞ
め
。
ハ
テ
扨
性
急
な
者
共
じ
や
。
父
大
領
は
異
国
征
伐
我
等
は 

留
主
守
。
所
で
日
本
風
取
置
て
此
通
り
唐
の
ま
ね
び
。
な
り
や
太
夫
か
身
仕
舞
も
ど
ふ 

で
隙
が
入
で
あ
ろ
ふ
ぞ
い
時
に
両
人
が
今
の
一
曲
■
だ
出
来
た
。
当
座
の
紙
花
遣
は
す
と
。 

２
０
オ 

料
紙
取
寄
さ
ら
～
と
。
一
筆
書
て
。
コ
リ
ヤ
典
膳
是
を
二
人
の
者
へ
遣
は
せ
と
。
仰
に
典
膳
取
次
は
。 

武
兵
太
弁
治
は
押
戴
き
ひ
ら
き
読
で
。
ナ
ニ
～
壱
万
石
の
御
加
増
と
な
。
武
兵
太
殿
弁
治 

殿
是
は
夢
で
は
有
ま
い
か
と
。
二
人
は
ぞ
く
～
悦
び
の
折
も
こ
そ
有
。
聞
ゆ
る
唐
楽
。
ア
レ
～
ア
ノ 

楽
は
太
夫
様
の
お
出
の
し
ら
せ
で
ご
ざ
ん
せ
う
と
気
の
付
禿
。
ヲ
ツ
ト
合
点
我
々
が
。
い
で
お 

迎
ひ
に
と
武
兵
太
弁
治
き
を
ひ
か
ゝ
つ
て
走
行
。
見
ぬ
唐
土
の
貴
妃
君
も
及 

び
た
へ
な
る
勝
姫
君
。
遠
山
の
眉
の
堆
く
。
歩
み
。
く
る
は
の
取
な
り
も
。
唐
と
倭
を 

踏
分
し
外
八
文
字
。
し
な
や
か
に
こ
ぼ
れ
か
ゝ
り
し
風
情
な
り
。
典
膳
は
あ
ふ
ぎ
立
。
や
つ
ち
や 

２
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お
見
事
去
な
が
ら
。
次
大
尽
の
お
待
兼
。
何
故
遅
い
御
■
■
で
ご
ざ
り
ま
し
た
ぞ
。
サ
イ
ナ
ア 

私
も
心
は
せ
く
け
れ
ど
。
上
の
衣
じ
や
の
上
帯
の
と
。
馴
ぬ
衣
装
で
思
は
ぬ
隙
入
。
漸
今 

で
。
こ
ん
た
る
き
ん
な
い
と
ら
や
ア
と
。
い
ふ
て
次
出
す
唐
音
も
。
時
の
一
興
大
将
は
。
猶
も
御
機 

嫌
よ
し
■
の
房
。
引
舟
役
の
し
こ
な
し
ぶ
り
。
勝
姫
君
を
伴
ふ
て
。
御
傍
近
く
座
に
付
は
。 

久
次
公
は
余
念
な
く
。
コ
レ
勝
姫
い
か
ふ
待
せ
て
置
き
や
つ
た
の
。
其
か
は
り
に
は
今
宵
は
一
泡
吹 

せ
て
く
れ
ん
。
時
に
両
人
の
芸
者
共
は
。
い
づ
く
へ
往
た
ぞ
。
恋
人
へ
の
慰
み
に
。
何
ぞ
一
さ
し 

コ
リ
ヤ
典
膳
。
両
人
の
か
は
り
に
其
方
。
何
な
り
と
早
ふ
舞
～
。
是
は
又
迷
惑
千
万 

２
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此
典
膳
■
様
な
事
は
大
不
調
法
。
余
人
に
御
意
を
下
さ
る
へ
し
と
。
云
せ
も
果
ず
気
早
の
久
次
。 

ヤ
ア
奇
怪
な
る
一
言
。
我
命
を
背
く
条
。
只
一
討
と
御
佩
に
。
手
を
か
け
ず
ん
ど
立
給
へ
ば
。 

ヤ
レ
麁
忽
な
り
暫
く
と
。
欠
出
る
常
陸
守
。
御
手
に
縋
り
押
留
れ
ば
。
ヤ
ア
麁
忽
と 

は
何
が
麁
忽
。
我
命
背
き
し
在
瀧
典
膳
。
手
討
に
す
る
が
何
と
し
た
。
イ
ヤ
御
手
討 

は
お
と
ゝ
め
申
さ
ぬ
。
是
敷
の
事
に
一
人
た
る
御
身
の
御
佩
刀
を
穢
し
給
ふ
は
恐
れ
有
。 

近
習
小
性
に
命
ぜ
ら
れ
て
も
苦
し
か
ら
ず
。
先
お
静
り
あ
ら
れ
よ
と
。
申
上
れ
ば
に
つ
こ
と 

笑
ひ
。
遉
の
老
人
よ
く
云
た
。
其
義
な
ら
ば
常
陸
頭
。
其
方
に
申
付
る
。
身
が
目
通
り 
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て
討
放
せ
。
ハ
ア
畏
り
候
へ
共
。
御
殿
に
置
て
血
汐
を
穢
さ
ば
恐
れ
有
。
拙
者
が
宜
し
く 

計
ひ
申
さ
ん
。
イ
ヤ
ナ
ニ
典
膳
。
サ
次
へ
来
や
れ
と
重
成
が
。
詞
に
典
膳
打
黙
き
。
一
間
へ
こ
そ 

は
入
に
け
り
折
か
ら
奏
者
の
声
と
し
て
。
御
母
公
蘭
の
方
様
よ
り
。
御
内
意
の
お
使
者
也 

と
。
し
ら
せ
に
程
も
長
廊
下
。
し
づ
～
入
来
る
其
人
は
。
森
尾
志
津
磨
が
妻
の
巻
筆
。 

■
に
は
足
で
憎
か
ら
ぬ
。
姿
の
。
女
松
相
生
に
二
つ
三
つ
四
つ
越
の
谷
が
。
弟
嫁
に
劣
じ 

と
行
義
。
正
し
く
座
に
着
ば
。
久
次
公
会
釈
有
。
母
君
よ
り
御
内
意
と
し
て
。
志
津
磨
が
女 



房
巻
筆
。
今
一
人
は
三
浦
帯
刀
が
妻
の
越
の
谷
。
使
者
の
役
義
も
合
点
た
り
。
此
頃 
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よ
り
聞
飽
て
お
る
例
の
諫
言
。
聞
に
は
及
は
ぬ
酒
で
も
呑
で
早
帰
れ
と
。
裏
を
打
た
る
お 

詞
を
。
脇
へ
こ
か
し
て
越
の
谷
か
。
ホ
ヽ
ヽ
是
は
又
先
く
り
な
君
の
お
詞
。
我
々
今
日
。
母
君
様
の
お
使
に

参
り
し
は
三
つ
の
お
尋
。
恐
れ
な
か
ら
一
々
に
。
御
返
答
承
は
つ
て
帰
れ
と
の
御
諚
ム
ヽ
此
久
次 

に
お
尋
と
は
。
い
ぶ
か
し
し
と
。
仰
に
猶
も
恐
れ
入
。
サ
ア
巻
筆
様
一
つ
の
お
尋
を
マ
ア
お
前
か
ら
。
い
へ

～
兄
嫁
御
を
さ
し
置
て
。
弟
嫁
の
わ
し
が
出
過
た
。
ハ
テ
何
の
夫
に
遠
慮
が
入
事
。
そ
ん
な
ら
私
か 

お
尋
を
と
。
こ
は
～
な
が
ら
手
を
突
て
母
君
様
の
仰
に
は
。
先
達
て
禁
庭
よ
り
。
詮
義
仰 

付
ら
れ
し
朝
日
丸
の
御
剱
。
其
侭
に
詮
義
も
な
く
。
昼
夜
を
分
ぬ
御
酒
宴
乱
舞
。
其
上 
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三
十
余
人
の
女
中
を
集
め
。
色
に
溺
れ
し
御
身
持
。
是
第
一
の
御
尋
。
サ
ア
此
跡
は
越
の
谷
様
ア
イ
～ 

と
。
差
寄
て
。
此
義
に
付
て
。
父
君
大
領
様
の
御
憤
り
大
方
な
ら
す
三
つ
に
は
今
度
異
国
の
賊 

徒
。
此
土
へ
渡
り
。
忍
び
～
に
謀
叛
の
与
力
を
か
た
ら
ふ
由
。
専
ら
衢
の
風
説
。
か
ゝ
る
大
事
を
聞 

な
が
ら
。
色
と
酒
と
に
日
を
送
り
給
ふ
。
君
の
御
所
存
。
心
得
か
た
き
ヶ
条
の
三
つ
と
。
ヶ
様
に
申
せ 

は
使
者
の
表
。
何
卒
御
心
改
給
ひ
。
世
に
清
君
の
御
名
を
上
さ
せ
給
は
る
様
恐
な
が
ら 

我
々
迄
お
願
ひ
申
上
ま
す
と
詞
も
揃
ふ
。
二
人
か
忠
節
。
久
次
公
に
つ
こ
と
笑
ひ
。
扨
々
何
事 

と
思
ひ
し
に
。
母
君
の
い
ら
ざ
る
心
労
。
四
海
の
政
務
を
掌
に
握
る
某
。
穴
程
の
弁
へ 
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有
ま
じ
と
思
し
召
て
か
。
立
帰
つ
て
此
通
り
。
返
答
致
せ
。
ム
ヽ
左
様
の
御
心
な
る
あ
な
た
様
が
。
色
に
溺

る
ゝ
御
身
持
は
。
ヤ
ア
奇
怪
な
る
尋
事
詞
返
さ
ば
真
二
つ
と
。
例
の
短
慮
に
逆
立
腹
。 

見
る
目
せ
つ
な
き
勝
姫
君
。
思
ひ
極
し
御
覚
悟
。
な
む
あ
み
だ
仏
と
我
君
の
。
御
佩
刀
に
手 

を
か
け
給
へ
ば
。
久
次
公
押
留
給
ひ
。
ヤ
勝
姫
何
故
の
自
害
ぞ
と
。
仰
に
姫
は
御
声
を
や
ゝ
打 

守
り
～
。
兎
に
も
角
に
も
自
か
。
此
身
を
剱
の
霜
と
せ
ば
。
せ
め
て
少
し
の
申
訳
。
色
と
酒
と 

に
溺
れ
し
と
。
御
身
に
悪
名
付
た
る
も
。
皆
自
が
科
な
ら
ず
や
。
唐
の
教
の
故
事 

に
も
。
人
の
謗
を
残
し
た
る
。
帝
の
数
の
其
中
へ
。
我
日
の
本
の
大
将
も
。
若
や
残
さ
ば
此
身 
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３
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の
恥
死
て
。
操
を
立
る
な
ら
。
父
上
に
も
母
上
に
も
。
少
し
は
不
便
と
思
さ
れ
ん
。
ど
ふ
ぞ
死
し
て
。 

給
は
れ
と
か
こ
ち
歎
か
せ
給
ふ
に
ぞ
。
巻
筆
越
の
谷
更
に
。
御
心
根
を
思
ひ
や
り
。
俱
に
涙 

を
添
に
け
る
。
ヤ
ア
愚
な
り
勝
姫
。
四
海
の
政
道
預
る
久
次
。
汝
如
き
が
生
死
に
は
か
ゝ
は
ら
じ
。 

い
か
に
両
人
。
無
益
の
舌
の
根
動
か
さ
ず
共
。
早
立
帰
れ
と
言
捨
て
。
し
ほ
る
ゝ
姫
を
引 

立
～
帳
台
深
く
入
給
ふ
。
二
人
は
跡
に
う
つ
と
り
と
。
翅
も
が
れ
し
心
地
し
て
暫
し
詞
は
な
か
り
し
が
。 

越
の
谷
は
心
を
定
め
。
此
上
は
我
君
の
お
手
討
に
成
迚
も
。
御
本
心
を
聞
ぬ
内
。
母
君 

へ
の
申
訳
が
。
ご
ざ
ん
す
ま
い
巻
筆
様
。
成
程
～
。
け
ふ
の
役
目
を
仕
損
じ
て
は
。
銘
々
夫
の
恥 
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辱
と
な
る
。
押
て
御
前
へ
。
サ
ア
ご
ざ
ん
せ
。
ア
イ
～
合
点
と
。
打
連
立
。
お
主
思
ひ
は
相
嫁
同
士 

奥
殿
さ
し
て
入
に
け
る
。
人
な
き
隙
を
武
兵
太
弁
治
。
う
そ
～
窺
ふ
書
院
先
。
同
腹
中 



の
在
瀧
典
膳
。
互
に
黙
き
差
寄
て
。
犬
嶋
武
兵
太
最
上
弁
治
。
兼
々
心
を
合
す 

岸
沢
公
よ
り
御
頼
み
の
一
品
。
両
人
に
申
付
置
し
が
サ
ヽ
首
尾
は
ど
ふ
し
や
と
囁
け
ば
。
犬
嶋 

が
で
か
し
顔
。
そ
こ
ら
は
ぬ
か
ら
ぬ
太
政
官
の
御
正
印
。
ま
ん
ま
と
盗
ん
で
則
是
に
と
手 

に
渡
せ
ば
。
と
つ
く
と
改
め
。
ハ
ヽ
ヽ
出
来
た
～
。
此
御
正
印
が
手
に
入
は
。
軍
勢
催
促
は
思
ひ
の 

ま
ゝ
。
朝
日
丸
の
御
剱
は
。
岸
沢
公
へ
先
達
て
渡
し
置
。
此
一
品
も
両
人
の
働
き
に
て
。
岸
沢
公 
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へ
一
時
も
早
く
差
上
召
れ
。
事
成
就
せ
ば
二
人
共
コ
リ
ヤ
一
国
一
城
の
国
の
守
。
ス
リ
ヤ
差
詰
あ
な
た
は
四

海
の
執
権
。
時
に
底
意
の
知
ぬ
は
三
浦
常
陸
頭
。
此
方
の
味
方
に
付
る
御
手
談
は
な
。 

夫
も
大
か
た
工
夫
致
し
置
た
れ
共
。
う
か
つ
に
は
口
外
な
ら
ず
。
ハ
テ
扨
い
ら
ざ
る
事
に
御
心
配
。
此
弁
治

が
働
に
て
た
つ
た
一
討
。
コ
リ
ヤ
声
が
高
い
サ
夫
は
格
別
。
只
今
の
一
品
。
一
刻
も
早
く
彼
方
へ
急 

げ
～
に
両
人
が
。
駈
出
す
こ
な
た
に
ど
つ
さ
り
と
響
く
筒
音
武
兵
太
弁
治
。
胸
骨
一
度 

に
打
抜
れ
。
く
す
ぼ
り
返
つ
て
死
て
げ
り
。
コ
ハ
何
者
と
驚
く
典
膳
。
見
返
る
こ
な
た
の
茂
み
よ
り
。 

ヤ
レ
騒
が
れ
そ
在
瀧
殿
と
。
鉄
砲
引
提
三
浦
重
成
。
庭
木
の
影
よ
り
顕
は
れ
出
れ
ば
。
典
膳
く
は
つ 
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と
眼
を
い
か
ら
し
。
扨
は
我
々
が
大
望
を
け
ど
り
。
両
人
を
手
に
か
け
し
よ
な
。
も
ふ
此
上
は
破
れ
か
ぶ
れ

と
刀
の
柄
に
。
ヤ
レ
麁
忽
な
り
典
膳
殿
。
今
両
人
を
仕
留
し
は
則
岸
沢
公
へ
合
体
の
金
打
。
ナ
ニ
両
人
を
打

殺
し
金
打
と
は
な
。
ホ
ヽ
ヶ
程
の
太
義
企
つ
る
に
。
青
侍
の
腰
抜
共
。
力
と
頼
む
は
危
ふ
し
～
。 

此
御
正
印
こ
そ
重
成
が
。
岸
沢
殿
へ
手
渡
し
せ
ん
。
ス
リ
ヤ
貴
殿
に
も
一
味
連
判
に
。
ハ
テ
念
に
は
及
ば
ぬ

義
は
金
鉄
。
ガ
帝
守
護
た
る
錦
の
御
籏
。
紛
失
な
れ
ば
是
一
つ
に
当
惑
せ
り
。
其
御
籏 

は
某
が
得
よ
り
奪
ひ
。
所
持
致
し
罷
有
。
夫
は
手
番
ひ
極
上
々
。
ド
レ
拝
見
と
立
寄
ば
。
何 

心
な
く
差
出
す
御
籏
。
押
戴
い
て
懐
中
に
。
し
つ
か
と
納
し
顔
付
を
。
い
ぶ
か
し
げ
に
打
守
り
。
ヤ
ア
～ 
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扨
は
其
籏
を
奪
取
ん
が
為
。
コ
リ
ヤ
一
番
典
膳
を
や
つ
た
る
よ
な
。
ホ
ヽ
遉
の
典
膳
よ
き
推
量
。 

最
前
汝
が
命
助
け
置
た
は
。
此
御
籏
を
奪
返
さ
ん
為
だ
は
い
。
ア
ノ
コ
ナ
大
馬
鹿
め
が
ハ
ヽ
ヽ
と
云 

れ
て
典
膳
歯
が
み
を
な
し
。
エ
ヽ
計
ら
れ
し
か
残
念
や
恨
の
刀
受
取
と
。
切
て
か
ゝ
る
を
受
流
し
。 

抜
合
せ
た
る
上
段
下
段
。
奥
は
酒
宴
の
打
囃
子
。
こ
な
た
は
修
羅
の
白
刃
と
白
刃
。
老
人 

な
が
ら
も
重
成
が
。
手
練
の
切
先
す
る
ど
く
も
。
ひ
ら
り
と
見
へ
し
が
此
世
の
暇
。
体
は
二
つ
に 

無
慙
の
最
期
。
何
角
心
に
黙
き
て
。
庭
の
し
げ
み
へ
件
の
死
骸
。
蹴
や
り
蹴
飛
し
ゆ
う 

～
と
。
登
る
書
院
の
。
広
縁
伝
ひ
襖
。
引
立
入
に
け
る
。
院
に
其
日
も
暮
近
く
い
と
ゞ
。
思 
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ひ
や
ま
す
ら
を
の
。
や
た
け
心
も
弦
延
て
引
ぞ
わ
づ
ら
ふ
兄
弟
が
。
胸
に
幾
重
や
隔 

の
襖
。
明
て
出
る
も
一
思
案
。
同
じ
思
ひ
に
相
嫁
同
士
。
一
間
を
そ
つ
と
出
会
頭
。
ノ
ウ
待
兼
し 

と
越
の
谷
巻
筆
。
夫
～
の
傍
に
寄
。
大
領
様
よ
り
密
の
御
召
と
云
。
ど
ふ
や
ら
済
ぬ
お
顔 

持
。
様
子
を
早
ふ
お
聞
せ
と
。
案
じ
る
妻
の
顔
打
詠
め
。
ホ
ヽ
気
遣
ふ
は
断
り
。
主
君 

の
行
跡
一
々
大
領
の
御
聞
に
達
し
。
御
憤
り
以
の
外
。
三
十
六
人
の
女
中
を
始
め
。
久
次
公
諸
共 

に
首
討
て
差
出
せ
よ
と
厳
し
き
御
諚
。
則
此
志
津
磨
の
助
は
倹
使
の
役
。
そ
ん 



な
ら
お
前
が
倹
使
の
役
目
を
。
ホ
ヽ
い
な
み
が
た
き
父
君
の
御
諚
。
兄
帯
刀
殿
も
某
も 
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今
宵
に
せ
ま
る
忠
義
の
切
刃
。
兄
者
人
も
ふ
此
上
は
親
人
に
対
面
し
。
枕
を
わ
つ
て
我
君 

の
申
披
き
を
。
成
程
某
迚
も
其
心
。
然
ら
ば
一
所
に
。
イ
ザ
弟
来
れ
と
両
人
が
。
入
ん
と
す
る
を
越 

の
谷
押
留
。
其
義
に
付
て
の
御
相
談
な
ら
。
も
ふ
よ
し
に
な
さ
れ
ま
せ
ナ
ア
巻
筆
様
。
ヲ
ヽ
そ
ふ 

で
ご
ざ
ん
す
共
。
け
ふ
私
ら
が
此
御
殿
へ
参
り
し
も
。
母
君
様
よ
り
の
お
使
。
様
子
と
い
ふ
は
久
次 

様
へ
の
御
異
見
の
為
。
御
聞
入
な
き
故
に
舅
御
様
へ
其
様
子
。
お
咄
し
申
せ
ど
空
吹
風
。
ム
ヽ
ス
リ
ヤ 

親
人
に
は
承
引
な
く
。
君
の
大
事
を
余
所
に
見
て
。
ヲ
ヽ
余
所
目
も
よ
そ
目
我
子
を
子 

と
も
思
は
ぬ
お
心
。
フ
ウ
忠
義
一
途
の
親
人
と
。
思
ふ
に
違
ふ
御
心
底
。
と
は
し
ら
ず
し
て
今
迄 

２
７
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も
力
と
思
ひ
心
の
頼
み
。
弟
兄
者
人
。
ハ
ア
ヽ
斯
迄
御
武
運
拙
き
は
。
い
か
成
神
の
御
罰
ぞ
と
。 

互
に
涙
は
ら
～
～
。
我
身
に
か
ゝ
る
二
人
の
妻
。
夫
の
心
察
し
や
り
。
俱
に
涙
に
暮
ゐ
た
る
。 

気
を
取
直
し
帯
刀
は
。
い
か
に
弟
。
所
全
悔
ひ
て
も
返
ら
ぬ
事
。
も
ふ
此
上
は
我
々
兄
弟 

心
を
合
せ
。
久
次
公
を
御
供
し
。
い
か
な
る
山
林
に
も
身
を
か
く
し
。
時
節
を
待
て
主
君
の
お 

詫
。
実
尤
の
思
ひ
立
。
い
ざ
ゝ
せ
給
へ
と
兄
弟
が
。
つ
つ
と
立
上
り
身
拵
へ
女
房
～
も
。
か
い
～
し
く 

帯
引
し
め
る
後
の
方
。
そ
こ
動
く
な
と
声
を
か
け
。
襖
あ
ら
は
に
父
重
成
。
追
取
刀 

に
立
出
れ
ば
兄
弟
左
右
に
詰
寄
～
。
主
君
を
助
奉
る
我
々
が
一
期
の
忠
。
何
故 

２
７
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父
に
は
御
と
ゞ
め
な
さ
る
ゝ
や
。
但
し
主
君
を
討
奉
る
御
所
存
成
か
。
サ
ヽ
ヽ
承
は
ら
ん
と
兄
弟
が
詞
尖
に

云
放
せ
ば
。
重
成
二
人
を
は
つ
た
と
ね
め
付
。
ヤ
ア
こ
し
や
く
成
尋
事
。
父
に
背
く
を
天
に
背 

く
と
い
ふ
事
。
う
ぬ
ら
も
常
々
よ
く
知
つ
ら
ん
。
主
君
な
が
ら
も
久
次
公
は
。
非
類
な
き
極
悪 

非
道
。
コ
レ
天
の
責
る
所
な
れ
ば
。
所
全
存
命
思
ひ
も
寄
ぬ
。
う
ぬ
ら
迚
も
ま
づ
其
如
く
。 

此
親
の
心
に
叶
は
ぬ
今
日
よ
り
七
生
迄
勘
当
じ
や
。
サ
ア
勝
手
次
第
に
立
去
と
。
尖
き
父 

の
一
言
は
。
道
な
ら
ず
と
は
思
へ
共
。
何
と
答
も
あ
ら
涙
歯
を
く
い
し
ば
る
計
也
。
越
の
谷
巻 

筆
涙
な
が
ら
。
い
か
に
親
御
の
か
う
け
じ
や
迚
。
忠
孝
あ
つ
き
お
二
人
様
。
何
誤
り
の
御
勘
当
。
あ 

２
８
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ま
り
と
申
せ
ば
お
心
強
ひ
。
草
の
葉
を
這
虫
だ
に
も
子
を
憐
む
は
世
の
習
ひ
。
お
胴
欲
な 

お
心
と
。
恨
み
歎
く
も
道
理
な
り
。
ヤ
ア
二
人
共
何
ぐ
ど
～
。
忠
義
に
は
親
を
も
討
。
父
の
心
に
そ 

む
く
共
御
主
君
の
御
供
し
。
イ
ザ
立
退
ん
と
つ
つ
立
両
人
。
透
さ
ず
父
は
衿
が
み
掴
み
く
つ
と 

引
す
へ
。
ヤ
ア
揃
ひ
も
揃
ひ
し
コ
ナ
狼
狽
者
。
嘸
不
道
な
る
親
な
り
と
。
心
の
内
に
は
疎
み 

つ
ら
ん
。
コ
リ
ヤ
泰
山
を
脇
挟
ん
で
北
海
へ
越
る
共
一
旦
云
出
せ
し
詞
変
ぜ
ぬ
重
成
。
ス
リ
ヤ 

ど
ふ
有
て
も
御
勘
当
と
な
。
く
ど
い
～
。
勘
当
の
手
土
産
に
心
を
込
し
コ
リ
ヤ
。
此
扇
。
再 

び
逢
ぬ
筐
と
思
ひ
。
持
て
う
せ
ふ
と
二
本
の
扇
投
出
せ
ば
。
手
に
取
上
て
兄
弟
が
。 

２
８
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恨
め
し
げ
に
声
ふ
る
は
せ
。
扨
は
親
人
に
は
御
主
君
久
次
公
を
。
討
奉
る
御
所
存
よ
な
。
お
ん
で
も
な
い
事
。

鞠
の
御
会
を
幸
に
。
だ
ま
し
寄
て
た
つ
た
一
討
と
。
聞
て
驚
く
嫁
よ
り
も
。
帯
刀
志 



津
磨
は
歯
が
み
を
な
し
。
親
に
背
か
ば
天
是
を
罰
す
る
と
の
仰
に
引
か
へ
。
三
代
相
恩
の
御
主 

君
を
。
臣
下
の
身
と
し
て
。
ヤ
ア
こ
し
や
く
な
る
一
言
。
細
言
云
ず
と
筐
の
扇
。
要
を
解
か
。 

但
し
。
又
親
背
子
背
を
二
度
磨
き
廻
り
扇
の
此
賜
。
コ
リ
ヤ
性
根
を
付
て
兄
弟
共
。 

早
く
此
場
を
出
て
う
せ
う
と
。
尖
き
詞
の
其
中
に
籠
る
一
句
は
親
の
慈
悲
。
兄
弟 

互
に
顔
見
合
せ
心
に
黙
き
し
ほ
～
と
。
館
を
出
る
夫
と
夫
。
女
心
の
跡
や
先
思
ひ 

２
９
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悩
み
て
立
兼
る
を
。
に
ら
み
付
た
る
。
舅
が
皺
面
。
是
非
も
泣
目
を
押
か
く
し
。
落
る 

涙
は
袖
の
上
衣
紋
。
な
が
し
の
（
三
重
）
鞠
の
暮
四
本
の
か
ゝ
り
枝
た
れ
て
。
築
地
の
。
上
の 

木
の
間
も
る
。
鞠
の
高
低
雲
に
入
。
姿
は
誰
と
見
へ
ね
共
。
声
も
あ
り
～
沓
の
音
。
暮 

一
入
の
風
情
な
り
。
森
尾
志
津
磨
の
助
が
妻
の
巻
筆
。
夫
の
忠
義
も
父
上
の
非
道
に 

空
し
く
成
の
み
か
。
果
は
親
子
の
縁
も
切
。
悲
し
き
中
に
か
い
～
敷
。
何
卒
主
君
を
盗
出
し
。
夫
の 

功
に
せ
ん
物
と
腰
に
一
こ
し
遉
に
も
。
築
地
の
か
げ
に
忍
び
寄
。
窺
ふ
か
し
こ
に
高
～
と
。 

あ
り
い
あ
り
や
の
声
々
の
。
中
に
主
君
の
お
は
す
る
か
。
早
ふ
様
子
を
お
し
ら
せ
申
密
に
落
し 

２
９
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参
ら
せ
ん
と
。
思
へ
ど
塀
の
内
と
外
心
悩
み
て
。
彳
む
所
へ
。
兄
嫁
の
越
の
谷
が
心
は
同
じ
夫
思 

ひ
。
走
く
る
～
思
は
ず
も
。
見
合
す
顔
に
。
ヤ
ア
お
ま
へ
は
巻
筆
様
。
あ
な
た
は
兄
嫁
御
。
爰
へ 

は
ど
ふ
し
て
ご
ざ
ん
し
た
。
ど
ふ
し
て
と
は
お
前
の
心
に
問
し
や
ん
せ
。
私
に
し
ら
さ
ず
お
前
の
抜 

が
け
。
久
次
様
お
供
し
て
。
お
連
合
の
志
津
磨
助
様
へ
手
渡
し
し
。
兄
御
帯
刀
様
に
鼻
■
さ 

そ
ふ
と
は
ま
ん
か
ち
に
ご
ざ
ん
す
る
。
ホ
ヽ
ヽ
ヲ
ヽ
コ
リ
ヤ
お
か
し
い
は
い
な
ア
。
わ
た
し
が
夫
を
我
太
切

に
思
ふ
故
。
私
が
心
で
我
す
る
事
。
兄
嫁
が
い
に
云
し
や
ん
す
な
と
。
ず
つ
か
り
い
へ
ば
越
の
谷
は
気
色
を

か
へ
。
コ
レ
巻
筆
様
。
イ
ヤ
巻
筆
殿
。
兄
嫁
か
い
の
何
の
迚
余
り
な
耳
こ
す
り
。
お
前
が
夫
太
切 

３
０
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な
ら
私
迚
も
同
じ
事
。
手
柄
は
仕
勝
。
お
先
へ
参
る
と
云
捨
て
。
行
を
や
ら
じ
と
支
ゆ
る
巻 

筆
。
裾
も
ほ
ら
～
か
ら
紅
ひ
水
入
ず
の
相
嫁
同
士
汗
に
。
流
る
ゝ
紅
粉
白
粉
。
脛
も
あ
ら 

は
に
い
ど
み
合
。
心
増
り
の
越
の
谷
が
。
か
よ
は
き
手
先
で
真
の
当
。
う
ん
と
計
に
巻
筆
が 

た
ぢ
～
～
と
よ
ろ
め
く
隙
。
こ
な
た
の
松
が
枝
手
が
ゝ
り
に
。
さ
く
が
に
な
ら
ぬ
ふ
る
ま
ひ
は
。 

い
と
危
ふ
く
も
女
の
一
念
。
難
な
く
築
地
を
乗
こ
へ
た
り
。
漸
気
の
付
巻
筆
が
。
あ
た
り 

見
廻
し
。
ヤ
ア
先
越
れ
し
か
口
惜
や
と
。
立
上
れ
共
急
所
の
痛
み
。
足
踏
し
め
て
そ
ふ 

じ
や
～
。
久
次
公
の
御
寝
所
は
乾
の
隅
。
水
門
口
よ
り
安
々
と
劣
り
は
せ
じ
と
一
散
に
転 

３
０
ウ 

つ
ま
ろ
び
つ
（
三
重
）
行
足
も
。
空
定
め
な
き
。
宵
闇
に
星
の
明
り
は
有
な
が
ら
。
心
は
闇
の
方 

角
も
し
ら
ぬ
。
築
山
庭
木
の
し
げ
み
。
そ
こ
よ
爰
よ
と
巻
筆
が
。
忍
び
込
た
る
飛
石 

伝
ひ
。
一
息
ほ
つ
と
月
な
ら
で
。
燈
し
の
か
げ
に
有
々
と
。
障
子
に
移
る
影
法
師
。
見
れ
ば 

あ
へ
な
や
三
十
余
人
の
女
中
が
た
。
席
を
し
め
居
な
ら
び
最
期
の
称
名
ば
つ
た
り
。
ば
さ
り 

の
音
に
連
。
血
煙
忽
ち
露
の
身
の
。
跡
は
か
な
く
も
灯
火
と
俱
に
消
行
真
の
闇
。 

身
も
わ
な
～
と
ふ
る
は
れ
て
我
も
消
行
思
ひ
な
り
。
チ
エ
ヽ
胴
欲
な
舅
御
様
。
罪 



科
も
な
き
人
々
を
。
い
た
は
し
の
有
様
や
と
恨
み
か
こ
ち
し
一
人
言
。
爰
に
呵
責
の
■
な
ら
ぬ 

３
１
オ 

常
陸
頭
重
成
。
障
子
を
さ
つ
と
押
開
け
ば
。
御
い
た
は
し
や
久
次
公
。
勝
姫
君
も
諸
共
に
。
常 

に
か
は
り
し
白
小
袖
。
御
目
を
閉
て
座
し
給
ふ
。
常
陸
頭
謹
で
。
臣
た
る
身
と
し
て
主
君
に 

生
害
す
ゝ
め
奉
る
も
■
命
■
な
く
。
只
此
上
は
清
の
御
最
期
然
る
べ
し
と
。
舅 

の
声
に
驚
く
巻
筆
。
ヤ
ア
夫
に
ご
ざ
る
は
舅
御
様
か
と
走
躓
き
か
け
寄
て
。
エ
ヽ 

お
前
は
の
ふ
～
。
三
代
相
恩
の
御
主
君
の
御
命
。
見
殺
し
に
す
る
無
得
心
。
た
ら
は
ぬ
女 

の
心
で
も
。
ど
ふ
ぞ
お
助
け
申
さ
ん
と
。
思
ふ
が
道
で
有
ま
い
か
。
エ
ヽ
胴
欲
な
お
心
や
と
。
恨 

歎
け
ば
ゑ
せ
笑
ひ
。
ハ
ヽ
ヽ
ヤ
ア
だ
ま
れ
め
ら
う
め
。
そ
ち
や
勘
当
受
し
忰
が
女
房
。
及
ば
ぬ 

３
１
ウ 

事
の
よ
ま
い
言
。
悪
く
き
し
や
は
る
が
最
期
。
三
十
余
人
の
女
原
が
よ
い
手
本
。
細
首
を 

打
放
さ
れ
ぬ
其
先
に
。
サ
早
く
帰
れ
～
。
イ
ザ
我
君
様
に
は
御
切
腹
。
時
刻
延
引
仕
る 

と
。
最
期
を
す
ゝ
む
る
重
成
が
。
詞
に
実
も
と
久
次
公
。
打
う
な
づ
き
て
九
寸
五
ぶ
。
逆 

手
に
取
て
我
と
我
。
腹
に
が
い
と
突
立
給
ば
お
く
れ
じ
物
と
勝
姫
君
。
尋
常
に 

座
を
し
め
手
を
合
せ
。
重
成
早
く
介
錯
を
と
。
其
一
言
か
筐
に
て
。
首
は
前
に 

ぞ
落
て
け
り
。
も
ふ
是
迄
と
巻
筆
が
。
俱
に
自
害
と
見
へ
け
れ
ば
。
ヤ
レ
早
ま
ら
れ 

な
と
木
影
よ
り
。
出
る
は
誰
と
巻
筆
が
。
す
か
し
見
れ
ば
三
浦
帯
刀
。
ヤ
ア
あ
な
た 

３
２
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は
兄
御
帯
刀
様
。
私
が
自
害
何
故
お
留
な
さ
れ
し
ぞ
。
ホ
ヽ
其
貞
節
の
い
た
は
し
さ
。
せ
め
て
今 

端
に
夫
婦
の
名
残
。
惜
ま
れ
よ
や
と
兄
弟
の
。
妹
背
を
思
ふ
情
の
あ
か
り
。
大
■
な
ら
ぬ 

志
津
磨
助
腹
一
文
字
に
か
き
切
た
り
。
見
る
よ
り
巻
筆
狂
気
の
如
く
。
手
負
に
縋
り
声 

を
上
。
久
次
様
の
御
切
腹
と
思
ひ
も
寄
ぬ
夫
の
自
害
。
定
て
深
い
入
訳
が
有
て
の
事
で 

ご
ざ
り
ま
せ
う
。
コ
レ
申
舅
君
。
様
子
聞
せ
て
給
は
れ
と
託
ち
歎
け
ば
志
津
磨
助
。
苦
し
き 

息
を
ほ
つ
と
つ
き
。
ヤ
ア
見
苦
し
き
女
房
。
志
津
磨
助
が
此
切
腹
は
な
。
最
前
親
人
が
扇
の 

謎
に
て
よ
く
知
た
り
。
今
宵
に
つ
ゝ
ま
る
我
君
様
の
御
命
。
兄
帯
刀
殿
へ
此
身
が
が
は
り
を
譲 

３
２
ウ 

て
は
本
意
な
ら
ず
と
心
の
覚
悟
。
是
と
い
ふ
も
皆
親
人
の
御
情
。
と
は
い
ふ
物
の
い
た
は
し
き
は 

越
の
谷
殿
。
勝
姫
君
の
御
身
が
は
り
と
。
首
差
延
て
健
気
の
最
期
。
兄
者
人
の
御
心 

底
。
察
し
や
ら
る
ゝ
～
と
跡
は
涙
の
玉
霰
。
巻
筆
も
声
を
上
。
斯
い
ふ
事
と
は
露 

し
ら
ず
。
最
前
も
云
争
ひ
。
嘸
は
し
た
な
い
女
じ
や
と
お
さ
げ
し
み
が
。
エ
ヽ
～
恥
し
い
。
聞
ば
聞 

程
情
な
い
姉
様
共
母
様
共
。
思
ふ
お
方
の
お
命
に
か
は
ら
で
残
る
其
上
に
。
二
世
の
夫 

を
先
立
て
ど
ふ
マ
ア
生
て
居
ら
れ
ふ
ぞ
な
ぜ
女
房
よ
か
う
～
じ
や
。
お
姫
様
の
お
命 

に
か
は
り
死
ね
と
つ
い
一
言
。
い
ふ
て
給
は
ら
ぬ
。
舅
君
に
も
兄
御
に
も
。 

３
３
オ 

聞
へ
ま
せ
ぬ
と
く
ど
き
立
か
つ
ぱ
と
。
伏
て
泣
沈
む
。
目
を
し
は
た
ゝ
き
父
重
成
。
ホ
ヽ
～
其
恨 

は
去
事
な
が
ら
。
弟
志
津
磨
が
此
切
腹
。
我
迚
も
思
ひ
も
寄
ず
。
次
男
な
れ
共
森
尾 



主
膳
が
養
子
と
な
れ
ば
。
忰
な
が
ら
も
忰
に
あ
ら
ず
。
最
前
両
人
を
勘
当
と
我 

強
く
い
ひ
し
は
心
の
謎
。
二
本
の
扇
の
其
一
つ
は
兄
帯
刀
へ
御
身
代
り
と
。
か
け
た
る
一
句
は
養 

父
主
膳
か
亡
魂
へ
立
た
る
義
理
。
健
気
に
も
汲
分
て
。
兄
に
か
は
り
し
志
津
磨
が 

最
期
。
取
分
不
便
は
嫁
越
の
谷
。
夫
の
命
の
恩
返
し
と
。
弟
嫁
に
か
は
り
た
る
義
理
を 

思
ひ
最
期
に
て
。
立
る
互
の
道
筋
は
。
二
筋
三
筋
に
か
は
れ
共
。
只
一
筋
の
忠
孝
に
。 

３
３
ウ 

と
ゞ
ま
る
二
人
か
命
ぞ
や
必
ず
悔
な
歎
く
な
と
。
口
に
は
い
へ
ど
恩
愛
の
涙
は
胸
に
湯 

玉
せ
り
。
心
を
汲
て
三
浦
帯
刀
。
最
前
親
人
が
我
々
へ
勘
当
の
印
迚
給
は
り
し
二
本
の
扇 

弟
が
扇
面
に
は
幾
千
代
祝
ふ
舞
鶴
の
。
し
か
も
小
鳥
に
餌
を
飼
体
又
某
か 

扇
に
は
。
五
月
雨
や
池
の
真
菰
に
水
こ
へ
て
と
。
殿
上
人
に
読
か
け
し
彼
頼
政
が 

口
号
。
ハ
ヽ
ア
扨
は
久
次
公
の
御
命
に
。
か
は
れ
と
有
父
の
謎
。
君
に
面
ざ
し
似
た
る
と
も
。 

引
ぞ
わ
づ
ら
ふ
御
身
か
は
り
と
心
の
覚
期
。
弟
に
先
越
れ
し
我
残
念
。
去
な
が
ら
我
に 

ま
さ
り
し
女
房
が
勝
姫
君
の
御
か
は
り
に
。
死
た
る
は
女
の
鑑
。
我
へ
の
操
ホ
ヽ
ヽ
出
か
し
た
な 

３
４
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忠
孝
は
づ
れ
し
此
帯
刀
。
腹
か
つ
さ
ば
き
此
場
に
て
。
死
る
が
せ
め
て
親
夫
へ
の
言
訳
ぞ
や
。 

ヲ
ヽ
私
迚
も
同
じ
事
。
せ
め
て
冥
途
の
道
連
に
と
。
磨
き
合
た
る
。
心
の
覚
悟
。
ヤ
レ
麁 

忽
な
り
両
人
今
其
方
が
愛
果
な
ば
。
兄
弟
夫
婦
の
義
は
立
へ
き
が
忠
と
孝
と
に 

弥
闇
し
。
御
家
の
■
は
岸
沢
判
官
。
彼
に
一
味
の
典
膳
が
盗
取
た
る
御
正
印
ま
つ 

た
錦
の
御
籏
も
奪
返
し
て
則
是
に
。
此
二
品
に
忰
と
嫁
が
首
を
添
。
大
領
へ
差 

上
事
納
る
は
重
成
が
胸
に
有
。
今
よ
り
汝
森
尾
帯
刀
と
改
名
し
久
次
公
を
高
野
山
へ 

供
奉
仕
れ
。
巻
筆
は
又
勝
姫
君
の
御
供
し
。
い
か
な
る
方
へ
も
身
を
忍
び
御
助
け
申
べ
し
と
。 

３
４
ウ 

残
る
方
な
き
重
成
が
。
指
図
の
内
に
一
間
よ
り
。
立
出
給
ふ
御
夫
婦
の
。
御
目
に
涙
巻 

筆
が
。
夫
に
名
残
尽
る
期
や
。
手
負
は
に
つ
こ
と
打
笑
て
。
最
早
此
世
に
望 

な
し
。
い
づ
れ
も
お
さ
ら
は
～
と
刀
を
抜
は
か
つ
く
り
と
。
無
常
の
風
と
諸
共
に
お
し
や
は
か 

な
く
成
に
け
り
。
わ
つ
と
計
に
三
人
か
。
涙
の
血
筋
武
蔵
野
や
篠
ふ
り
乱
す
。
村
時 

雨
軒
端
浪
よ
る
風
情
な
り
。
久
次
公
は
涙
を
払
ひ
。
我
一
人
の
不
徳
に
て
三
十 

余
女
の
死
の
み
か
は
。
親
子
夫
婦
が
死
別
の
歎
き
。
赦
し
く
れ
よ
と
有
け
れ
は
。
ハ
ヽ
ヽ 

は
つ
と
恐
る
ゝ
三
人
が
。
身
に
あ
ま
り
た
る
有
難
涙
。
勝
姫
君
も
御
袖
を
絞
り 

３
５
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給
へ
は
帯
刀
制
し
て
コ
レ
～
親
人
。
仰
に
従
ひ
是
よ
り
御
山
へ
御
供
せ
ん
去
な
が
ら
。
大
領
御 

所
へ
御
剱
の
御
返
答
は
と
非
を
打
た
り
。
ホ
ヽ
ヽ
其
申
訳
に
は
此
皺
腹
。
只
何
事
も
我
胸 

中
。
夜
明
ぬ
内
に
早
く
～
と
制
せ
ら
れ
。
よ
は
き
心
を
取
直
し
。
イ
ザ
御
立
帯
刀
が
。
主 

君
を
い
さ
め
奉
れ
ば
。
涙
な
が
ら
に
久
次
公
。
勝
姫
君
も
諸
共
に
。
出
る
館
の
其 

末
は
。
別
る
ゝ
道
の
力
草
。
か
い
～
し
く
も
巻
筆
が
是
非
も
な
き
世
の
憂
事 

を
。
云
ぬ
心
は
汲
て
し
る
。
其
人
々
も
か
は
り
な
く
心
に
泣
や
。
血
の
涙
。
見
送
る
父 



が
義
は
鉄
石
。
死
出
の
門
出
や
法
の
縁
。
悟
ば
同
じ
夢
の
夢
。
今
ぞ
本
来
無
東
西 

３
５
ウ 

わ
か
れ
。
～
て
（
三
重
） 
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難
波
に
尊
き
大
伽
藍
四
天
王
寺
と
号
せ
し
は
。
仏
法
最
初
の
霊
場
に
て
今
も
。
絶 

せ
ず
と
う
～
た
ら
り
と
歩
み
を
運
ぶ
。
諸
人
の
当
に
奉
加
の
観
世
音
。
己
が
五
体
に
乗 

移
り
。
鼻
の
下
の
建
立
も
。
無
縁
の
亡
者
極
楽
へ
。
導
く
法
と
し
ら
れ
た
り
。
参
詣
は 

立
と
ま
り
。
何
と
長
安
や
。
い
つ
参
つ
て
も
尊
い
お
寺
じ
や
な
い
か
い
の
ふ
。
ハ
ヽ
鯨
の
抹 

香
く
さ
い
事
い
ふ
は
い
。
こ
ち
と
ら
は
仏
よ
り
美
な
る
女
性
が
尊
い
の
。
イ
ヤ
夫
は
そ
ふ
と
。
久 

吉
様
の
御
家
来
鬼
上
官
殿
は
唐
で
図
な
い
手
柄
仕
な
が
ら
大
将
の
機
嫌
が 

３
６
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損
ね
。
腎
虚
と
や
ら
し
て
ゐ
ら
る
ゝ
げ
な
の
。
ハ
ヽ
扨
は
腎
虚
。
ホ
ヽ
腎
虚
な
ら
ば
ど
ふ 

で
も
や
つ
ば
り
こ
い
つ
は
色
か
ら
じ
や
は
い
の
と
。
あ
だ
口
の
其
所
へ
。
岸
沢
が
郎
等
熊
本 

運
平
。
家
来
引
連
い
か
つ
げ
に
通
り
か
ゝ
れ
ば
参
詣
群
集
。
皆
そ
こ
～
に
迯
帰
る
。 

運
平
あ
た
り
見
廻
し
～
。
ヤ
ア
夫
に
ゐ
る
づ
く
に
う
め
ら
。
若
此
■
道
へ
美
な
る
女 

性
の
二
人
連
見
当
り
は
致
さ
ぬ
や
と
。
尋
に
鈍
才
か
ぶ
り
振
。
イ
エ
～
左
様
な
女
は 

見
あ
た
り
申
さ
ず
と
。
聞
て
運
平
打
黙
き
。
扨
は
道
筋
を
か
へ
迯
廻
し
て
覚
へ 

た
り
。
イ
ヤ
ナ
ニ
家
来
共
や
い
。
其
方
共
も
嘸
草
臥
な
ら
ん
が
。
先
阿
■
野
の
方
を
尋 

３
６
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て
見
ん
。
皆
々
つ
ゞ
け
に
是
非
な
く
も
打
連
か
し
こ
へ
急
ぎ
け
り
。
聖
衆
来
迎
の
声
な
ら 

で
。
此
世
を
渡
る
現
銀
商
ひ
。
上
燗
田
楽
湯
豆
腐
と
口
も
か
ろ
～
荷
ひ
売
。 

斯
と
見
る
よ
り
常
楽
鈍
才
。
経
読
さ
し
て
小
声
に
な
り
。
コ
レ
上
燗
や
待
兼
て
居
た
は
い
の
。 

ヤ
レ
～
経
や
念
仏
で
引
入
る
様
に
成
た
所
。
さ
ら
ば
銘
々
此
石
で
。
ヲ
ツ
ト
こ
ぼ
れ
る
。
時
に
肴 

は
何
じ
や
の
。
イ
ヤ
も
ふ
御
出
家
の
お
肴
な
れ
ば
。
こ
ん
に
や
く
の
田
楽
に
湯
ど
う
ふ
の 

吸
物
。
何
じ
や
精
進
物
計
か
い
。
ノ
ウ
常
楽
。
泥
鼈
汁
か
鯲
汁
迄
は
い
か
ず
と
も
。 

鯡
昆
布
巻
で
も
有
ば
よ
い
に
の
ふ
。
そ
ん
な
ら
お
前
方
は
。
肉
を
あ
が
り
ま
す
か
な
。 

３
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ま
す
か
と
は
爰
な
無
粋
め
。
精
進
物
で
呑
る
物
じ
や
な
い
わ
い
の
。
コ
レ
後
生
じ
や 

ど
ふ
ぞ
肉
を
喰
し
て
お
く
れ
。
イ
ヤ
モ
ウ
一
■
他
生
の
縁
と
や
ら
。
あ
な
た
方
の
縁
に
繋 

が
れ
。
此
上
燗
家
も
極
楽
往
生
致
し
た
い
。
コ
レ
申
何
と
此
肉
は
ど
ふ
で
ご
ざ
り
ま
す
な
。
ヤ
ア 

手
巾
か
。
こ
い
つ
我
等
大
好
物
。
ハ
ヽ
扨
は
鰻
の
戒
名
を
手
巾
と
申
ま
す
か
。
ド
リ
ヤ
焼
立
て
を 

あ
げ
ふ
か
と
。
ぬ
ら
り
く
ら
り
の
口
車
。
乗
出
す
両
僧
鰻
の
香
に
。
余
念
た
は
い
も
な
き 

風
情
。
サ
ア
焼
立
と
上
燗
か
ち
ろ
り
と
俱
に
差
置
ば
余
念
だ
は
い
も
生
く
さ
坊
主
。
扨
て 

も
味
し
。
エ
ヽ
時
に
上
燗
。
心
ざ
し
じ
や
一
つ
さ
そ
ふ
か
い
。
左
様
な
ら
お
戴
き
申
ま
せ
う
と
。
手
酌
の 

３
７
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息
な
し
。
さ
い
つ
さ
ゝ
れ
つ
三
人
が
極
楽
浄
土
の
楽
し
み
な
り
。
折
か
ら
来
か
ゝ
る
講
頭
の
。
ち
よ
ん
兵
衛



見
る
よ
り
声
ふ
る
は
し
。
エ
ヽ
こ
な
た
衆
は
～
。
和
尚
様
や
講
中
の
目
を
抜
て
。
殺
生
欲
酒 

の
戒
を
破
つ
て
。
清
浄
潔
斎
の
霊
地
を
穢
す
と
は
仏
尊
釈
尊
の
御
罰
。
和 

尚
に
か
は
つ
て
折
檻
す
る
と
。
杖
ふ
り
上
て
り
う
～
～
。
も
ふ
了
簡
と
上
燗
か
。
留 

て
も
聞
ぬ
堅
親
仁
。
せ
ん
方
な
く
も
徳
利
の
酒
茶
碗
に
一
ぱ
い
。
ア
申
～
重
々 

の
御
尤
な
れ
ど
。
其
や
う
に
服
を
立
て
は
お
癪
が
登
る
。
マ
ア
白
湯
一
つ
あ
が
り
ま 

せ
と
さ
し
出
せ
ば
。
腹
立
ま
ぎ
れ
に
が
ぶ
～
～
。
下
戸
の
悲
し
さ
五
臓
に
し
み
。
立 

３
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足
さ
へ
も
よ
ろ
～
。
ア
ヽ
ど
ふ
や
ら
ふ
ら
つ
く
～
と
と
う
ど
ま
ろ
へ
は
常
楽
鈍
才
心 

地
は
い
か
に
と
抱
か
ゝ
へ
か
い
ほ
う
す
れ
ば
ち
よ
ん
兵
衛
が
。
糸
よ
り
細
き
声
音
に
て
。 

ア
ヽ
苦
し
や
絶
が
た
や
。
今
の
白
湯
を
呑
と
早
。
心
が
く
れ
～
～
と
し
て
は
ん
べ
る 

な
り
。
五
体
は
河
豚
に
酔
た
る
心
地
。
ア
ヽ
目
ま
い
や
胸
悪
や
と
。
苦
し
む
有
さ
ま
。 

与
茂
作
は
心
地
よ
く
。
コ
レ
親
父
。
今
呑
し
た
酒
は
の
。
神
変
奇
特
酒
と
い
ふ
て
唐 

人
の
秘
方
。
一
滴
で
も
呑
が
最
期
。
心
の
乱
る
ゝ
大
妙
薬
。
喰
迯
の
あ
ぶ
れ
物 

に
是
を
呑
し
て
く
ゝ
し
上
。
銭
の
か
は
り
に
着
は
つ
た
物
を
し
て
や
る
こ
ん
た
ん
。
イ
ヤ
申 

３
８
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お
前
が
た
へ
。
商
ひ
の
邪
魔
す
る
此
ち
よ
ん
兵
衛
。
も
ふ
斯
し
た
ら
死
人
も
同
然
。
か
ま
は 

ず
と
サ
ヽ
あ
が
り
ま
せ
～
。
こ
り
や
け
う
と
い
と
常
楽
鈍
才
又
引
受
る
天
目
酒
。
息
な
し 

上
戸
の
つ
ゞ
け
呑
。
あ
れ
ん
た
は
ひ
も
な
が
り
け
る
。
う
き
事
の
。
見
に
は
■
れ
ど
斯
と 

だ
に
。
人
目
を
包
む
巻
筆
が
よ
る
へ
も
浪
の
難
波
潟
。
足
も
か
よ
は
き
勝
姫 

を
。
伝
き
爰
に
鳥
居
前
。
巻
筆
は
立
寄
て
。
イ
ヤ
申
御
出
家
様
。
我
々
は
高
野
山
へ 

参
る
者
。
阿
部
野
と
申
街
道
を
教
へ
て
た
べ
と
尋
れ
ば
。
そ
し
ら
ぬ
顔
で
ふ
ら
～
ね 

む
り
。
つ
き
ほ
な
け
れ
ば
是
非
な
く
も
。
門
内
さ
し
て
行
過
る
。
跡
に
機
嫌
の
常
楽
鈍
才
。
何
と 

３
９
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上
燗
。
美
な
る
女
性
じ
や
な
い
か
い
の
ふ
。
あ
ん
な
美
し
い
代
物
を
。
抱
て
ね
は
ん
と
し
て
見 

た
い
と
。
何
の
た
は
い
も
な
き
折
ふ
し
。
俄
に
騒
ぐ
人
群
集
何
事
や
ら
ん
と
上
燗
屋
。
荷 

箱
其
侭
迯
行
ば
。
し
び
れ
し
ち
よ
ん
兵
衛
両
僧
の
。
肩
に
引
か
け
ふ
な
～
～
。
こ
け
つ
ま
ろ
び
つ 

立
帰
る
。
間
も
有
せ
ず
巻
筆
は
勝
姫
君
の
御
手
を
引
。
漸
遁
る
ゝ
こ
な
た
よ
り
。 

そ
り
や
遁
す
な
と
運
平
が
下
知
に
従
ひ
あ
ま
た
の
組
子
。
切
て
か
ゝ
る
を
甲
斐 

～
敷
わ
た
り
合
た
る
手
練
の
切
先
。
あ
し
ら
い
兼
て
見
へ
け
れ
ば
。
熊
本
い
ら
つ 

て
切
込
刀
。
心
得
丁
～
打
合
た
る
。
刃
の
光
り
は
ひ
ら
～
～
。
コ
リ
ヤ
手
ひ
ど
い
と
運
平 

３
９
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ば
。
逸
足
出
せ
ば
組
子
共
。
臆
病
風
に
さ
そ
は
れ
て
右
往
左
往
に
迯
行
ば
何
国
迄 

も
と
。
（
三
重
）
追
て
行
。
跡
に
ハ
ア
～
勝
姫
が
此
巻
筆
は
い
づ
く
へ
と
う
ろ
付
こ
な
た
に
窺
ふ 

与
茂
作
。
何
の
苦
も
な
く
勝
姫
を
。
小
脇
に
上
首
尾
上
燗
や
行
が
た
知
ず
成
に
け
り
。
遠 

目
に
夫
と
巻
筆
が
姫
を
人
手
に
渡
さ
じ
と
。
狂
気
の
如
く
逸
散
に
走
躓
く
跡
よ
り
も
。
欺
し 

寄
て
雲
平
が
只
一
討
と
切
付
る
を
。
心
得
巻
筆
忠
義
の
切
先
。
受
つ
流
し
つ
蝶
鳥
や
夕
日
に
き
ら
め
く 



刃
先
は
稲
妻
。
た
ゝ
み
か
け
た
る
太
刀
風
に
。
コ
ハ
叶
は
じ
と
熊
本
か
欠
出
す
後
迯
し
も
立
ず
。
只
人
討
に

切
倒
し
。
程
は
有
ま
い
追
付
ん
と
心
夕
陽
巻
筆
が
小
褄
り
ゝ
し
く
帯
引
〆
。
勝
姫
君
の
御
跡
を
慕
し
た
ふ
て

（
三
重
） 

４
０
オ 
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昔
誰
。
か
ゝ
る
桜
を
此
庭
に
。
う
つ
ろ
は
ぬ
色
。
枝
も
葉
も
。
俱
に
。
栄
ふ
る
武
士
の
名
も
埋
も
れ
し 

加
藤
主
計
頭
正
清
。
君
の
不
興
を
蒙
れ
ど
。
常
に
替
ら
ぬ
家
中
の
賑
ひ
。
掃
除
の
役
も
色 

を
持
。
花
の
姿
の
妼
共
。
手
桶
の
水
も
ち
よ
い
～
～
。
情
の
雫
玉
や
ち
る
吉
野
。
初
瀬
の
詠
め 

に
も
。
劣
は
せ
じ
と
寄
つ
ど
ひ
。
何
と
し
げ
野
。
ア
殿
様
は
日
外
よ
り
。
御
遠
慮
と
や
ら
で
引
込
で
ご
ざ
る

の
じ
や
げ
な
が
。
お
館
は
常
に
か
は
ら
ず
。
浜
松
の
音
は
ざ
ゞ
ん
ざ
。
と
ん
と
ど
ふ
し
た
訳
や
ら
知
ぬ
じ
や

な
い
か
い
の
ふ
。
さ
い
の
ふ
わ
し
も
そ
ふ
思
ふ
て
ゐ
る
が
。
ま
だ
其
上
に
。
今
宵
岸
沢
判
官
様
の
娘
御
か
お

輿 ４
０
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入
と
の
事
。
お
座
敷
お
庭
の
掃
除
迄
。
中
間
衆
は
遣
は
ず
拵
へ
の
言
訳
。
い
や
も
ふ
唐
ま
で
ひ
ゞ 

い
た
殿
様
で
も
。
色
に
か
ゝ
つ
て
は
や
く
た
い
～
。
ヲ
ヽ
そ
ふ
と
も
～
弟
御
の
左
馬
助
様
を
勘
当
な
さ
れ
。

科
も
な
い
奥
様
は
去
て
し
ま
う
。
其
弟
御
の
恋
人
が
。
兄
御
様
の
嫁
御
に
お
出
な
さ
る
げ
な
。
今
比
奥 

様
が
泣
て
計
ご
ざ
る
で
有
ふ
と
思
や
。
お
い
と
し
ぼ
い
じ
や
な
い
か
い
の
ふ
と
。
て
ん
ば
な
様
で
も
女
の
情

涙
こ
ぼ
れ
ぞ
。
殊
勝
な
り
。
奥
よ
り
ひ
よ
か
～
猿
嶋
兵
次
。
妼
共
が
耳
際
に
て
。
わ
い
と
一
声
飛
退
三
人
。

ハ
ヽ
ヽ
扨
も
味
い
は
。
恟
り
さ
し
て
こ
ま
し
た
と
。
ひ
よ
ふ
ま
つ
け
ば
。
梢
が
腹
立
。
コ
レ
三
筋
た
ら
ぬ
猿

嶋
殿
。
又
し
て
も
～
色
々
の
ち
よ
ふ
け
事
。
あ
ほ
う
に
は
何
が
成
と
。
い
は
れ
て
少
し
む
つ
と
顔
。
ヤ
イ
女

め
い
か
に
お
れ
が 
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結
構
な
迚
。
三
筋
た
ら
ぬ
猿
嶋
じ
や
の
。
イ
ヤ
あ
ほ
う
の
と
は
慮
外
や
つ
。
新
参
な
れ
共
女
と
違
ひ
侍 

の
武
士
で
し
か
も
コ
リ
ヤ
。
二
本
ざ
し
。
其
威
光
で
。
梢
し
げ
野
袖
谷
三
人
共
。
勘
当
じ
や
ぞ
と
。
い
ふ
事

さ
へ
も
百
の
口
九
十
。
九
文
も
抜
作
を
。
な
ぶ
つ
て
や
ろ
と
目
■
の
仕
形
。
呑
込
袖
谷
。
サ
ア
今
の
あ
ほ
う

と
い
ふ
た
は
な
。
あ
な
た
に
惚
た
打
付
に
い
は
れ
ぬ
故
。
あ
の
字
と
ほ
の
字
の
頭
字
を
。
い
ふ
た
の
で
ご
ざ

ん
す
る
。
何
じ
や
お
れ
に
惚
た
の
か
。
が
お
れ
じ
や
が
。
女
三
人
。
乗
へ
は
一
人
。
ハ
テ
ど
ふ
が
な
と
小
首

傾
け
。
思
案
顔
。
お
か
し
さ
隠
し
て
口
々
に
。
其
思
案
借
ま
せ
う
か
へ
。
何
じ
や
試
案
を
か
そ
ふ
。
シ
テ
其

思
案
と
は
マ
ヽ
ど
ふ
じ
や
。
さ
い
な
ア
。
何
ぼ
う
達
者
な
生
れ
付
で
も
。
斯
三
人
が
せ
ぶ
つ
た
ら
。
天
寿
小

西
に
三
臓
園
。 
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地
黄
王
子
の
勢
揃
へ
で
も
。
つ
ゞ
く
ま
い
。
そ
こ
を
梢
が
智
恵
の
海
と
。
後
に
廻
り
。
め
ん
な
い
ち
ど
り
。

是
が
則
吾
妻
菊
。
お
前
に
当
る
が
恵
方
果
報
。
お
つ
と
合
点
。
し
め
こ
の
兎
と
立
上
れ
ば
。
あ
な
た
へ 

突
や
り
。
こ
な
た
へ
突
。
中
に
よ
ろ
～
猿
嶋
兵
次
。
サ
ア
是
か
ら
が
肝
心
要
。
お
れ
を
だ
か
ふ
と
抱
ま
い
と
。

そ
も
じ
達
の
肩
時
代
じ
や
。
結
ぶ
の
神
へ
願
か
け
た
り
と
。
探
り
廻
り
し
座
敷
の
程
。
天
窓
を 

ぴ
つ
し
や
り
あ
い
た
し
こ
は
～
妼
共
。
め
い
～
す
り
ぬ
け
次
の
間
へ
。
は
ず
し
て
行
と
は
白
書
院
。
じ
つ
～



入
来
る
森
本
覚
兵
衛
。
指
う
つ
む
い
た
る
屈
託
顔
。
コ
リ
ヤ
し
て
や
つ
た
女
房
し
や
と
。
抱
付
兵
次
物
を
も

い
は
ず
突
放
せ
ば
。
こ
れ
は
強
い
は
。
女
に
似
合
ぬ
。
功
の
者
閨
の
軍
も
嘸
か
し
と
。
又
も
取
付
腕
首
を 
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し
つ
か
と
握
り
。
う
つ
そ
り
が
例
の
ほ
た
へ
嗜
る
お
ら
ふ
と
突
飛
さ
れ
。
ア
イ
タ
ヽ
是
は
違
ふ
た
。
夢
で
は

な
い
か
と
云
つ
ゝ
ほ
ど
く
め
ん
な
い
ち
ど
り
。
コ
リ
ヤ
女
め
ら
は
ど
こ
に
お
る
返
せ
。
戻
せ
と
奥
の
間
へ
畳
。

蹴
立
て
走
入
。
エ
ヽ
談
合
相
人
に
な
ら
ぬ
馬
鹿
者
。
心
得
が
た
き
は
主
人
の
心
。
ハ
テ
い
か
ヽ
ぞ
と
と
つ
置

つ
思
案
に
吐
息
次
の
間
よ
り
。
奏
者
役
罷
出
。
殿
様
へ
直
々
に
御
対
面
な
さ
れ
ん
と
。
岸
沢
光
盛
様
の
御
家

来
。
鳴
見
軍
蔵
殿
御
入
来
な
り
と
。
い
ふ
間
程
な
く
入
来
る
鳴
見
軍
蔵
。
主
の
威
光
を 

肩
で
切
。
の
け
ぞ
り
返
り
打
通
れ
ば
。
森
本
は
座
を
改
め
。
是
は
～
軍
蔵
殿
に
は
御
役
目
御
苦 

労
。
主
人
正
清
義
は
御
存
知
の
通
り
遠
慮
の
身
分
故
。
此
頃
よ
り
引
籠
有
。
仰
置
る
ゝ
事
有
ば 
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某
へ
承
は
ら
ん
と
。
い
は
せ
も
果
ず
。
ハ
ヽ
ヽ
其
遠
慮
は
正
清
殿
の
お
心
か
ら
。
大
領
久
吉
公
の
御
勘 

当
。
又
う
つ
け
者
の
久
次
殿
。
勅
命
を
請
な
が
ら
詮
義
延
引
に
相
成
し
朝
日
丸
の
御
太
刀
。
今
に
知
ず
。 

其
太
刀
を
詮
義
仕
出
さ
ば
。
そ
れ
を
功
に
勘
当
御
宥
免
と
の
仰
。
則
請
取
役
は
手
前
の
主 

人
岸
沢
判
官
。
又
主
人
が
息
女
綾
織
殿
御
所
望
の
よ
し
。
右
御
太
刀
さ
へ
出
れ
ば
早
速
の
御
輿
入
。 

此
義
も
甚
心
が
ゝ
り
。
早
く
お
手
渡
し
致
し
た
い
と
光
盛
様
に
も
お
心
ぜ
き
。
御
太
刀
の
有
所
も 

定
て
相
知
申
さ
で
ご
ざ
ら
ふ
と
。
己
が
主
人
の
盗
し
を
詮
義
の
底
意
探
る
邪
智
。
森
本 

わ
ざ
と
そ
ゝ
ら
ぬ
体
。
御
退
屈
お
茶
煙
草
と
挨
拶
す
れ
ば
。
イ
ヤ
心
遣
ひ
御
無
用
～
。
茶 
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も
煙
草
も
咽
へ
通
ら
ぬ
此
お
座
敷
此
方
計
す
は
～
と
煙
草
呑
て
も
居
ら
れ 

ま
い
と
。
毒
気
を
含
む
一
言
に
。
短
気
の
森
本
く
は
つ
と
せ
き
上
。
ヤ
ア
蛍
侍
の
捨
扶
持
喰
ふ 

へ
ろ
～
武
し
か
。
異
国
を
股
に
か
け
し
主
従
か
胸
中
は
。
知
ま
い
～
。
た
ま
れ
森
本
四
海
の
政 

務
を
預
か
る
大
役
。
其
中
の
等
。
頭
た
る
岸
沢
公
。
名
代
と
は
云
な
が
ら
今
。
今
日
計
は
光
盛
も
同 

前
。
倍
臣
の
分
と
し
て
い
は
せ
て
置
ば
存
外
至
極
。
其
ほ
う
げ
た
切
さ
げ
ん
と
。
柄
に
手
を
か
け
詰 

寄
ば
。
こ
な
た
も
身
構
へ
詰
寄
～
■
に
か
う
よ
と
見
へ
た
る
所
へ
。
ヤ
レ
麁
忽
成
両
人
加
藤
主 

計
頭
。
ハ
テ
対
面
と
優
美
の
顔
色
正
清
席
を
改
め
て
。
珍
ら
し
や
鳴
見
軍
蔵
。
岸
沢 
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氏
の
名
代
太
義
。
委
細
あ
れ
に
て
承
知
せ
り
。
大
領
よ
り
仰
付
ら
れ
し
御
太
刀
は
。
漸
今
日
尋 

出
し
正
清
が
手
に
入
た
り
。
ナ
ニ
朝
日
丸
が
手
に
入
た
る
と
は
そ
り
や
偽
り
。
三
浦
重
成
さ
へ
詮
義 

を
と
げ
ず
。
主
人
久
次
公
共
切
腹
致
せ
し
に
。
手
に
入
た
と
は
覚
束
な
い
。
ハ
テ
扨
此
使
者
は
疑
ひ 

深
い
。
生
れ
付
て
主
計
頭
偽
り
は
大
嫌
ひ
。
殊
に
息
女
綾
織
を
婦
妻
に
申
請
る
某
。
な
り
や 

岸
沢
殿
は
舅
。
何
の
偽
り
い
ふ
べ
き
や
と
。
柔
和
の
詞
に
打
う
な
づ
き
。
誠
に
御
太
刀
さ
へ
出
れ
は 

直
様
お
輿
入
。
御
互
に
聟
舅
。
併
な
が
ら
其
御
太
刀
拙
者
一
寸
。
御
内
見
と
。
い
は
せ
も
立
ず 

は
つ
た
と
白
眼
付
。
ヤ
ア
最
前
か
ら
詞
を
か
へ
す
慮
外
や
つ
。
毛
唐
人
に
泡
吹
せ
し
加
藤
正
清
。 
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誰
に
恐
れ
て
偽
り
い
ふ
へ
き
早
く
帰
つ
て
此
通
り
主
人
へ
達
し
輿
入
を
取
急
げ
と
尖
き
詞
に 



あ
ら
膽
と
ら
れ
。
目
礼
さ
へ
も
そ
こ
～
に
逝
ぎ
は
悪
く
立
帰
る
。
跡
見
送
つ
て
森
本
覚
兵
衛
。 

主
人
の
傍
に
差
寄
て
。
今
に
お
い
て
御
手
に
入
ざ
る
は
朝
日
丸
。
岸
沢
殿
へ
の
御
返
答
愚
案
に 

落
す
候
と
。
憚
り
な
く
言
放
せ
ば
。
ホ
ヽ
尤
の
尋
な
れ
共
我
眼
力
は
天
眼
鏡
。
剱
の
有
所
と
く
よ
り 

遠
察
。
ム
ヽ
左
程
御
存
知
の
上
何
故
詮
義
は
。
サ
ヽ
其
詮
義
を
ゆ
る
め
置
も
深
き
思
案
有 

て
の
事
。
ハ
テ
の
ふ
入
ざ
る
事
に
無
益
の
心
配
す
な
と
。
優
美
の
詞
物
か
け
に
。
始
終
立 

聞
母
真
弓
。
弦
せ
ぬ
弓
矢
右
手
に
携
へ
し
と
や
か
に
立
出
。
御
剱
の
有
所
は
遠
察
な
ら
ん
か 
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母
が
そ
ち
へ
の
送
り
物
。
サ
判
読
せ
よ
と
有
け
れ
は
。
弓
矢
追
取
主
計
頭
良
打
守
り
居
た
り
し
が
。
ム
ヽ 

御
心
を
込
ら
れ
し
母
人
の
送
り
物
。
二
弦
の
弓
を
引
す
ま
じ
と
女
房
夕
霜
が
離
縁
の
詫
。
又
弟
が
勘 

当
の
弦
を
赦
せ
よ
と
の
仰
な
ら
ん
か
。
憚
り
な
が
ら
某
が
心
に
あ
た
は
す
。
此
弓
矢
益
な
し
と
折
て 

捨
た
る
一
言
に
。
ア
レ
そ
れ
は
目
当
か
違
ふ
ぞ
や
。
此
母
が
心
は
な
弦
な
き
弓
は
岸
沢
が
娘
の
綾
織
。
弟
左

馬
助
清
明
と
と
く
よ
り
訳
有
る
と
。
サ
ア
ほ
の
か
に
聞
。
そ
れ
に
何
ぞ
や
兄
た
る
身
を
も
つ
て
横
恋
慕
。 

貞
節
厚
き
嫁
の
夕
霜
。
離
別
し
た
る
無
法
者
。
心
の
外
と
は
云
な
が
ら
。
サ
ア
返
答
聞
ん
正
清
と
老
の 

怒
り
歯
ぎ
し
み
に
。
恨
の
涙
は
ら
～
～
見
向
も
や
ら
ず
主
計
頭
。
コ
リ
ヤ
森
本
■
揃
ふ
た
る
ア
ノ
桜 
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一
枝
折
。
■
サ
早
く
～
と
正
清
が
。
心
有
げ
の
一
言
も
。
主
命
是
非
な
く
立
上
り
折
取
桜
の
一
枝
を
主
人
の

前
に
差
出
す
。
正
清
じ
ろ
り
と
打
詠
め
。
散
も
初
め
ぬ
此
桜
折
と
申
付
る
迚
折
取
は
心
な
し
。
元
の
ご
と
く

ア
ノ
桜
へ
返
せ
。
～
。
コ
ハ
仰
共
覚
へ
ず
。
一
旦
切
し
其
一
枝
元
の
如
く
に
。
な
ら
ぬ
と
い
ふ
の
か
。
左
程

目
前
其
理
を
弁
へ
な
が
ら
。
何
故
岸
沢
が
使
者
を
討
は
た
そ
ふ
と
は
致
せ
し
ぞ
。
成
程
其
御
咎
は
御
尤
千
万
。

申
訳
は
拙
者
が
腹
。
ヤ
ア
空
気
者
め
が
。
其
方
ご
と
き
腹
。
何
千
何
百
切
た
り
と
て
言
訳
に
成
べ
き
や
。
縁

組
す
れ
ば
岸
沢
は
我
舅
。
す
り
や
汝
が
為
に
も
主
な
ら
ず
や
。
主
に
適
す
る
慮
外 

や
つ
と
。
枝
追
取
て
り
う
～
～
。
打
れ
て
ひ
る
ま
ぬ
忠
義
の
魂
。
主
人
の
顔
を
良
打
守
り
。
ス
リ
ヤ 
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御
真
実
岸
沢
と
縁
組
な
さ
る
ゝ
お
心
よ
な
。
お
ん
で
も
な
い
事
。
悪
く
異
見
立
す
れ
ば
主
従
の
縁 

切
ふ
か
。
サ
ア
其
義
は
。
ヤ
ア
ま
じ
～
と
見
苦
し
き
頬
構
へ
。
目
通
り
叶
は
ぬ
早
立
と
。
詞
も
荒
浪
立 

兼
る
渚
の
千
鳥
し
ほ
～
と
。
入
を
待
か
ね
母
真
弓
。
エ
ヽ
情
な
や
浅
間
し
や
。
今
度
朝
鮮
征 

伐
の
先
鋒
を
給
は
り
。
比
類
な
き
高
名
手
柄
も
水
の
泡
な
る
君
の
御
不
興
。
ま
だ
其
上
に 

恥
の
上
塗
ほ
ん
に
ま
あ
人
ら
し
き
今
の
一
言
。
此
母
へ
の
頬
当
の
打
擲
か
。
異
見
す
る
が
気
に
く
は 

ず
ば
。
サ
ア
母
も
い
つ
そ
打
。
サ
ア
殺
せ
～
と
。
身
を
ふ
る
は
し
。
恩
愛
節
成
真
身
の
異
見
涙
先
立
計 

な
り
。
良
有
て
落
花
の
一
枝
。
母
の
前
に
直
し
置
。
花
物
い
は
ね
ど
正
清
か
。
所
存
の
底
意
得 
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と
御
賢
慮
有
べ
し
と
。
詞
の
花
や
心
の
宝
胸
に
咲
し
て
。
隔
の
襖
引
立
奥
へ
立
て
入 

跡
に
は
母
が
思
案
の
小
枝
。
胸
の
氷
を
結
ぶ
手
の
い
つ
か
。
解
な
ん
春
の
風
庭
に
。
奴
が
か
つ 

つ
く
ば
い
。
御
門
前
に
君
い
女
夫
の
鳥
追
。
さ
ゝ
ら
の
竹
の
ち
よ
き
～
と
。
其
手
品
の
面
白
さ
。 

後
室
様
の
お
慰
と
只
今
是
へ
鳥
追
参
れ
と
呼
つ
ぐ
奴
。
人
目
を
覆
ふ
編
笠
の
内 

や
床
し
き
夕
霜
が
。
う
つ
す
姿
の
。
鏡
山
く
も
る
思
ひ
を
左
馬
助
。
ま
し
ら
げ
も
な
き
鳥
追 



姿
。
千
町
や
万
町
の
鳥
追
が
参
つ
て
。
福
の
神
祝
ひ
こ
め
。
し
ら
げ
も
よ
ね
や
ろ
。
ま
し
ら 

げ
も
よ
ね
や
ろ
。
母
様
へ
参
つ
て
お
詫
頼
と
申
。
我
も
願
ひ
候
は
ゝ
俱
に
嬉
し
う
侍
へ
ど
。
殿
は 
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い
か
ゝ
思
さ
ん
と
。
哥
の
唱
哥
に
母
真
弓
。
我
子
よ
嫁
と
飛
立
思
ひ
。
か
け
よ
ら
ん
と
せ
し
が
心
を 

し
づ
め
。
ヤ
レ
清
明
か
な
つ
か
し
や
。
母
へ
願
ひ
の
今
の
唱
哥
。
貞
女
を
立
る
夕
霜
の
。
思
ふ
に
か
ひ 

な
き
正
清
の
行
跡
。
異
見
に
事
寄
心
の
底
。
探
れ
ど
い
か
な
打
明
ぬ
は
。
も
し
や
天
魔
の 

見
入
し
か
と
。
解
ぬ
は
母
の
心
尽
し
。
推
量
せ
よ
と
老
が
身
の
。
涙
は
俱
に
夕
霜
御
前
。 

男
は
女
か
ら
と
何
か
に
付
。
夫
の
お
心
か
は
り
し
も
皆
私
が
不
調
法
。
お
詫
は
母
の
幾
重
に
も
。 

御
慈
悲
と
計
夕
霜
の
袖
に
涙
の
玉
あ
ら
れ
。
清
明
も
顔
ふ
り
上
。
父
に
後
れ
て
我
達 

も
武
士
一
通
り
軍
学
迄
。
親
に
勝
り
し
大
恩
の
心
を
無
下
な
る
身
の
徒
。
余
り
申 

４
７
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訳
が
な
さ
。
お
赦
し
有
は
。
其
座
を
去
ず
腹
切
覚
悟
。
よ
ご
れ
た
此
頬
。
押
拭
ふ
て
参
し 

は
。
ヲ
ヽ
正
清
が
心
の
庭
。
探
ら
ん
為
の
二
人
が
心
底
。
遖
ゆ
ゝ
し
き
貞
女
と
義
心
。
か
う
心
が
合 

か
ら
は
。
輿
入
の
有
こ
そ
幸
。
心
底
探
る
は
今
宵
の
祝
言
。
マ
ア
そ
れ
迄
は
二
人
共
。
わ
し
が
部 

屋
へ
と
先
に
立
。
腰
に
梓
の
強
弓
も
。
案
山
子
に
あ
ら
で
鳥
追
姿
伴
ひ
。
一
間
へ 

入
に
け
り
。
早
嫁
君
の
お
輿
入
と
上
下
賑
ふ
御
寿
き
。
祝
ふ
は
菊
の
大
燭
台
は 

こ
ぶ
妼
待
女
郎
花
を
か
ざ
り
の
出
向
ひ
は
。
深
山
な
る
。
雪
の
帽
子
を
も
れ 

出
る
月
も
今
宵
は
面
は
や
く
。
顔
に
紅
葉
の
綾
織
が
。
恋
し
き
人
を
松
の
間
の 

４
７
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千
代
を
。
込
て
ぞ
座
に
着
ば
。
そ
れ
と
し
ら
せ
に
加
藤
正
清
。
襖
押
明
千
鳥
足 

梢
が
肩
を
杖
柱
。
是
は
嫁
御
寮
只
今
御
入
来
。
■
待
か
ね
一
献
下
さ
れ
て
。
礼
義 

立
も
取
置
。
略
衣
の
侭
の
此
花
聟
様
。
御
免
～
。
そ
れ
女
共
。
銚
子
持
～
と
。
い
ふ
に
返
事 

も
。
妬
の
色
香
埋
火
の
。
胸
に
羽
を
敷
蝶
花
形
。
三
方
携
へ
土
器
の
う
ち
ぐ
も
り 

な
る
。
夕
霜
御
前
。
正
清
見
る
よ
り
気
色
を
か
へ
コ
リ
ヤ
女
。
わ
り
や
誰
赦
し
て
此
所
へ
。
次
へ 

立
早
く
立
。
ハ
イ
～
イ
ヤ
私
は
。
た
つ
た
今
御
奉
公
に
参
り
ま
し
た
。
嫁
御
寮
の
お
傍
遣
ひ
。
今 

参
り
の
ハ
イ
妼
で
ご
ざ
り
ま
す
。
ム
ヽ
扨
は
奥
綾
織
が
召
遣
ひ
と
な
。
出
か
し
た
サ
ヽ
酌 

４
８
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せ
い
。
綾
織
盃
取
上
召
れ
。
是
は
い
か
な
事
。
返
事
も
せ
ず
に
差
う
つ
む
い
て
居
召
る
は
ハ
ヽ 

聞
へ
た
。
女
原
が
見
る
前
と
。
初
心
な
る
は
尤
～
。
お
恥
か
し
い
ハ
ヽ
ヽ
イ
ヤ
も
ふ
か
や
う
に
義
式
を 

取
行
ふ
が
。
則
是
夫
婦
の
堅
め
と
。
盃
取
上
さ
し
出
せ
ば
。
取
次
夕
霜
綾
織
が
袋
。 

に
納
め
し
。
太
刀
一
振
。
正
清
か
前
に
差
置
て
手
を
つ
か
へ
。
自
が
心
計
の
此
一
振
。
憚
り 

な
が
ら
幾
千
代
か
け
て
。
ヲ
ツ
ト
～
皆
迄
の
た
ま
ふ
な
。
二
世
の
か
た
め
の
し
つ
く
り
と
。
差
合
し 

た
る
引
出
物
。
コ
レ
～
慥
に
落
手
仕
る
。
ガ
何
と
や
ら
嫁
君
に
は
。
物
思
は
し
き
顔
持
に
て
気 

の
毒
千
万
。
幸
か
な
コ
リ
ヤ
新
参
の
妼
。
綾
織
が
心
も
あ
や
に
琴
の
一
曲
サ
ヽ
ヽ
イ
ザ 

４
８
ウ 

所
望
と
。
酒
が
い
は
す
る
正
清
の
。
詞
に
い
な
共
岩
橋
の
渡
り
も
も
し
や
夫
の
底
意
。 



探
る
も
操
女
房
が
。
実
気
を
律
に
。
恨
わ
び
。
ほ
さ
ぬ
袖
と
は
今
ぞ
し
る
君
は 

つ
な
が
ぬ
沖
の
船
。
風
の
さ
そ
へ
ば
よ
る
身
じ
や
物
を
。
庭
木
の
陰
に
左
馬
助
兄 

の
心
底
窺
ふ
闇
の
恋
の
忍
び
音
互
の
奇
縁
綾
織
が
飛
立
思
ひ
。
是
は
し
た
り
。 

嫁
御
寮
に
は
何
を
見
付
て
。
ハ
ラ
扨
ま
あ
下
に
居
や
い
の
。
コ
リ
ヤ
～
女
何
を
う
つ
か
り
。
今
の 

跡
を
。
サ
ア
早
ふ
。
ア
イ
。
つ
ら
い
浮
世
の
。
山
お
ろ
し
。
よ
そ
の
う
ら
は
へ
。
吹
て
よ
る
。
昼
共 

わ
か
で
忘
ら
れ
ぬ
。
隙
な
す
琴
の
其
音
色
。
正
清
は
耳
そ
ば
立
。
ハ
テ
心
得
ぬ
。
願 

４
９
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の
筋
に
愁
ひ
を
顕
は
す
べ
か
り
し
か
。
殺
伐
の
音
発
す
る
は
。
ハ
テ
い
ぶ
か
し
い
と
あ 

た
り
へ
心
月
影
の
く
ら
き
に
紛
る
ゝ
忍
び
の
曲
者
。
桜
を
幸
足
代
に
。
身
を
し
そ
め 

た
る
梢
の
陰
。
一
心
不
乱
綾
織
が
。
こ
が
る
ゝ
人
に
気
も
。
空
蝉
。
そ
れ
と
見
て
取
夕
霜
が
。 

ア
ヽ
コ
レ
申
。
互
の
願
ひ
は
母
様
に
。
サ
ア
今
は
悪
い
～
を
。
聞
取
清
明
打
黙
き
又
も
か
し
こ
へ 

身
を
忍
ぶ
。
コ
リ
ヤ
女
わ
り
や
何
を
い
ふ
。
サ
ア
私
が
申
た
は
。
何
が
ど
ふ
し
た
。
サ
ア
そ
れ
は
。
ヲ
ヽ
そ

れ
～
。
其
様
に
大
酒
を
遊
ば
し
て
は
。
お
身
の
お
為
に
わ
る
い
と
存
じ
。
憚
な
が
ら
殿
様
へ 

と
。
事
に
紛
ら
す
利
発
の
奥
方
。
何
を
儕
が
こ
し
や
く
千
万
。
コ
リ
ヤ
其
方
は
居
間
へ 

４
９
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い
て
床
を
取
。
ア
ノ
私
に
。
但
し
は
い
や
か
。
ハ
イ
イ
ヽ
エ
。
早
く
行
。
何
を
ぐ
ず
～
。
早
く
う
せ
ふ
も
夫

の
心
胸
に
焼
火
の
夕
霜
が
是
非
も
涙
に
立
て
行
。
サ
ア
是
か
ら
が
色
直
し
い
ざ
お
小
袖 

と
立
騒
ぐ
妼
は
し
た
。
イ
ヤ
色
直
し
の
小
袖
は
申
付
る
者
有
。
其
方
共
は
次
へ
立
。
ヤ
ア 

兵
次
早
参
れ
と
。
仰
に
は
つ
と
答
さ
へ
。
取
し
ま
り
な
き
猿
嶋
が
ち
よ
こ
～
走
り
の
狐 

足
。
そ
り
や
こ
そ
な
。
殿
様
が
あ
の
女
中
と
。
ね
ん
～
こ
ろ
ゝ
ん
～
や
。
ね
ん
～
こ
ろ
ゝ
ん
こ
ろ 

ろ
ん
や
。
ね
ん
～
こ
ろ
ゝ
は
ヲ
ヽ
お
か
し
。
正
清
屹
■
■
や
り
い
か
に
言
訳
。
面
に
似
る
空
気 

の
根
本
。
今
明
鏡
に
写
し
く
れ
ん
と
意
義
を
正
し
。
色
に
事
寄
某
を
討
取
ん
と
。 

５
０
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差
越
た
る
此
綾
織
。
我
見
る
前
で
討
て
捨
よ
。
エ
ヽ
あ
の
船
に
。
此
女
を
切
か
へ
サ
ア
早
く
討
。
エ
ヽ
。 

ハ
ヽ
ヽ
。
め
つ
た
に
は
討
れ
ま
い
。
岸
沢
か
郎
等
岡
田
友
平
。
正
清
を
計
ら
つ
と
は
愚
～
。
早
立
上
つ
て
。

綾
織
か
首
討
と
。
五
臓
を
貫
く
明
智
の
詞
。
さ
し
も
の
岡
田
が
一
世
の
瀬
戸
。
も
ふ
是
迄 

と
切
付
る
。
正
清
心
得
件
の
袋
其
侭
丁
と
請
た
る
早
足
。
刀
の
な
ま
り
か
鍔
元
よ
り
。
ほ
つ
き 

と
折
れ
は
透
さ
ず
■
添
。
切
込
腕
首
取
手
も
見
せ
ず
。
庭
へ
ど
つ
さ
り
折
も
森
本
起
し 

も
立
す
友
平
が
。
首
討
落
す
手
練
の
太
刀
先
。
な
む
あ
み
だ
仏
と
綾
織
が
声
諸
共
に 

懐
剣
を
。
咽
に
か
は
と
突
立
れ
ば
。
一
間
に
窺
ふ
夕
霜
御
前
。
何
事
と
心
も
そ
ゞ
ろ
。
正
清 

５
０
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横
手
を
は
た
と
打
。
ハ
ヽ
遖
貞
節
健
気
の
最
期
。
引
手
物
に
な
ぞ
た
へ
し
。
此
太
刀
と
ぞ
。
岸
沢
判
官
。 

奪
隠
せ
し
朝
日
の
御
剱
。
今
岡
田
が
打
か
け
し
刀
。
■
折
し
は
剱
の
威
徳
。
父
に 

か
は
り
し
大
忠
心
ホ
ヽ
。
出
か
さ
れ
た
り
綾
織
と
明
察
の
一
言
に
。
扨
は
と
夕
霜
森
本 

も
と
も
に
感
ず
る
ば
か
り
な
り
。
手
負
は
く
る
し
き
息
を
つ
ぎ
。
コ
ハ
冥
加 

な
き
御
仰
有
が
た
し
共
忝
し
共
。
詞
に
尽
ぬ
我
身
の
上
。
久
吉
様
の
御
厚
恩
。
蒙
り
な
が
ら 



父
上
の
。
日
々
に
つ
の
り
し
大
悪
心
。
傍
で
見
る
目
の
其
悲
し
さ
。
御
異
見
申
せ
ど
。
聞
入
な
く
。 

ま
だ
其
上
に
胴
欲
な
。
い
と
し
い
お
人
の
兄
上
を
。
討
手
の
為
の
此
輿
入
。
せ
め
て
は
父
の
御 

５
１
オ 

命
が
。
助
け
た
い
計
に
。
親
を
欺
し
て
勿
体
な
い
。
其
御
剱
を
盗
出
し
。
お
手
に
入
し
は
命
乞
。
お
情 

深
き
正
清
様
。
御
慈
悲
や
は
。
父
上
の
身
の
行
末
。
二
つ
に
は
清
明
御
。
せ
め
て
未
来
は
夫 

婦
の
縁
。
お
赦
し
な
さ
れ
て
下
さ
り
ま
せ
。
是
計
が
。
今
端
の
迷
ひ
。
申
夕
霜
様
。
ど
ふ
ぞ 

あ
な
た
の
お
執
成
。
願
ひ
ま
す
る
と
手
を
合
す
心
の
内
の
い
ぢ
ら
し
さ
。
勇
気
た
ゆ
ま 

ぬ
正
清
も
不
便
の
涙
。
は
ら
～
～
。
お
道
理
様
や
と
夕
霜
が
時
雨
に
晴
間
な
か
り
け
り
。 

義
を
鉄
石
の
加
藤
が
大
音
。
岸
沢
が
命
乞
は
刀
に
か
け
て
請
合
し
が
。
功
は
立
共
謀
叛
の 

岸
沢
。
其
血
脉
た
る
其
方
と
弟
が
未
来
の
縁
。
思
ひ
も
寄
ず
。
叶
は
ぬ
願
と
。
聞
て 

５
１
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頼
の
綱
も
切
わ
つ
と
計
に
。
泣
し
づ
む
。
ヤ
レ
其
仲
人
は
則
此
母
。
夫
婦
の
縁
は
殺
せ
し
と
。 

障
子
の
内
に
。
朱
に
染
た
る
母
真
弓
。
コ
ハ
何
故
の
御
自
害
と
。
驚
く
人
々
か
け
出
る 

清
明
手
負
も
呆
る
ゝ
計
け
り
。
ヤ
レ
騒
ぐ
ま
い
驚
く
ま
い
。
我
子
な
が
ら
も
智
勇
の 

正
清
。
血
の
緒
の
弟
が
愛
に
お
ぼ
れ
。
出
か
し
顔
の
強
異
見
。
親
な
が
ら
恥
か
し
や
。
か
け 

た
る
謎
の
其
返
事
。
今
こ
そ
解
る
。
コ
レ
此
生
害
。
譬
爺
御
は
悪
人
で
も
。
忠
孝
操 

立
通
し
。
清
き
最
期
の
綾
織
殿
。
い
と
し
い
共
。
い
た
は
し
共
。
思
ふ
は
や
つ
ぱ
り
愛
着
の
子
に
引 

た
る
ゝ
親
心
。
推
量
有
て
今
端
の
願
ひ
。
叶
へ
て
や
つ
て
下
さ
れ
と
老
の
詞
の
百
千
筋
。 

５
２
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乱
さ
ぬ
糸
口
正
清
が
。
五
体
を
か
ら
む
如
く
に
て
愚
成
か
な
我
一
途
御
太
刀
の
有
所
は
謀 

叛
の
岸
沢
。
我
を
計
る
を
返
つ
て
方
便
は
密
な
り
と
。
母
女
房
に
か
く
し
過
し
義
を
金
石
の
刃 

鉄
廻
つ
て
勿
体
な
や
。
蒼
海
浅
き
母
の
御
慈
悲
。
一
命
捨
さ
せ
給
ふ
と
は
心
付
ざ
る
此
身 

の
誤
り
。
我
子
に
か
は
る
御
生
害
。
コ
リ
ヤ
あ
だ
に
思
ふ
な
弟
と
。
兄
の
心
の
千
万
無
量
。
詞
は
な
く
で
清

明
が
只
手
を
合
す
悲
歎
の
涙
。
俱
に
歎
き
は
夕
霜
御
前
い
か
に
浮
世
の
義
理
し
や
と
て
。 

ほ
ん
に
は
か
い
此
お
姿
。
ア
ヽ
歎
く
ま
い
悲
し
む
ま
い
老
木
の
我
は
枯
る
共
逆
さ
ま
な
ら
ぬ
順
の
道
。 

迷
は
ぬ
死
出
の
其
連
は
。
ま
だ
み
づ
～
と
。
蕾
の
花
。
か
ゝ
る
障
り
の
な
い
な
ら
は
。
似
合
の
縁
と 

５
２
ウ 

祝
ひ
い
は
ふ
て
。
一
門
広
ふ
せ
ふ
も
の
を
と
。
歎
き
給
へ
は
手
負
は
猶
。
冥
加
な
や
一 

■
片
時
の
お
宮
仕
へ
も
い
た
さ
ぬ
身
に
。
お
命
給
は
る
勿
体
な
さ
死
出
の
旅
路
の
御
介 

抱
。
一
つ
蓮
で
ご
孝
行
そ
れ
が
せ
め
て
の
楽
し
み
と
。
は
か
な
き
思
ひ
這
寄
て
。
か
こ
ち
歎
け
ば 

誰
々
も
同
し
思
ひ
の
憂
涙
こ
ら
へ
し
涙
。
一
時
に
落
て
流
る
ゝ
瀧
津
浪
巌
を
う
が
つ 

如
く
な
り
。
正
清
は
涙
を
払
ひ
。
母
の
仰
も
だ
し
が
た
く
。
一
つ
に
は
節
義
の
綾
織
。
今
日
只
今
清
明
と
。

尽
未
來
迄
夫
婦
成
ぞ
。
併
計
略
と
は
云
な
が
ら
仮
に
も
妻
と
呼
し
綾
織
。
離
縁
の 

印
は
此
一
巻
と
。
懐
中
よ
り
取
出
す
は
。
叛
逆
一
味
岸
沢
が
連
判
状
灯
に
さ
し
付
焼
捨 

５
３
オ 

れ
は
重
～
残
る
方
な
き
御
情
。
最
早
此
世
に
望
な
し
と
は
い
ふ
物
の
清
明
様
お
名
残
惜
い
と
い
ふ
汐 



の
。
引
汐
時
や
断
末
魔
。
知
死
期
は
俱
に
は
く
き
ゞ
の
有
か
な
き
か
の
今
端
の
声
音
。
嫁
女
～
の
人 

言
が
。
筐
と
な
り
て
は
か
な
く
も
一
度
に
。
息
た
へ
に
け
り
か
ゝ
る
歎
き
の
折
も
白
砂
。
蹴
立
か
け
た
て
浅

山
小
平
太
。
御
注
進
と
一
越
調
。
扨
も
今
日
。
久
吉
公
の
御
在
城
。
桃
山
の
■
■
天
地
に
も
崩
る
計 

に
て
。
大
石
大
木
土
を
う
か
つ
て
思
ひ
も
寄
ぬ
大
地
震
。
今
も
混
沌
す
る
や
ら
ん
と
衢
に
男
女
が
叫
ふ 

声
。
イ
ヤ
は
や
目
も
当
ら
れ
ぬ
次
第
に
て
。
我
君
の
御
身
の
上
危
ふ
し
～
。
急
ぎ
御
守
護
有
へ
し
と
申
捨
て

ぞ
引
か
へ
す
。
猶
予
な
ら
ざ
る
御
大
事
。
装
束
早
く
と
。
夫
の
差
図
に
夕
霜
御
前
取
出
す
腹
巻
陣 

５
３
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羽
織
。
心
得
爰
に
小
手
脛
当
。
暫
時
に
か
は
る
陣
装
束
。
其
間
に
引
出
す
駿
足
の
。
輿
に
し
つ 

か
り
森
本
か
。
御
召
ぞ
ふ
と
す
ゝ
む
る
う
ち
。
清
明
も
庭
に
お
り
立
て
君
の
大
事
に
候
へ
ば
。
俱
に
お
供
と

い
ふ
を
制
し
て
イ
ヤ
～
～
汝
は
館
に
御
太
刀
の
守
護
。
二
に
は
母
の
死
骸
綾
織
共
。
■
に
葬
ら
れ
よ
。
庭
の

塒
に
夜
啼
烏
の
怪
し
き
羽
叩
き
心
付
し
か
弟
と
。
い
ふ
間
も
有
ず
小
柄
の
手
裏
剣
。
■
を
放
れ
ど
つ
さ
り
と

落
る
曲
者
か
ら
竹
わ
り
ホ
ヽ
ヽ
い
て
急
が
ん
と
大
男
の
椽
よ
り
ひ
ら
り
と
正
清
が
。
早
乗
出
す
後
影
。
見
送

る
妻
や
弟
の
。
中
に
老
木
の
■
桜
。
ち
つ
て
は
か
な
き
糸
桜
。
無
道
の
。
桜
色
う
せ
て
。
し
ほ
る
ゝ
心
い
さ

む
る
勇
者
は
虎
の
尾
ざ
く
ら
。
千
里
に
響
く
鬼
上
官
其
名
は
隠
れ
桃
山
の
御
館
を
。
さ
し
て
（
三
重
）
か
け

り
行 

５
４
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加
藤
正
清
主
従
は
。
主
君
の
安
否
い
か
ゝ
そ
と
駒
を
早
め
て
欠
来
る
大
路
。
道
を
ふ
さ
い
で 

数
多
の
雑
人
声
～
に
。
ヤ
ア
大
領
の
御
勘
気
請
し
主
計
頭
早
引
か
へ
せ
と
罵
つ
た
り
。
正
清
眼 

を
く
は
つ
と
い
か
ら
し
。
ヤ
ア
嵐
に
異
な
ら
ぬ
侫
人
原
。
我
手
を
お
ろ
す
に
及
ば
ず
。
コ
リ
ヤ
～
覚
■
。
首

を
な
ら
べ
て
出
座
に
せ
よ
。
イ
テ
急
か
ん
と
正
清
か
駒
の
蹄
に
砂
煙
跡
に
森
本
い
さ
み
声
。
サ
ア
是 

か
ら
は
主
人
の
名
代
。
此
世
の
暇
と
ら
せ
ん
と
。
聞
よ
り
一
度
に
追
取
巻
。
ヤ
ア
鬼
の
名
代
た
ゝ
き
鉦
。
念

仏
申
せ
と
抜
つ
れ
～
。
切
て
か
ゝ
る
を
渡
り
合
。
暫
し
時
を
そ
。
う
つ
し
け
る
。
義
信
の
太
刀
先
す
る
と
く

も
一
人
も
残
さ
ず
切
尽
し
。
イ
テ
是
よ
り
主
人
の
御
供
お
く
れ
し
と
。
逸
足
出
し
て
森
本 

５
４
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跡
を
。
し
た
ふ
て
急
ぎ
行
。
さ
れ
ば
桃
山
の
新
御
所
に
は
大
領
始
数
多
の
近
臣
。
其
外
上
下
の 

女
中
方
只
■
水
を
■
思
ひ
。
東
西
わ
か
す
迯
迷
ふ
。
天
地
の
奇
変
今
も
混
沌
す
る 

や
ら
ん
と
。
色
を
失
ふ
御
殿
の
騒
ぎ
。
君
の
大
事
と
正
清
が
大
手
の
門
を
か
た
く
閉
。
櫓
の
上 

に
は
高
挑
灯
守
り
き
び
し
く
見
へ
に
け
る
。
追
々
は
せ
く
る
諸
将
の
め
ん
～
。
真
先
に
高
山
玄
蕃 

大
音
上
。
ヤ
ア
～
御
主
君
大
領
の
御
身
の
上
気
づ
か
は
し
く
。
乗
始
増
田
中
沢
参
着
せ
り
。
早
く
開
門
～ 

と
呼
は
つ
た
り
。
櫓
の
か
い
楯
左
右
開
か
せ
。
威
風
も
猛
き
加
藤
正
清
。
雷
鳴
の
如
き
大 

音
に
て
。
ヤ
ア
大
扶
持
喰
ひ
の
青
侍
事
し
つ
ま
り
て
し
や
く
■
さ
い
忠
臣
顔
。
異
賊
も
恐
る
ゝ
鬼 

５
５
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上
官
。
大
領
の
守
護
た
れ
ば
一
人
も
門
内
へ
は
叶
は
ぬ
事
退
散
せ
よ
と
見
下
す
猛
威 

恐
れ
て
か
へ
す
詞
さ
へ
。
互
に
顔
を
見
合
す
計
。
中
に
も
増
田
声
を
ひ
そ
め
。
岸
沢
氏
の
下 

知
を
請
。
申
合
せ
し
我
々
。
此
騒
動
に
大
領
始
。
北
条
氏
政
を
し
ま
ふ
て
取
手
つ
が
ひ
。
さ
れ
ば
～ 

此
高
山
と
て
も
。
今
日
の
図
を
は
づ
し
て
は
。
判
官
殿
へ
申
訳
が
な
い
。
と
い
ふ
て
も
ア
ノ
。
鬼
上
官
め 



が
守
護
致
せ
ば
。
た
と
へ
門
内
へ
入
迚
も
。
た
や
す
く
事
は
計
ら
れ
ず
。
ハ
テ
ど
ふ
が
な
と
侫
悪
の
。 

邪
智
を
廻
ら
す
時
し
も
有
。
又
も
地
響
き
鳴
動
し
天
地
一
度
に
滅
す
る
計
。
こ
り
や
た
ま
ら 

ぬ
と
両
将
は
。
た
ま
り
の
仮
屋
へ
。
こ
け
つ
転
ひ
つ
迯
込
し
が
。
さ
し
も
丈
夫
の
御
仮
家
も
。
め
つ 

５
５
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～
ゆ
さ
～
し
き
浪
の
。
打
が
如
く
に
見
へ
け
れ
ば
。
の
ふ
悲
し
や
と
い
ふ
声
が
。
此
世
の
暇
天
の 

責
。
悪
の
報
ひ
は
忽
に
押
に
打
れ
て
死
た
る
は
。
心
地
よ
く
こ
そ
見
へ
に
け
り
。
正
清
櫓
に 

つ
ゝ
立
上
り
。
ア
レ
～
者
共
。
目
前
不
忠
の
侫
人
原
。
小
気
味
よ
き
死
ざ
ま
。
ハ
ヽ
ヽ
イ
テ
是
よ
り
は
主
君

の
御
安
危
。
心
元
な
し
。
者
共
。
つ
ゝ
け
と
。
正
清
は
御
殿
を
。
さ
し
て
（
三
重
）
か
け
り
行 

六
冊
目 

 

花
の
下
風
ヤ
ヨ
■
に
匂
ふ
。
さ
ま
と
添
寝
の
髱
の
■
に
ヤ
ヨ
匂
ふ
は
。
明
な
ん
と
し
て
玉
ぼ
こ
の
。
跡
ま
た

く
ら
き
。
森
の
陰
。
上
福
嶋
の
氏
の
神
天
満
宮
の
御
社
は
。
千
早
振
せ
ぬ
霊
験
の
。
聞
へ
そ
四 

５
６
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方
に
い
ち
じ
る
し
。
今
日
真
柴
家
の
御
代
参
。
道
の
人
当
は
き
掃
除
庄
屋
庄
六
が
先
に
立
百
性 

数
多
出
来
り
。
ヤ
の
ふ
皆
の
衆
。
け
ふ
此
社
の
天
神
様
へ
。
真
柴
御
所
か
ら
御
代
参
。
福
嶋
左
衛
門
様
と
や

ら
御
太
身
が
ご
ざ
る
げ
な
。
境
内
馬
場
先
土
手
の
草
。
塵
一
本
も
置
れ
ぬ
掃
除
随
分 

念
に
念
を
入
。
麁
抹
な
事
や
な
ど
お
仕
や
ん
な
。
ま
だ
言
渡
す
事
が
有
。
け
ふ
参
ら
し
や
る 

殿
様
は
。
ど
ふ
で
も
き
つ
い
恋
仕
と
見
へ
。
天
神
様
の
拝
殿
て
聞
し
や
れ
。
お
つ
や
を
な
さ
る
と
い
ふ 

事
じ
や
。
お
つ
や
と
い
ふ
は
何
所
の
娘
じ
や
。
か
ん
ま
へ
て
覗
く
ま
い
ぞ
。
も
し
あ
て
や
か
な
娘
ご
せ
の
。

ひ
よ
つ
と
泣
声
が
聞
へ
た
と
侭
。
玉
垣
の
ふ
し
穴
な
ど
を
コ
レ
。
穢
し
や
つ
た
ら
聞
ま
せ
ぬ
。
急
度
其
分
い

ひ ５
６
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付
た
と
。
下
知
す
る
庄
屋
が
知
恵
袋
。
ぬ
く
ひ
は
遉
海
辺
に
。
育
つ
奇
特
と
し
ら
れ
け
り
。
実
や 

人
の
親
の
。
闇
な
ら
ぬ
身
も
子
に
迷
ふ
。
浮
世
の
さ
ま
や
稚
子
を
。
我
身
の
。
肌
に
ぬ
く
め
て
も
。 

乳
な
き
父
が
恩
愛
に
。
ゆ
ぶ
り
つ
す
か
し
。
行
過
る
。
そ
れ
と
庄
屋
が
呼
留
。
ヤ
ア
そ
れ
へ
行
若
も
の
は
。

福
嶋
一
の
美
人
の
聞
へ
。
桶
屋
の
娘
を
ち
よ
ろ
ま
か
し
た
る
ゑ
せ
者
。
聟
弓
助
と
見
た
は
ひ
が 

目
か
。
ヤ
ア
お
待
や
れ
と
と
ん
き
よ
声
。
ホ
ウ
是
は
ど
な
た
ぞ
と
思
ふ
た
り
や
。
お
庄
屋
様
で
ご
ざ
り
ま
す

か
。
い
つ
見
て
も
御
機
嫌
顔
。
御
代
参
の
道
の
警
衛
。
と
な
た
も
い
つ
か
い
御
苦
労
様
。
ヤ
苦
労
も 

役
目
は
是
非
が
な
い
が
。
聞
ば
親
仁
の
太
郎
助
が
何
や
ら
や
ん
ぐ
は
ん
起
し
て
。
貴
様
を
追
出
し
た 

５
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と
き
の
ふ
か
ら
村
中
の
噂
。
よ
い
事
が
■
め
う
内
に
も
行
れ
ず
。
ソ
リ
ヤ
ま
あ
ほ
ん
の
事
か
い
の
。
サ
ア
聞

て
下
さ
り
ま
せ
。
何
が
心
に
合
ぬ
や
ら
。
夢
見
た
様
に
昨
日
の
朝
。
縁
を
切
た
出
て
行
て
と
。
御
ろ
う
し
ま

せ
此
ち
つ
ぽ
め
も
私
に
付
て
。
ム
ウ
そ
り
や
男
の
子
は
男
に
付
。
世
の
大
法
で
仕
や
つ
た
も
の
。 

ガ
小
糠
三
合
持
て
い
り
や
。
入
聟
す
な
と
は
此
事
じ
や
て
や
の
よ
。
か
ら
も
正
直
入
聟
じ
や
が
。 

折
～
か
ゝ
め
で
業
を
わ
か
す
時
は
。
ま
く
り
出
す
事
は
扨
置
て
。
ま
く
り
出
に
や
な
ら
ぬ
に 

こ
ま
る
。
乳
の
な
い
こ
な
た
。
ア
嘸
迷
惑
察
し
入
た
て
の
よ
。
し
た
が
平
生
無
理
を
せ
ぬ
太
郎
介
。 

ま
だ
老
耄
す
る
年
て
も
な
し
。
是
に
は
何
ぞ
様
子
の
有
そ
な
事
。
ノ
ウ
皆
の
衆
。
そ
ふ
じ
や 



５
７
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お
じ
や
ら
ぬ
か
。
そ
ふ
共
～
。
そ
れ
が
定
し
や
。
が
け
ふ
は
何
分
い
そ
が
し
い
。
あ
す
は
村
中
が
惣
が
ゝ
り
。

太
郎
助
の
内
へ
寄
か
け
て
。
詫
言
を
し
て
し
ん
ぜ
う
の
。
ハ
テ
気
の
毒
と
め
ん
～
に
。
在
所
気
質
の
深
切
よ

そ
に
聞
さ
へ
殊
勝
な
り
。
折
か
ら
風
は
遠
近
の
。
時
打
鐘
の
り
う
～
と
。
鳴
は
社
参 

の
。
時
刻
の
ひ
ゞ
き
。
ヤ
ア
～
ア
ノ
鐘
は
早
五
つ
。
福
嶋
様
の
御
出
の
時
刻
。
怠
つ
て
ゐ
て
お
目
玉
を
。
も

ら
は
ぬ
先
と
挨
拶
も
。
皆
そ
こ
～
に
庄
六
を
。
先
に
立
せ
て
歩
み
行
。
フ
ウ
け
ふ
此
宮
へ
代
参
は
真
柴
が
郎

等
福
嶋
左
衛
門
。
ハ
テ
ど
ふ
が
な
と
と
つ
置
つ
。
思
案
半
へ
向
ふ
よ
り
。
杖
を
力
に
盲
人
の
。
闇
の
浮
世
を

と
ぼ
～
と
。
太
郎
助
が
弟
仁
左
衛
門
。
来
る
と
見
る
よ
り
幸
と
。
傍
に
立
寄
杖
を
ひ
か
へ
伯
父
者
人
様 

５
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是
は
手
引
も
連
ず
早
く
か
ら
何
所
へ
お
出
な
さ
れ
ま
す
。
ヤ
ア
そ
ふ
い
ふ
そ
な
た
は
ア
ノ
姪
が
聟 

殿
。
お
り
や
こ
な
た
に
逢
た
ふ
て
～
成
ま
せ
な
ん
だ
。
聞
ば
兄
貴
が
何
じ
や
や
ら
。
む
く
ろ
腹
立 

て
。
そ
な
た
を
縁
切
内
を
出
し
た
げ
な
。
嘸
難
義
で
ご
ざ
ら
ふ
の
ふ
。
ハ
イ
御
推
量
な
さ
れ
て 

下
さ
り
ま
せ
。
此
身
の
難
義
は
侭
の
か
は
。
只
不
便
な
は
此
坊
主
め
。
乳
～
と
泣
計
。
親
の
心
子 

し
ら
ぬ
可
愛
さ
。
ヲ
ヽ
そ
ふ
し
や
～
。
そ
ふ
な
ふ
て
そ
ふ
し
て
そ
こ
に
抱
て
ゐ
や
し
や
る
か
。
ハ
イ
し
や
う

事
な
し
の
泣
寝
入
。
今
す
や
～
と
寝
て
お
り
ま
す
。
■
こ
つ
ち
へ
お
こ
さ
つ
し
や
れ
。
～
。
嘸
母
親
め
も
乳

が
は
つ
て
。
迷
惑
し
て
を
る
■
か
な
有
ぞ
い
の
。
兄
貴
に
隠
し
そ
つ
と
逢
せ
。
た
ん
の
う
す
る
程
乳
を
呑
し

も ５
８
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し
や
う
し
。
又
兄
貴
に
も
面
請
し
て
。
お
れ
が
と
つ
く
り
と
わ
り
く
ど
き
。
譬
こ
な
た
に
万
々
一
。
あ
ま
逆

様
な
事
有
迚
。
子
迄
有
中
を
引
分
る
と
い
ふ
こ
ん
な
殺
生
な
事
が
有
物
か
い
の
。
ヲ
ヽ
可
愛
そ
ふ
に
弓
助
殿
。

何
所
へ
も
行
事
は
な
い
ぞ
や
。
兄
貴
の
機
嫌
の
直
る
迄
。
幾
日
成
共
寝
る
の
は
こ
ち
の
内
で
。
晩
に
必
待
て

ゐ
ま
す
ぞ
や
。
コ
レ
い
つ
か
い
御
深
切
。
そ
ん
な
ら
ぼ
ん
よ
い
て
こ
い
よ
。
御
ら
う
し
ま
せ
抱
れ
心
が
よ
い

じ
や
や
ら
。
や
つ
ぱ
り
す
や
～
と
此
寝
顔
。
か
ゝ
様
の
顔
も
見
て
。
乳
を
た
ん
と
呑
で
こ
い
よ
。
左
様
な
ら

ど
ふ
そ
お
頼
申
ま
す
。
ヲ
ヽ
気
遣
ひ
さ
し
や
る
な
。
心
得
ま
し
た
。
そ
ん
な
ら
聟
殿
い
て
き
ま
し
よ
。
さ
ら

ば
～
と
仁
左
衛
門
は
。
元
来
し
道
へ
立
帰
る
。
跡
見
送
つ
て
一
思
案
。
ヤ
天
の
与
へ
と
道
の
べ
の
。
竹
藪
て

う ５
９
オ 

ど
は
す
切
に
。
直
に
武
辺
の
焼
と
が
し
。
待
間
遅
し
と
。
物
陰
に
身
を
ひ
そ
め
て
ぞ
忍
び
居
る
。
実 

呑
舟
の
鱗
は
万
里
の
波
に
其
身
を
寄
す
。
さ
れ
ば
福
嶋
左
衛
門
正
則
。
真
柴
大
樹
に
臣
し
仕
へ
。 

国
に
■
た
る
爪
牙
の
美
名
。
け
ふ
ぞ
主
君
の
代
■
と
。
道
の
行
烈
美
麗
を
究
め
。
出
る
旭
と
金
紋
の
。 

輝
く
対
の
挟
箱
。
台
笠
立
笠
大
鳥
毛
。
黄
金
き
ら
め
く
乗
物
を
。
■
居
間
近
く
舁
す
へ
た
り
。 

時
に
か
た
へ
の
藪
垣
よ
り
ぱ
つ
と
羽
打
て
群
鳥
の
塒
を
放
れ
驚
く
風
情
。
戸
を
開
か
せ
て
左
衛
門
正
則
。
空

打
守
り
眉
を
し
は
め
。
ハ
テ
心
得
ぬ
。
帰
雁
烈
を
乱
す
時
は
伏
兵
有
と
孫
呉
が
教
へ
時
は
今
。
夜
陰
を
は
な

れ
。
太
陽
本
に
登
る
曙
。
諸
鳥
塒
を
放
る
ゝ
事
。
其
時
既
に
至
る
と
い
へ
共
。
正
し
く
物
に
お
と
ろ 
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か
さ
れ
。
悲
鳴
を
発
す
る
ア
ノ
有
様
。
察
す
る
所
左
衛
門
を
。
討
ん
と
は
か
る
不
敵
の
曲
者
。
此
藪
陰 



に
ひ
そ
む
よ
な
と
。
未
然
を
悟
る
眼
力
に
。
扨
は
と
騒
ぐ
数
多
の
家
来
。
我
討
当
ん
と
ひ
し 

め
く
に
ぞ
。
正
則
呼
留
ヤ
レ
待
者
共
。
ま
だ
頬
出
し
も
せ
ざ
る
内
。
術
を
人
に
け
ど
ら
る
ゝ
微
運 

の
曲
者
。
ね
ら
ふ
と
て
何
事
あ
ら
ん
。
只
其
侭
に
捨
置
と
。
騒
が
ぬ
大
胆
戸
を
引
立
。
神
殿 

さ
し
て
行
過
る
。
木
影
も
れ
出
る
弓
助
が
。
馬
手
に
武
鑓
血
ば
し
る
眼
。
子
方 

鉄
槌
の
妙
計
も
。
祖
龍
を
白
浪
沙
に
討
事
叶
は
ず
。
ひ
い
づ
る
運
と
か
た
む
く 

運
。
天
の
た
す
く
る
運
命
は
。
我
術
に
も
か
な
は
ぬ
か
。
チ
エ
ヽ
口
お
し
や
な
ア 
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七
冊
目 

上
福
嶋
の
桶
屋
太
郎
助
の
住
家 

冬
籠
り
梢
～
も
時
な
ら
で
。
春
に
し
れ
ぬ
花
ぞ
咲
。
雪
の
詠
め
も
取
分
て
上
福
嶋
の 

片
辺
り
。
軒
に
は
び
こ
る
松
が
枝
も
。
世
を
ば
す
ね
木
の
侘
住
居
。
志
す
日
の
命
日
と
傍 

近
所
を
呼
集
め
。
饗
応
茶
よ
り
入
鼻
の
。
勘
助
が
声
高
く
。
ホ
レ
～
お
む
す
。
お
れ
は 

鼻
が
此
通
り
に
わ
る
い
故
。
親
仁
に
一
通
り
云
た
ふ
て
も
わ
か
れ
ぬ
が
ち
と
。
遠
慮
し
て
居 

ま
す
が
。
ど
ふ
し
て
聟
殿
は
追
出
し
た
の
。
コ
レ
～
勘
助
殿
。
お
前
の
云
し
や
ん
す
事
は
何
に
も
分 

ら
ぬ
。
お
き
の
殿
が
け
ふ
内
方
に
志
し
の
仏
が
有
故
。
参
つ
て
く
れ
と
お
し
や
ん
す
を
幸
ひ
。 
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近
所
中
が
皆
来
ま
し
た
。
太
郎
助
殿
に
逢
て
。
聟
殿
の
侘
言
せ
う
と
思
ふ
て
来
ま
し
た
。 

と
ふ
い
ふ
訳
で
ち
い
さ
い
子
と
も
に
追
出
さ
し
や
つ
た
。
太
郎
助
殿
に
逢
た
い
わ
い
の
と
。
隣
姑
深 

切
ぶ
り
の
う
た
て
さ
よ
。
折
か
ら
表
へ
ひ
よ
つ
か
～
。
村
の
束
ね
を
肩
で
き
る
庄
屋
の
庄
六
か
ず
つ 

と
入
。
コ
レ
村
の
衆
。
譬
心
ざ
し
の
仏
が
有
と
い
ふ
て
招
か
し
や
ら
ふ
が
。
二
度
に
一
度
は
又
ち
つ
と
づ
ゝ

遠
慮
し
て
。
気
転
利
し
て
早
ふ
逝
し
や
れ
。
イ
エ
～
け
ふ
こ
ち
と
ら
が
此
様
に
し
て
ゐ
る
は
慰
じ
や 

ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
追
出
し
た
聟
殿
の
挨
拶
。
ハ
テ
扨
夫
を
貴
様
達
が
世
話
や
か
い
で
も
。
此
庄
六
が 

扣
へ
て
ゐ
る
お
れ
に
任
し
て
皆
逝
に
や
～
。
そ
ん
な
ら
庄
屋
様
よ
い
や
う
に
頼
み
ま
し
た
ぞ
へ
。
お
き
の 

６
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様
い
か
い
御
造
作
。
そ
ん
な
ら
も
ふ
皆
お
帰
り
な
さ
れ
ま
す
か
。
又
緩
り
つ
と
門
送
り
。
挨
拶
さ
へ
も
つ
ど

～
に
。
抜
目
内
義
の
袂
を
ひ
か
へ
。
コ
レ
お
き
ぼ
～
。
お
き
の
様
。
太
郎
助
殿
は
お
留
主
か
へ
。
ハ
イ
ま
だ

今
朝
か
ら
戻
ら
れ
ま
せ
ぬ
。
留
主
か
。
夫
は
重
畳
。
幸
あ
た
り
に
人
ぎ
れ
は
な
し
。
此
中
や
つ
た
文
の
返
事

は
。
ど
ふ
し
て
お
く
れ
る
お
心
ぞ
。
今
一
遍
文
認
め
ふ
と
は
思
へ
共
。
夫
も
書
た
り
読
だ
り
面 

倒
な
。
い
つ
そ
守
宮
の
黒
焼
お
薬
を
か
け
ま
し
よ
と
。
コ
レ
此
。
庄
六
様
が
。
思
ひ
付
。
モ
ウ
此 

中
か
ら
ど
ふ
で
黒
焼
の
五
六
百
が
の
も
振
か
け
た
れ
ど
。
聾
程
も
利
ば
こ
そ
。
け
ふ
は
置
付 

無
理
頼
み
。
其
様
に
つ
ん
～
し
て
も
そ
ん
た
に
逢
ふ
を
楽
し
み
に
。
た
つ
た
一
度
。
此
庄
屋
が
風
味
合 

６
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を
試
み
給
へ
。
コ
レ
～
お
き
の
君
様
～
と
い
や
が
る
者
を
。
無
理
無
体
。
抱
付
吸
付
其
所
へ
。
戻
り 

か
ゝ
り
て
立
聞
太
郎
助
。
斯
と
見
る
よ
り
走
寄
庄
屋
が
首
筋
。
取
て
引
退
頭
転
倒
ヲ
ヽ
と
ゝ
様 

よ
い
所
へ
よ
ふ
戻
つ
て
下
さ
ん
し
た
。
最
前
か
ら
あ
の
庄
屋
づ
ら
が
ナ
。
コ
レ
～
必
お
れ
を
謗
る
ま
い
。
爰

に
こ
ぼ
れ
て
聞
て
ゐ
る
と
砂
打
払
ひ
起
直
り
。
太
郎
助
殿
は
け
ふ
此
庄
屋
が
参
り
し 

子
細
は
。
其
元
の
聟
弓
助
何
科
有
て
追
出
さ
れ
し
ぞ
。
村
中
が
其
訳
が
聞
た
い
と
の
事
故
。 



此
庄
六
か
聞
に
参
つ
た
何
の
訳
で
追
出
し
た
。
余
り
思
ひ
が
け
が
な
い
。
子
細
を
聞
し
て
下
さ
れ
い 

の
ふ
。
ア
ヽ
そ
ん
な
ら
こ
な
た
が
。
追
出
し
た
聟
の
挨
拶
す
る
気
か
。
す
る
共
～
し
た
ふ
て
～
な
ら
ぬ 
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わ
い
の
。
ハ
ヽ
ヽ
聟
の
挨
拶
す
る
物
が
お
き
の
を
と
ら
へ
て
。
守
宮
の
黒
焼
お
茶
を
か
け
ま
し
よ 

か
と
は
。
ハ
レ
深
切
な
挨
拶
じ
や
の
ふ
と
。
云
れ
て
庄
屋
は
消
た
い
心
地
。
ア
ヽ
コ
レ
～
も
ふ
何
事
も
是
じ

や
～
と
手
を
合
せ
。
お
詫
～
と
手
を
つ
か
へ
額
を
庭
に
押
付
る
。
■
の
口
の
番
人
が
門
口 

か
ら
き
よ
と
～
敷
。
サ
ア
～
大
事
じ
や
～
。
久
吉
様
の
御
家
来
福
嶋
左
衛
門
様
と
や
ら
が
。
武
田 

の
余
類
を
詮
義
の
為
此
村
へ
ご
ざ
る
と
い
の
。
サ
ア
～
早
ふ
出
向
は
し
や
れ
。
ソ
レ
～
そ
こ
へ
も
ふ
ご 

ざ
る
と
。
聞
て
庄
屋
が
と
ち
め
ん
ぼ
う
。
狼
狽
廻
つ
て
立
帰
る
。
程
も
有
せ
ず
表
の
方
。 

烈
を
正
し
て
あ
ま
た
の
胴
勢
乗
物
か
た
へ
に
舁
居
れ
ば
。
内
に
親
子
は
不
審
顔
。
こ 
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な
た
に
近
習
が
手
を
つ
か
へ
桶
屋
太
郎
助
宅
は
是
で
ご
ざ
り
ま
す
と
。
家
来
が
し
ら 

せ
に
乗
物
の
戸
を
押
ひ
ら
か
せ
。
真
柴
の
近
臣
福
嶋
左
衛
門
。
ゆ
う
～
と
あ
ゆ
み
出
。 

コ
リ
ヤ
～
其
方
達
は
一
人
も
残
ら
ず
村
口
に
相
待
を
れ
。
早
く
～
と
家
来
を
遠
ざ
け
。
這
入 

敷
居
の
節
迄
も
。
稚
心
に
覚
有
。
内
の
勝
手
は
か
は
ら
ね
ど
。
か
は
り
果
た
る
爺
親
の
。 

頭
は
雪
と
見
紛
ふ
計
。
絶
て
久
し
き
対
面
に
や
ゝ
打
う
る
む
計
也
。
太
郎
助
は
小
腰
を
か
ゞ
め
。 

見
れ
ば
歴
々
の
お
侍
様
。
此
桶
屋
へ
お
出
な
さ
れ
し
は
。
御
座
敷
の
御
用
向
用
水
桶
の
お 

誂
へ
。
マ
ア
～
是
へ
と
見
合
す
顔
あ
な
た
は
ど
ふ
や
ら
見
た
様
な
ほ
ん
に
夫
よ
。
そ
ち
や
ち
い
さ
い 
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時
家
出
し
た
兄
の
市
松
じ
や
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
か
。
親
人
先
は
御
賢
勝
で
祝
着
至
極
と
相
述 

れ
ば
。
そ
ん
な
ら
ア
ノ
福
嶋
左
衛
門
と
い
ふ
侍
が
。
お
れ
が
子
の
市
松
で
有
た
か
。
マ
ア
～
我
も
達
者 

て
め
で
た
い
～
。
コ
リ
ヤ
～
お
き
の
ア
レ
あ
れ
を
見
い
。
常
か
ら
我
に
咄
し
た
兄
の
市
松
じ
や
わ
い
。 

妹
そ
ち
も
無
事
で
重
畳
。
ア
イ 

兄
様
に
も
お
達
者
で
と
。
挨
拶
さ
へ
も
云
兼
る
綾 

と
木
綿
の
裏
表
。
そ
ぐ
は
ぬ
親
子
兄
弟
も
。
心
に
隔
は
。
な
か
り
け
る
。
太
郎
助
ほ
た
～ 

機
嫌
よ
く
。
マ
ア
～
寒
い
の
に
よ
ふ
来
て
く
れ
た
。
サ
ア
～
ゐ
ろ
り
の
傍
へ
お
じ
や
い
の
～
。
ア
ヽ
ち
い
さ

い
時
は
ど
ふ
も
斯
も
な
ら
ぬ
わ
ん
ば
く
者
で
有
た
ぞ
い
。
二
つ
子
の
時
か
ら
這
あ
る
ひ
て 
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わ
る
事
し
を
る
。
仕
業
の
邪
魔
と
死
だ
婆
が
。
ア
レ
あ
そ
こ
に
有
あ
の
石
臼
に
く
ゝ
り 

付
て
置
た
ら
ば
。
夫
な
り
で
ず
う
～
と
引
摺
あ
る
く
力
強
。
十
一
の
春
天
神
の
森
で
喧 

嘩
仕
出
し
。
近
所
の
子
供
に
手
疵
を
負
せ
。
折
檻
し
た
か
気
に
入
ぬ
と
家
出
し
た 

ど
う
ば
り
者
。
何
で
も
こ
い
つ
罰
利
生
が
有
て
面
白
い
と
。
尋
も
せ
ず
打
捨
て
置
た
が
。 

ア
ノ
方
々
の
軍
で
手
柄
し
た
。
福
嶋
左
衛
門
と
い
ふ
が
わ
が
み
の
事
で
有
ふ
と
は
ほ
ん
に
夢 

に
も
し
ら
な
ん
だ
。
成
程
主
命
に
暇
な
ら
文
通
の
便
り
も
致
さ
ぬ
。
不
孝
の
段
真
平 

御
用
捨
下
さ
り
ま
せ
う
。
今
日
は
る
～
罷
越
た
は
。
武
田
勝
頼
の
残
党
ば
ら
此
福 
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嶋
に
徘
徊
す
る
由
。
詮
義
致
し
て
立
帰
れ
と
有
主
君
久
吉
の
厳
命
。
ヤ
ア
ス
リ
ヤ
ア
ノ
武
田
の
残
党 



を
や
。
い
か
に
も
。
当
家
に
冦
す
る
反
逆
人
。
従
類
を
絶
さ
ん
為
。
エ
ヽ
と
驚
く
娘
お
き
の
。
左
衛
門
が
傍

に
す
り
寄
て
。
シ
テ
其
詮
義
さ
し
や
ん
す
お
前
の
当
途
は
へ
。
ホ
ヽ
謀
叛
の
棟
梁
た
る
曲
者
。
そ
ち
が
連
添

弓
助
と
や
ら
。
誠
は
武
田
四
郎
が
嫡
子
太
郎
信
勝
じ
や
は
や
い
。
ス
リ
ヤ
ア
ノ
弓
助
殿
は
謀
叛
人
と
な
。
ホ

イ
。
親
子
兄
弟
の
縁
は
内
證
重
■
迄
掟
糺
す
が
四
海
の
政
務
。
成
程
以
前
は
此
太
郎
助
が
忰
な
れ
共
。
今
で

は
久
吉
様
の
御
家
来
。
縁
者
た
り
共
赦
さ
ぬ
は
武
士
の
魂
。
シ
タ
ガ
心
に
合
ぬ
聟
弓
助
。
孫
を
付
て
勘
当
し

た
れ
ば
あ
か
の
他
人
。
何
と
夫
で
も
此
嫁
や
太
郎
助
に
科
が
か
ゝ
る
か
兄
よ
。
サ
ヽ
ど
ふ
じ
や
～
と
爺
親
の
。

尋
る
詞
に
打
諾
き
。
ホ
ヽ
勘
当
有
し 
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上
か
ら
は
親
人
始
妹
に
も
。
御
崇
は
是
な
し
。
此
上
は
某
が
。
草
を
分
つ
て
太
郎
信
勝
。
尋
出
し
て
召
捕
ん
。

親
人
さ
ら
ば
と
立
上
る
を
。
引
と
ゝ
め
て
是
は
又
性
急
な
。
久
し
ぶ
り
で
親
の
内
へ
藪
入
。
今
夜
は
緩
り
と

休
ん
だ
か
よ
い
は
。
又
信
勝
め
が
詮
義
は
我
か
親
方
久
吉
様
へ
の
お
れ
が
面
晴
。
今
夜
中
に
尋
出
し
。
親
子

共
に
首
討
て
渡
そ
ふ
は
い
。
ス
リ
ヤ
親
人
に
は
謀
叛
人
の
信
勝
を
。
ヲ
イ
ヤ
イ
。
我
は
知
ま
い
か
。
少
々
ゑ

い
や
つ
た
う
も
覚
て
ゐ
る
太
郎
助
。
め
つ
た
に
仕
兼
は
せ
ぬ
は
い
や
い
と
。
い
ふ
に
お
き
の
が
塞
る
胸
。
コ

レ
と
ゝ
様
。
そ
り
や
お
ま
へ
誠
か
へ
。
ハ
テ
扨
何
も
い
ふ
事
は
な
い
。
わ
り
や
そ
こ
へ
火
を
燈
せ
。
兄
は
又

久
し
ぶ
り
。
奥
へ
往
て
な
じ
み
の
火
燵
へ
あ
た
り
。
緩
り
と
休
み
や
。
い
か
様
仰
に
し
た
が
ひ
休
息
仕
ら
ん
。

親
人
後
刻
と
一
揖
し
。
後
の
■
は
白
張
の
障
子
引
立
入
に
け
り
。
又
降
し
き
る
。
白
妙
の
。 
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ふ
ゞ
き
に
い
と
ゞ
埋
ゐ
る
ゝ
。
心
の
隔
親
と
子
が
指
合
せ
て
も
諾
さ
へ
。
何
と
詮
方
な
ら
柴
を
。 

く
べ
て
。
娘
が
吹
付
る
。
自
在
の
竹
の
ふ
し
の
間
も
。
忘
れ
兼
た
る
恩
愛
の
涙
に
曇
る
冬 

の
空
胸
の
。
氷
の
解
兼
し
お
き
の
は
親
の
傍
に
寄
。
イ
ヤ
コ
レ
爺
様
。
思
ひ
が
け
な
い
兄
様
の
御
出 

生
。
嬉
し
い
と
い
ふ
に
云
れ
ぬ
夫
の
身
の
上
。
可
愛
い
我
子
の
半
次
郎
迄
今
宵
の
中
に 

首
討
て
。
兄
様
へ
渡
さ
ふ
と
請
合
し
や
ん
し
た
お
前
の
心
。
真
実
で
ご
ざ
ん
す
か
へ
。
ハ
テ
知
た
事
を 

い
ふ
程
に
の
。
真
実
も
真
実
。
し
か
も
肉
身
と
い
ふ
真
実
。ｴ

ヽ
。
何
の
夫
を
恟
り
す
る
事
が
有 

ぞ
い
や
い
。
兄
が
手
柄
に
す
る
は
い
や
い
と
に
べ
な
き
詞
あ
い
そ
な
き
。
顔
恨
め
し
げ
に
打
詠
め
。ｴ

ヽ 
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聞
へ
ま
せ
ぬ
爺
様
。
兄
様
計
が
お
前
の
子
で
。
わ
た
し
や
子
で
は
な
い
か
い
なｱ

。
そ
り
や
胴
欲
し
や
胴 

欲
で
ご
ざ
ん
す
は
い
なｱ

木
々
の
葉
末
の
虫
だ
に
も
我
子
大
事
と
育
る
は
。
や
つ
ぱ
り
可
愛
い 

心
か
ら
。
娘
不
便
と
思
ふ
て
な
ら
。
と
ふ
ぞ
思
案
を
仕
直
し
て
。
夫
の
命
我
子
の
命
。
助
て
や
い
の
と 

手
を
合
せ
。
頼
む
心
の
一
筋
に
。
立
返
し
た
る
女
の
操
。
哀
に
も
又
い
ぢ
ら
し
し
。
勝
る
憂
身
と 

白
雪
の
。
道
を
た
ど
り
て
と
ぼ
～
と
。
見
へ
ぬ
眼
病
の
仁
左
衛
門
が
杖
を
。
力
と
頼
な
き
。
涙
の
程
の 

稚
子
を
。
ゆ
ぶ
り
す
か
し
て
。
ね
ん
～
こ
ろ
ゝ
ん
や
。
ね
ん
ね
が
守
は
ど
こ
へ
往
た
。
ど
こ
と
は
爰
よ
。
小

柴
垣
。ｱ

ヽ
降
は
～
。
か
て
ゝ
く
は
へ
て
け
ふ
の
寒
さ
。ｦ

ヽ
さ
む
～
。
お
れ
で
さ
へ
是
じ
や
物
嘸
坊
主 
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め
が
寒
か
ら
ふ
。ｺ

ﾘ
ﾔ

ぼ
ん
よ
。
追
付
嚊
が
溜
乳
を
呑
し
て
や
る
ぞ
よ
。
ほ
ん
に
胴
欲
な
は
兄
者
人
。
済 

ぬ
事
が
有
に
も
せ
よ
差
当
る
孫
が
難
義
。
余
り
な
我
侭
気
随
。ｴ

ヽ
胴
欲
な
人
で
有
と 

つ
ぶ
や
き
～
。
立
寄
戸
口
。
お
き
の
～
も
声
ひ
く
う
。
兄
の
手
前
を
憚
り
て
。
闇
に
礫
の
音 



信
も
慥
に
夫
と
表
の
方
。
立
上
る
裾
し
つ
か
と
押
へ
。ｺ

ﾘﾔ

娘
。
何
き
よ
ろ
～
す
る
ぞ
い
や
い
。ｻ

ｱ 

私
は
な
。
半
次
郎
に
逢
た
い
か
。ｴ

ヽ
。ｺﾘ

ﾔ

や
い
。
最
前
か
ら
仁
左
衛
門
が
声
。
聞
耳
潰
す
は
親
の
慈 

悲
。
但
し
は
引
入
左
衛
門
へ
手
渡
し
せ
う
か
。ｴ

ヽ
。ｻ

ヽ
夫
悲
し
く
ば
追
返
せ
と
表
へ
響
く
つ
ご
と
声
。
聞

取
表
の
仁
左
衛
門
が
。ｺ

ﾚ

兄
貴
。
ほ
ん
に
こ
な
た
は
む
ご
い
心
じ
や
の
ふ
。
子
中
な
し
た
夫
婦
合
引
分
る 

６
６
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無
得
心
。
あ
い
そ
も
こ
そ
も
尽
果
た
は
い
の
。
向
後
こ
つ
ち
か
ら
縁
切
た
ぞ
。
お
き
の
も
そ
こ
に
ゐ
る
そ
ふ

な
が
。
子
を
子
と
思
は
ぬ
ど
う
畜
生
。ｦ

ヽ
泣
な
～
。
兄
貴
と
縁
切
た
れ
ば
我
と
の
縁
も
是
切 

じ
や
ぞ
。
い
と
し
い
は
弓
助
殿
。
乳
呑
子
か
ゝ
へ
屈
強
な
男
の
。
う
ろ
～
と
さ
つ
し
や
る
が
お
り
や
悲
し
い
。

ど
ふ
ぞ
し
て
育
た
い
と
思
ふ
か
ら
。
あ
つ
ち
こ
つ
ち
の
貰
ひ
乳
し
て
も
。
か
ぶ
り
振
て
呑
付
ず
。 

あ
つ
ち
～
と
泣
て
ば
つ
か
り
。
と
い
ふ
て
見
殺
し
に
せ
う
よ
り
は
。
渕
川
へ
で
も
身
を
沈
め
。
此
子
と
手
を

引
死
出
の
旅
立
。
と
は
い
へ
不
便
や
可
愛
や
と
。
甥
子
を
思
ふ
真
身
泣
。
内
に
は
母
が
泣 

く
つ
を
れ
。
正
体
も
な
き
。
其
風
情
。
外
面
は
猶
も
。
降
し
き
る
。
雪
に
其
身
は
濡
鷺
の
。
翅
こ
ゞ 

６
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ゆ
る
仁
左
衛
門
が
欠
出
し
て
も
。
後
髪
行
つ
戻
り
つ
心
は
千
々
。
乳
た
い
～
と
泣
出
す
。
我
子
の
声
に 

か
け
寄
お
き
の
。
と
ゞ
む
る
親
の
牛
頭
馬
頭
に
。
泣
音
血
を
吐
う
き
思
ひ
。
仁
左
衛
門
は
涙
声
。ｺ
ﾚ

兄 

貴
。
是
程
利
害
を
解
て
も
聞
入
る
気
は
ご
ざ
ら
ぬ
か
。ｺ

ﾚ

此
半
次
郎
は
。
こ
な
た
の
娘
が
産 

だ
真
実
の
孫
じ
や
ぞ
や
。
サ
ア
尤
で
ご
ざ
ん
す
～
か
は
なｱ

。
も
ふ
～
何
に
も
い
ふ
て
下 

さ
ん
す
な
～
。ｲ

ﾔ

云
に
や
な
ら
ぬ
～
。
無
得
心
な
と
云
ふ
か
。
道
し
ら
ず
の
情
し
ら
ず
。
こ
な
た 

も
前
は
手
一
合
も
取
た
じ
や
な
い
か
。
夫
で
も
武
士
の
果
か
人
間
か
。ｴ

ヽ
聞
へ
ぬ
か
い
の
～
。
此 

様
に
い
ふ
の
も
半
次
郎
が
可
愛
さ
か
ら
。
聟
殿
は
内
へ
入
ず
共
。
此
子
計
は
お
き
の
が
手
で
。 

６
７
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育
た
し
て
下
さ
れ
。ﾔ

。
慈
悲
じ
や
。
情
じ
や
。
頼
み
ま
す
。ﾑ

ヽ
是
程
い
ふ
て
も
返
事
の
な
い 

は
聞
入
ぬ
気
か
。
是
非
に
及
ば
ぬ
。
是
迄
の
命
じ
や
と
思
へ
は
済
。
此
礼
は
未
来
か
ら
急 

度
云
ま
す
。
さ
ら
ば
で
ご
ざ
る
と
仁
左
衛
門
が
。
覚
悟
極
め
し
其
一
言
。
お
き
の
が
胸
に
釘 

針
を
。
打
る
ゝ
如
く
こ
ら
へ
兼
。ｱ

ヽｺ
ﾚ

申
伯
父
様
。
必
ず
早
ま
つ
て
下
さ
ん
す
な
へ
。ｻ

ヽ
そ
ふ
思
ふ 

な
ら
爰
明
て
。
た
つ
た
一
口
飲
し
て
た
も
。ｻ

ｱ

夫
で
も
。
明
ず
は
死
ふ
か
。ｻ

ｱ

夫
は
。ｻｱ

～
～
も
内
と 

外
。
親
と
伯
父
と
の
中
垣
に
隔
る
憂
は
身
一
つ
に
。
地
獄
の
呵
責
受
る
か
と
。
身
を
打
伏 

て
泣
沈
む
心
ぞ
。
思
ひ
や
ら
れ
た
り
。
太
郎
助
は
大
あ
く
び
。ｴ

ヽ
聞
た
ふ
も
な
い
よ
ま
い
言
。 

６
８
オ 

ほ
つ
と
り
と
退
屈
し
た
。ｱ

浮
世
じ
や
なｱ

。
親
の
心
子
し
ら
ず
と
。
嘸
鬼
の
よ
う
に
思
ふ
て
あ
ろ
が 

お
れ
が
心
はｺ

ヽ
此
自
在
の
竹
。
と
つ
く
り
と
思
案
せ
い
と
藪
か
ら
棒
の
一
言
は
。
心
有
げ
に
見
へ 

に
け
る
。
い
ぶ
か
し
な
が
ら
さ
し
寄
て
。ﾑ

ヽ
此
自
在
の
竹
を
。
お
前
の
心
と
云
し
や
ん
す
は
。ｦ

ｲ
ﾔ
ｲ

。 

心
の
内
の
善
悪
を
。
割
て
云
ぬ
が
互
の
秘
事
。
お
り
や
奥
へ
い
て
罪
亡
し
。
祖
母
が
逮 

夜
の
回
向
せ
う
。
と
つ
く
り
と
思
案
仕
や
。ｺ

ﾘﾔ

表
に
ゐ
る
ど
う
盲
も
き
り
～
帰
れ
と 

に
く
て
い
に
。
い
ふ
も
血
筋
の
暇
乞
胸
に
。
包
て
入
に
け
る
。
始
終
表
に
仁
左
衛
門
か
。
聞
取
兄 

の
心
の
底
意
。
探
る
盲
の
一
思
案
。
心
に
黙
き
稚
子
を
。
そ
つ
と
か
た
へ
に
抱
お
ろ
し
。
爰
に 



６
８
ウ 

捨
る
と
白
妙
の
。
吹
雪
を
防
ぐ
菅
蓑
を
着
せ
て
其
身
は
背
戸
口
へ
忍
び
行
と
は
し
ら 

ざ
る
お
き
の
。
心
を
奥
に
気
を
配
り
。
我
子
に
ち
よ
つ
と
あ
い
の
戸
を
明
に
立
の
も
忍
び 

足
。
伯
父
様
～
。
ま
だ
そ
こ
に
居
や
し
や
ん
す
か
。
半
次
郎
は
寝
て
ゐ
る
か
へ
。
伯
父
様
～
と 

い
へ
ど
答
も
音
せ
ぬ
は
扨
は
死
に
か
悲
し
や
と
。
あ
た
ふ
た
明
る
門
の
口
。
わ
つ
と
泣
出
す
稚 

子
の
。
声
に
驚
き
走
寄
。ﾔ

ｱ
半
次
郎
か
。ｦ

ヽ
か
は
ひ
や
～
嘸
ひ
も
じ
か
ろ
。
寒
か
ふ
の
。 

ど
こ
も
か
も
氷
の
様
に
。
此ﾏｱ
冷
た
事
は
い
の
ふ
。
せ
め
て
焼
火
で
肌
を
と
門
の
戸
。
引
た
て 

と
つ
か
は
と
内
へ
囲
爐
裏
の
傍
に
寄
。
乳
房
ふ
く
め
て
我
子
の
顔
。
や
ゝ
打
守
り
目
に
涙
。 

６
９
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襖
一
重
に
親
太
郎
助
。
念
仏
の
声
も
高
～
と
。
鉦
打
鳴
し
。
南
無
阿
弥
陀
仏
～
～
。ｺ

ﾚ

と
ゝ 

様
。
何
ぼ
ふ
其
様
に
手
を
合
し
回
向
さ
し
や
ん
し
て
も
な
。
子
を
子
と
思
は
ぬ
お
ま
へ
の
邪
見
。 

何
の
後
生
に
な
ろ
ぞ
い
なｱ

。
何
に
も
し
ら
ぬ
此
半
次
郎
。
む
ご
い
親
じ
や
と
子
心
に
恨 

で
も
居
や
ら
ふ
が
。
母
じ
や
物
子
じ
や
物
。
何
の
如
在
か
有
ぞ
い
の
。
な
む
あ
み
だ
仏
～
。 

定
て
こ
ち
の
人
弓
助
殿
も
。
水
く
さ
い
女
じ
や
と
さ
げ
し
ん
で
居
や
し
や
ん
し
よ
が
。
是
に
は 

深
い
入
訳
が
有
て
の
事
で
ご
ざ
ん
す
る
。
ほ
ん
に
死
し
や
ん
し
た
嚊
様
が
。
息
災
で
ご
ざ
る
な
ら
是 

程
に
は
有
ま
い
物
。
い
と
し
い
夫
子
に
苦
労
さ
す
。
わ
た
し
が
心
の
せ
つ
な
さ
は
ど
の
様
に
有
ふ 

６
９
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と
思
は
し
や
ん
す
ぞ
い
なｱ

。
南
無
あ
み
だ
仏
～
。
涙
な
が
ら
に
以
前
の
自
在
。
手
に
取
上
て
打 

詠
め
。
わ
し
が
心
は
此
自
在
。
思
案
せ
い
と
と
ゝ
様
の
。
心
有
げ
な
今
の
お
詞
。
竹
は
直
な
る
お
し
へ 

の
詞
。
夫
の
謀
叛
に
従
類
迄
死
罪
遁
れ
ぬ
世
の
掟
。
可
愛
と
思
ふ
此
子
に
ま
で 

か
ゝ
る
罪
科
の
命
は
一
つ
。
自
在
に
よ
そ
へ
し
女
の
操
。
立
る
は
夫
の
身
代
り
に
此
半
次
郎
を 

手
に
か
け
て
兄
様
へ
の
命
乞
。ﾊ

ｱ

。
願
以
此
功
徳
平
等
施
一
切
同
発
菩
提
心
。
大
事
に 

育
は
ご
く
む
が
。
子
を
持
親
の
慈
悲
な
る
に
。
夫
の
為
と
は
云
な
が
ら
現
在
我
子
を
手 

に
か
け
て
。
殺
す
と
い
ふ
は
情
な
い
。
い
か
な
る
過
言
の
報
ひ
に
て
敵
同
士
が
親
と
子
に
。
生
れ
て 

７
０
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来
た
か
と
く
ど
き
立
。
■
に
抱
し
め
抱
き
し
め
。
涙
の
限
り
声
限
り
前
後
。
ふ
か
く
に
見
へ
に
け
る
。 

歎
き
を
余
所
に
爺
親
の
。
声
せ
は
し
な
く
娘
々
と
呼
立
る
。ｱ

ｲ

～
そ
こ
へ
と
云
つ
ゝ
も
。
名 

残
お
し
か
の
束
の
間
も
。
離
れ
が
た
な
き
憂
別
れ
。
思
ひ
切
て
ぞ
入
に
け
る
。
既
に
其
夜
も 

亥
の
刻
過
。
主
は
誰
共
白
雪
を
踏
分
。
～
此
家
の
軒
。
窺
ひ
寄
た
る
一
曲
者
。
門
の
袖 

壁
難
な
く
も
切
抜
手
垂
さ
し
足
抜
足
庭
先
の
。
雪
か
き
分
て
手
頃
の
石
。
取
て
引 

退
取
出
す
箱
。
小
脇
に
か
い
込
ゆ
う
～
と
。
出
行
大
胆
一
間
よ
り
。ﾔ

ｱ

～
信
州
の
城
主
武 

田
四
郎
勝
頼
が
嫡
子
太
郎
信
勝
。
久
吉
の
旧
臣
福
嶋
左
衛
門
正
則
討
取
た
り
と
呼 

７
０
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は
る
声
。
聞
よ
り
信
勝
忿
怒
の
勢
ひ
。
頭
巾
か
な
ぐ
り
大
音
上
。ﾔ

ｱ

甲
斐
源
氏
の
嫡
流
武 

田
太
郎
信
勝
。
目
前
に
有
な
が
ら
討
取
し
と
は
何
の
た
は
言
。
但
し
は
武
勇
に
恐
れ
し
か
。
死
地
に 

入
た
る
福
嶋
左
衛
門
。
観
念
せ
よ
と
か
け
よ
り
。
一
間
の
障
子
蹴
放
せ
ば
。
内
に
勇
備
の
其
骨 



柄
。
首
桶
携
へ
欣
然
た
り
。
は
や
り
切
た
る
太
郎
信
勝
。
い
で
一
討
に
と
抜
放
し
切
か
ゝ
る
を
無 

刀
の
あ
し
ら
ひ
。
納
戸
の
内
よ
り
女
房
がｺ

ﾚ

の
ふ
待
て
と
走
出
。
さ
ゝ
へ
と
ゞ
む
る
柵
の
。
心
も
雪 

に
隔
の
か
せ
。ﾔ

ｱ

妨
す
る
な
と
引
退
て
。
猶
も
付
入
信
勝
が
。
目
先
へ
さ
し
出
す
首
桶
の 

ね
ふ
る
が
ご
と
き
我
子
の
切
首
。
一
目
見
る
よ
り
さ
し
も
の
信
勝
。
五
体
に
盤
石
打
る
ゝ 

７
１
オ 

役
目
は
ち
い
さ
い
時
。
別
れ
た
我
子
の
福
嶋
左
衛
門
。
南
無
三
。
聟
と
娘
が
縁
の
切
目
。 

譬
何
程
聟
殿
が
働
い
て
も
。
多
勢
に
無
勢
籠
の
鳥
。
廻
り
～
て
孫
子
に 

も
。
ど
ふ
い
ふ
難
義
が
か
ゝ
ら
ふ
や
ら
と
。
追
出
し
た
る
無
道
心
も
。
つ
ま
る
所
は
か
は
い 

さ
故
。ｺ

ﾘ
ﾔ

兄
よ
。
武
田
の
余
類
の
此
親
仁
を
討
取
た
ら
。
我
が
役
目
は
済
ふ 

が
な
。
聟
殿
で
は
な
い
信
勝
様
。
ど
ふ
ぞ
爰
は
了
簡
し
て
。
無
事
に
別
れ
て 

下
さ
り
ま
せ
。
聟
と
息
子
が
切
つ
は
つ
つ
。
何
と
詠
て
居
ら
れ
ふ
ぞ
。
い
づ
れ
が
討 

れ
切
れ
て
も
其
悲
し
さ
は
い
か
計
と
。
三
方
四
方
へ
身
一
つ
を
。
切
て
投
出
す 

７
１
ウ 

年
寄
気
質
お
き
の
も
俱
に
正
体
な
く
。
現
在
我
子
を
あ
い
そ
も
な
ふ
。
抱
取 

ぬ
の
も
其
子
か
可
愛
さ
。
謀
叛
人
の
余
類
の
者
と
。
も
し
顕
は
れ
た
ら
と
ゝ
様
や 

私
は
。ﾅ

成
行
に
あ
ふ
兼
て
の
覚
悟
。
嘸
最
前
は
む
ご
い
つ
ら
い
胴
欲
な
女 

じ
や
と
。
お
腹
が
立
た
で
ご
ざ
ん
せ
う
。
伯
父
様
赦
し
て
下
さ
ん
せ
と
。
始
て
明 

す
親
子
が
誠
。
聞
仁
左
衛
門
は
大
声
上
。ｴ

ヽ
兄
貴
こ
ら
へ
て
下
さ
れ
。
そ
ふ
と
は
し
ら 

す
生
畜
生
の
。
情
し
ら
ず
の
と
出
る
ま
ゝ
の
悪
口
雑
言
。
恨
ん
た
が
お
り
や 

恥
し
い
の
。ﾊ

ﾃ

益
体
も
な
い
～
。
そ
な
た
が
腹
を
立
る
の
も
。
や
つ
は
り 

７
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助
得
さ
せ
よ
照
重
と
。
遉
無
双
の
名
将
も
。
子
故
の
闇
の
御
迷
ひ
。
主
命
是
非
な
く
。
何 

卒
廻
り
逢
事
も
と
。
惜
か
ら
ざ
り
し
命
を
な
が
ら
へ
。
扨
こ
そ
斯
は
成
果
し
と
。
始
終
り
の
物 

語
り
。
無
念
の
父
が
最
期
の
次
第
。
聞
信
勝
が
口
惜
涙
。
心
を
汲
で
左
衛
門
正
則
。ﾊ

ヽｱ
 

誠
に
過
た
る
物
は
及
ば
ず
と
。
武
に
秀
た
る
屋
形
の
一
族
。
尸
は
衢
に
さ
ら
す
共
。
武 

名
は
四
海
に
。
芳
し
し
。
実
い
さ
み
有
御
物
語
り
。
思
は
ず
感
涙
致
せ
し
と
。
仁
恵
厚 

き
勇
者
の
詞
。
照
重
涙
の
顔
ふ
り
上
。ﾊ

ヽ
何
事
も
夢
の
世
の
。
覚
て
此
身
は 

桶
屋
の
太
郎
助
。
信
勝
様
で
は
な
い
聟
の
弓
助
。
娘
お
き
の
へ
似
合
の
縁
。
三
々
九 
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度
の
盃
も
。
や
つ
ば
り
尽
せ
ぬ
三
世
の
縁
。
勘
当
に
事
寄
て
。
可
愛
い
孫
を
突
付
。
心
強
ふ 

追
出
し
た
は
。
子
に
引
さ
る
ゝ
親
心
。
短
気
な
心
も
出
ま
い
か
と
。
胸
を
痛
る
折
も
折
。
討
手
に
来
た 

は
我
子
の
左
衛
門
。
首
討
て
渡
そ
ふ
と
。
受
合
心
は
此
皺
腹
切
て
兄
へ
の
命
乞
と
思
ふ
心
は
知
ざ
る 

仁
左
衛
門
。
恨
の
■
々
聞
せ
つ
な
さ
。
自
在
の
竹
に
な
ぞ
ら
へ
て
。
娘
の
言
訳
。
解
負
せ
てｱ

ﾉ

孫
を
。 

手
に
か
け
た
娘
が
健
気
さ
。
誉
て
や
つ
て
下
さ
れ
の
ふ
。
と
は
い
へ
一
人
の
初
孫
を
。
殺
せ
と
お
し
へ
る
此

親
は
。
三
千
世
界
を
尋
て
も
又
と
独
有
ふ
か
と
。
空
し
き
孫
が
切
首
を
顔
に
当
身
に
そ
へ 

て
。
取
乱
し
た
る
。
血
筋
の
涙
。
こ
ら
へ
兼
て
仁
左
衛
門
は
。
小
陰
よ
り
転
び
出
。ｺ

ﾚ

兄
貴
。
誤
り
ま
し
た



～
～ 
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は
い
の
。
そ
ふ
い
ふ
心
と
露
し
ら
ず
。
こ
な
た
や
姪
へ
の
頬
当
に
死
で
く
れ
ふ
と
さ
つ
き
の
し
だ
ら
。
深
い

様
子
が
有
ふ
ぞ
と
。
思
ひ
直
し
て
半
次
郎
を
。
可
愛
そ
ふ
に
門
口
へ
。
捨
て
は
見
た
が
気
に
か
ゝ
り
。
裏
口

か
ら
忍
び
込
。
始
終
の
様
子
聞
度
に
。ｺ

ﾚ

此
胸
が
裂
る
様
に
ご
ざ
つ
た
は
い
の
ふ
。
～
。
親
に 

譬
し
兄
者
人
。
畜
生
の
獄
卒
の
と
。
い
ふ
た
此
身
が
面
目
な
い
。
赦
し
て
下
さ
れ
赦
し
て
と
大 

声
上
て
泣
叫
べ
は
。
お
き
の
は
い
つ
そ
正
体
な
く
。ｻ

ｲ
ﾅ
ｱ

私
も
悲
し
い
は
た
つ
た
一
人
の
い
と
し
子
を 

生
先
も
見
ず
親
の
手
に
。
か
ゝ
る
憂
目
に
あ
ふ
ぎ
の
別
れ
。
時
も
か
は
ら
ず
日
も
か
は
ら
ず
。
と
ゝ 

様
迄
に
死
別
れ
。
私
が
心
の
せ
つ
な
さ
つ
ら
さ
。
推
量
し
て
た
べ
伯
父
様
と
返
ら
ぬ
諄
か
ぞ
へ
立
。 
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～
た
る
三
人
の
涙
。
恩
愛
節
義
に
誰
々
も
俱
に
涙
の
雪
解
や
落
て
流
て
。
谷
川
の
水 

か
さ
増
る
如
く
な
り
。
や
ゝ
落
涙
の
太
郎
信
勝
。
涙
払
ふ
て
つ
つ
立
上
り
。
我
に
所
縁
の
太
郎
助 

と
知
ぬ
な
が
ら
も
主
従
が
。
再
び
結
ぶ
互
の
因
。
則
父
の
御
筐
家
に
伝
は
る
錦
の 

籏
。
義
兵
を
上
る
印
ぞ
と
自
在
の
。
竹
に
か
け
流
し
。
勢
ひ
込
だ
る
其
有
様
。
見
る
太
郎 

助
が
心
の
笑
。
左
衛
門
正
則
を
糺
し
。
我
幼
少
よ
り
幾
許
の
厚
恩
謝
す
る
間
も
な
く
。
不 

孝
の
罪
の
御
侘
は
。
稚
き
者
が
此
切
首
。
又
武
田
に
所
縁
の
親
人
の
一
命
を
給
は
り
し
は
。
百 

万
の
強
敵
を
討
取
し
よ
り
遥
の
誉
。
尺
恩
の
寸
孝
な
が
ら
。
亡
親
人
や
従
弟
が
為
。
此 
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福
嶋
に
一
宇
を
建
。
妙
な
る
法
の
道
広
き
。
徳
は
百
億
広
大
無
辺
。
心
を
取
て
妙
徳
の
。
二
字
を
其 

ま
ゝ
寺
号
と
定
め
。
導
師
は
血
筋
の
伯
父
者
人
。
其
介
抱
は
妹
尼ﾅ

ｺ
ﾘ
ﾔ

心
得
た
る
か
と
左
衛
門
が 

深
き
情
に
伯
父
妹
。
重
々
厚
き
御
志
し
。
受
る
も
や
つ
ぱ
り
仏
の
導
き
。
畸
人
と
成
し
業 

因
の
。
未
来
も
猶
更
恐
し
い
。
徳
偶
の
縁
を
も
ろ
人
に
勧
る
功
徳
は
此
身
の
為
。
又 

百
羅
漢
を
建
立
し
。
末
世
に
残
す
物
な
ら
ば
。
な
き
人
～
の
菩
提
ぞ
と
。
詞 

は
居
間
に
歴
然
と
上
福
嶋
に
名
も
高
き
。
龍
王
山
。
妙
徳
寺
と
。
残
る
も 

法
の
。
威
徳
な
り
。
左
衛
門
重
て
い
か
に
信
勝
。
此
場
は
無
事
に
別
る
ゝ
共
。
又
の
再 
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会
有
時
は
。
互
に
晴
の
勝
負
せ
ん
。ﾊ

ヽ
ヽ
何
さ
～
。
爰
か
し
こ
に
徘
徊
す
る
武
田
の
余
類 

を
か
り
集
め
。
父
勝
頼
が
吊
ひ
軍
情
は
情
寇
は
寇
。
心
得
た
る
か
正
則
と
。
弓
矢
の 

表
敵
味
方
。
名
残
は
尽
じ
と
太
郎
助
が
。
諸
手
を
か
け
て
引
廻
す
。
修
羅
の
向
ひ 

の
四
苦
八
苦
。ﾉ

ｳｺ
ﾚ

今
が
別
れ
か
と
縋
る
は
娘
す
ゝ
む
る
は
。
弟
が
回
向
の
六
字
詰
。
六
つ 

の
巷
に
迷
ふ
子
の
。
い
と
し
可
愛
も
夢
の
夢
。
覚
ゆ
く
花
の
色
か
へ
て
身
は
そ
き 

尼
の
墨
衣
。
し
ん
は
泣
寄
な
き
か
ら
を
見
お
く
る
野
辺
の
い
と
な
み 

も
。
な
み
だ
～
い
と
ま
乞
。
果
し
な
～
～
両
将
が
別
れ
～
て
（
三
重
）
出
て
行 
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八
冊
目 

耳
塚 

金
時
が
～
。
熊
を
押
へ
て
斧
持
て
。
城
や
裾
野
の
松
林
。
義
経
弁
慶
渡
辺
の
綱
。
唐
の
大
将
誤
ら
す
神 



功
皇
后
武
内
の
臣
。
軍
人
形
や
よ
し
あ
し
粽
菖
蒲
刀
や
あ
や
め
草
。
調
ふ
小
哥
も
媚
る
。
洛
東 

阿
弥
陀
が
峯
の
麓
な
る
。
大
仏
の
門
前
に
新
に
築
く
耳
塚
を
。
前
代
未
聞
と
参
詣
群
集
。
櫛 

の
歯
を
引
ご
と
く
也
。
往
来
も
暫
し
。
と
だ
ゆ
れ
ば
。
爰
か
し
こ
よ
り
非
人
共
。
一
つ
所
に
寄
こ
ぞ
り
。
何

と
六
よ
見
た
か
久
吉
様
と
い
ふ
人
は
ゑ
ら
い
人
の
ふ
。
今
度
唐
を
攻
に
い
た
土
産
に
唐
人
の
耳
を
取
て
戻

つ
て
此
下
へ
埋
て
あ
の
様
な
五
輪
立
て
。
一
分
を
立
さ
し
や
つ
た
の
じ
や
は
い
の
。ｲﾔ

又
ち
よ
こ
才
な
大
領

様
に
刃
向
ふ
と
は
。
小
頬
に
く
い
毛
唐 
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人
そ
ん
な
や
つ
の
耳
を
塚
に
す
る
事
は
な
い
。
耳
取
た
ら
鼻
か
ん
で
仕
廻
し
や
つ
た
が
よ
い
に
の
ふ
。
イ
ヤ

耳
取
て
鼻
か
ん
だ
ら
戻
る
事
が
な
ら
ぬ
は
い
の
。
夫
は
ど
ふ
し
て
。ﾊ

ﾃ

鼻
か
ん
で
道
中
が
成
物
か
い
の

ﾊ

ヽ
ヽ
。
あ
ほ
う
口
た
ゝ
か
ず
と
。
貰
ひ
溜
の
集
銭
出
し
河
原
で
一
て
う
入
て
こ
ふ
。ｻｱ

～
こ
い
と
打
連
立

か
し
こ
へ
こ
そ
は
。
歩
行
。
商
人
の
宝
を
算
盤
と
し
上
口
を
養
ふ
と
い
ふ
夫
に
は
違
ふ
ぐ
だ
右
衛
門
。
高
い

き
ズ
ウ
右
衛
門
丁
児
長
之
助
諸
共
。
大
仏
前
の
耳
塚
伝
ひ
挑
灯
片
手
に
歩
み
寄
。ﾔｱ

男
共
非
人
め
が
ど
ぶ
さ

つ
て
を
る
か
見
て
参
れ
。
心
得
ま
し
た
と
二
人
の
男
。
ふ
る
ひ
中
風
が
夜
這
の
如
く
。
小
屋
近
く
さ
し
寄
て
。

と
く
つ
く
見
届
立
帰
り
。
高
鼾
か
き
ち
ら
し
ど
ぶ
さ
つ
て
け
つ
か
り
ま
す
。ｿﾚ

重
畳
。ｻｱ

ズ
ウ
右
衛
門
殿
。

こ
な
た
が
云
つ
し
や
る 
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に
は
。
此
大
仏
前
に
ゐ
る
女
の
非
人
め
。
つ
ゞ
れ
は
格
別
着
て
い
る
物
や
ま
き
迄
が
値
打
物
と
の
事
。
片
腹

い
た
い
。
今
時
の
乞
食
が
値
打
物
持
て
居
よ
ふ
筈
が
な
い
。
引
摺
出
し
て
吟
味
せ
ん
と
。
勢
ひ
込
で 

欠
出
せ
ば
。
ズ
ウ
右
衛
門
し
ば
し
と
と
ゞ
め
。
貴
殿
と
拙
者
が
詞
の
論
。
日
頃
こ
な
た
か
目
利
自
慢
。
ゑ
ら

い
～
と
た
つ
た
一
人
よ
ば
ら
つ
し
や
る
が
せ
ん
す
り
所
。
非
人
め
が
不
仕
合
せ
。
寝
込
へ
仕
か
け
る
も
あ
ま

り
不
躾
。
と
つ
く
り
と
目
を
覚
さ
せ
改
た
が
能
ご
ざ
ら
ふ
。ﾊﾂ

と
欠
寄
口
々
に
。
非
人
め
。
粥
や
ら
ふ
目
を

覚
せﾊ

ヽｲ

。
粥
や
ら
ふ
。ﾊ

ヽｲ

。
粥
や
ら
ふ
～
～
。ｺ

ﾘﾔ

～
口
々
嘘
つ
い
て
ひ
だ
る
が
ら
す
な
。ｺ

ﾘ
ﾔ

非
人
。

そ
ち
を
爰
へ
粥
や
ら
ふ
と
謀
つ
て
呼
起
し
た
は
余
の
義
で
な
い
。ｶﾞ

見
れ
ば
真
裸
。
幸
そ
ち
が
ゆ
も
じ
が
貰 
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た
い
。ｴ

ヽｲ
ﾔ
ｻ

ゆ
も
じ
が
ほ
し
い
貰
ふ
た
ぞ
よ
。ﾏｼ
ﾃ

其
様
に
わ
し
が
ゆ
ま
き
を
改
め
ふ
と
云
し
や
ん
す
其

訳
は
ど
ふ
で
ご
ざ
ん
す
へ
。ｻﾚ

ﾊ

～
。
此
ズ
ウ
右
衛
門
が
い
ふ
に
は
。
そ
ち
の
い
も
じ
中
～
値
打
の
有
切
と

に
ら
ん
だ
所
。
又
是
な
る
ぐ
だ
右
衛
門
殿
は
。
何
の
役
に
立
ぬ
継
切
と
。
互
に
せ
り
合
詞
の
争
ひ
。
其
故
其

ゆ
ま
き
は
づ
し
て
値
打
に
入
た
い
は
い
や
い
と
。
い
ふ
に
非
人
は
横
手
を
打
。
そ
ふ
云
し
や
ん
す
り
や
思
ひ

当
る
事
が
有
。
成
程
此
い
も
じ
が
値
打
の
有
事
も
ご
ざ
ん
せ
う
。
是
が
は
づ
さ
れ
う
か
。
私
も
ま
ん
ざ
ら
腹

か
ら
の
乞
食
で
も
ご
ざ
ん
せ
ぬ
が
。
悪
性
故
に
仕
損
ひ
。
今
此
な
り
に
。
成
下
つ
た
れ
ど
。
ど
ふ
ぞ
ま
一
度

本
国
へ
逝
た
い
と
。
神
や
仏
を
朝
夕
に
祈
ら
ぬ
日
迚
は
。
な
い
か
い
な
。
ま
だ
今
朝
か
ら
か
た
け
も 
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喰
ね
共
。
姫
ご
せ
の
嗜
み
と
。
た
つ
た
一
つ
残
し
た
ゆ
も
じ
。
ど
ふﾏｱ

是
が
放
さ
れ
ふ
振
て
世
間
が
な
ろ
か

い
な
。
赦
し
て
た
も
と
計
に
て
。
跡
は
涙
に
く
れ
ゐ
た
る
。
ズ
ウ
右
衛
門
も
目
を
摺
赤
め
。ｱ

そ
ん
な
ら
け

さ
か
ら
か
た
け
も
喰
ず
に
ゐ
て
さ
へ
。
其
い
も
じ
が
放
し
と
む
な
い
と
は
実
尤
。ｱ

ヽ
不
便
や
い
ぢ
ら
し
や

と
。
目
を
し
ば
た
ゞ
け
ば
ぐ
だ
右
衛
門
。ﾔｱ

か
た
け
喰
ぬ
と
い
へ
ば
ぴ
ん
の
口
で
も
遁
る
ゝ
と
。
ぬ
つ
ぺ
ら



こ
へ
ら
と
出
る
侭
の
言
訳
。
な
ら
ぬ
～
。ｿﾚ

引
は
つ
せ
と
い
ふ
よ
り
早
く
。
ゆ
ま
き
は
づ
せ
と
双
方
よ
り
。

か
ゝ
る
男
を
突
退
刎
の
け
。
小
屋
よ
り
ほ
り
出
す
着
類
の
数
～
。
青
の
金
襴
二
つ
身
の
し
き
し
だ
ら
け
。
ず

ん
ど
売
ま
す
よ
つ
く
売
ま
す
。ﾄﾞ

ﾚ

値
打
入
ふ
と
欠
寄
ば
。ｱｲ

ﾔ

袖
か
ら
ご
ら
ふ
じ
ま
せ
う
と
。
い
ふ
に
着
類

を ７
７
ウ 

た
め
つ
す
が
め
つ
。
ほ
ん
に
こ
り
や
袖
の
風
も
違
ふ
て
有
。
皆
唐
人
衣
装
は
し
た
金
で
は
買
ね
ぬ
と
。 

算
盤
投
捨
ぐ
だ
右
衛
門
呆
れ
。
果
た
る
計
也
。
高
い
き
ズ
ウ
右
衛
門
し
た
り
顔
。
何
と
ぐ
だ
右
衛
門
殿
。
非

人
が
ゆ
ま
き
を
値
打
物
と
目
利
し
た
此
高
い
き
。
何
と
無
理
で
は
ご
ざ
る
ま
い
が
の
。
い
か
に
も
遖
お
目
利

恐
れ
入
ま
し
た
。
が
か
ゝ
る
値
高
き
代
呂
物
持
て
い
る
女
が
素
性
。ﾊﾃ

心
得
ず
と
眉
に
皺
非
人
は
涙
の
顔
を

上
。
序
な
が
ら
私
の
素
性
一
通
り
聞
て
た
べ
。
私
も
元
は
日
本
の
者
な
ら
ず
。
女
真
江
の
ヤ
ン
エ
ギ
リ
ウ
と

い
ふ
蜑
の
女
。
猟
師
仲
間
の
立
者
と
云
れ
し
程
の
器
量
よ
し
。
末
の
遂
ぬ
あ
だ
恋
に
登
り
詰
て
凡
三
年
。
何

が
互
の
浮
気
ざ
か
り
。
登
程
に
～
。
咸
陽
宮
の
楼
に
て
。
夜
昼
な
し
の
床
入 
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に
。
足
の
裏
の
飯
粒
と
。
異
名
を
取
水
も
洩
さ
ぬ
中
成
し
に
。
又
同
じ
仲
間
の
あ
ん
だ
ら
女
と
い
ふ
か
づ 

き
の
蜑
。
彼
男
に
い
き
付
て
。
毎
日
に
百
文
弐
百
文
。
や
り
も
遣
た
か
小
遣
ひ
は
。
大
か
た
高
に
壱
駄 

半
。
船
に
積
だ
ら
阿
蘭
陀
船
。
車
に
乗
た
ら
ゑ
い
や
ら
さ
。
木
や
り
で
も
音
頭
で
も
い
ち
づ
て
も 

ま
か
な
ふ
て
も
。
微
塵
け
も
な
い
二
人
が
中
。
あ
ん
だ
ら
女
大
き
に
腹
を
立
。
忘
れ
も
せ
ぬ
八
月
の
。
十
五

日
の
名
月
に
。
腰
蓑
ひ
ら
り
と
取
て
捨
。
ゆ
ま
き
一
つ
に
縄
の
帯
。
股
ぐ
ら
も
あ
ら
は
に
欠
来
り
。 

私
が
膝
に
ふ
う
は
り
。
ど
さ
り
と
居
か
ゝ
つ
て
。ｺ

ﾚ

ヤ
ン
エ
ン
ギ
リ
ウ
あ
ん
ま
ん
り
ん
。
が
ん
と
う
。
い
け

な
い
ろ
う
と
胸
づ
く
し
を
引
掴
む
。
こ
つ
ち
も
一
期
も
大
事
ぞ
と
。
あ
り
き
や
～
う
つ
ち
く
す
つ
ち
く
は
り

め
ん
な
い
。
と
ら
やｱ

と
あ
た
る
物 
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を
幸
に
。
打
め
ぐ
打
割
踏
砕
く
。ﾉ

ｳ

悲
し
や
と
わ
め
く
や
ら
。
秘
蔵
の
麝
香
が
象
程
な
虎
の
子
く 

は
へ
て
欠
出
す
や
ら
。
家
守
は
家
賃
を
せ
が
む
や
ら
。
玄
宗
皇
帝
以
来
の
悋
気
い
さ
か
い
此
事
唐 

中
に
。
か
く
れ
な
く
。
彼
男
は
朝
鮮
責
に
討
死
し
た
と
は
跡
方
も
な
い
赤
嘘
日
本
へ
渡
つ
た
と
聞
て
う 

る
～
此
土
に
渡
り
。
尋
探
せ
と
有
家
は
知
ず
と
う
～
此
身
に
成
下
り
。
後
家
立
返
す
此
わ
し
が
悲
し 

い
心
の
内
太
腹
。
思
ひ
や
つ
て
下
さ
ん
せ
と
四
百
余
州
の
姫
ご
ぜ
の
。
因
果
を
一
つ
に
か
た
め
て
も
。
我
身

に
は
及
ぶ
ま
の
初
対
面
の
こ
な
様
方
に
。
わ
し
が
素
性
の
ざ
ん
げ
咄
し
。
お
恥
し
や
と
計
に
て
お
ろ
～
。
涙

に
く
れ
け
れ
ば
。
聞
て
皆
々
横
手
を
打
。
扨
は
唐
の
幻
妻
か
。
こ
な
様
が
其
古
着
唐
で
こ
そ
値
打
か
な
け
れ
。 
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此
日
本
で
売
た
ら
皆
大
金
に
な
る
し
ろ
物
。
売
払
ふ
て
安
楽
に
一
生
く
ら
す
気
は
な
い
か
と
。 

聞
て
ぞ
く
～
小
躍
し
て
。ｴ

ヽ
そ
ん
な
ら
何
と
云
し
や
ん
す
。
此
古
い
継
の
当
つ
た
着
物
か
大
金
に 

成
か
い
な
。
成
と
も
～
最
前
か
ら
此
高
い
き
が
値
打
を
入
て
見
た
所
が
。
大
か
い
金
で
五
百
両 

余
り
。
こ
つ
ち
へ
が
ら
り
に
売
し
や
れ
と
。
聞
て
横
か
ら
ぐ
た
右
衛
門
。ｲ

ﾔ

こ
つ
ち
へ
六
百
両
に
買
ま 

せ
う
。ｴ

ヽ
ほ
ん
ま
か
い
な
～
。ｦ

ヽ
貴
様
六
百
両
に
買
や
こ
ち
や
は
つ
ん
で
八
百
両
。
そ
ん
な
ら
飛 

で
千
両
じ
や
と
。
聞
度
々
に
驚
く
非
人
。
千
両
と
の
一
言
に
呆
て
う
ん
と
倒
れ
伏
高 



い
き
ズ
ウ
右
衛
門
さ
し
寄
て
。ﾔ

ｱ

夫
へ
行
は
古
手
買
か
。
千
両
に
な
る
此
代
物
。
い
つ
く
へ
持
て
走
ぞ
と 
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呼
は
れ
ば
。
む
つ
く
と
起
て
。ﾅ

ﾆ

お
れ
が
着
物
を
取
か
。
返
せ
戻
せ
と
い
ふ
て
は
。
躓
き
ひ
よ
ろ
～
～
。
又

立
寄
て
耳
に
口
。ﾔ

ｱ
千
両
じ
や
ぞ
。
～
。
聞
て
む
つ
く
と
起
上
り
。
又
倒
る
ゝ
を
大
勢
が
心
付
ん
と
口 

～
に
。ﾔ

ｱ

千
両
じ
や
～
～
と
そ
ゝ
り
立
打
連
て
こ
そ
帰
り
け
る
。
か
ゝ
る
折
し
も
あ
ま
た
の
胴
勢
先
を 

払
ふ
て
歩
く
る
は
五
つ
松
宰
相
氏
里
卿
。
桃
山
の
御
所
よ
り
内
勅
の
帰
る
さ
。
福
嶋
正
則
が
招
待 

に
よ
つ
て
。
洛
東
銀
閣
寺
へ
御
成
と
。
威
義
厳
重
に
歩
み
来
る
。
行
烈
先
へ
ば
ら
～
と
。
非
人
共
か 

欠
ふ
さ
が
り
。
結
構
な
御
参
詣
様
壱
文
や
つ
て
下
さ
り
ま
せ
と
。
も
つ
れ
か
ゝ
れ
は
雑
掌
下
部 

反
打
て
声
高
く
。ﾔ

ｱ

こ
な
た
を
誰
と
か
思
ふ
。
忝
く
も
当
今
の
御
内
勅
福
嶋
か
願
ひ
に 
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任
せ
。
銀
閣
寺
へ
お
成
の
道
筋
。
妨
ひ
ろ
が
ば
為
に
な
ら
ぬ
と
。
切
刃
廻
せ
ば
高
笑
ひ
。ﾊ

ヽ
ヽ
ち
よ
こ
才

な
内
勅
呼
び
は
り
。
其
お
公
家
様
を
こ
ち
ら
が
仲
間
へ
ど
ふ
ぞ
と
ら
し
て
下
さ
り
ま
せ
と
。
い
ふ
よ
り
早
く

一
同
に
先
に
進
み
し
警
古
が
刀
。
抜
手
も
見
せ
ず
切
下
れ
ば
。ｿ

ﾚ

狼
藉
者
遁
す
な
と
。
主
従 

上
下
の
分
ち
な
く
上
を
下
へ
と
（
三
重
）
騒
ぎ
立
傍
若
無
人
の
非
人
共
当
る
を
幸
薙
立
切
立
追 

立
れ
ば
。
口
程
に
な
き
青
侍
皆
我
一
と
迯
散
た
り
。
跡
に
う
ろ
～
中
将
氏
里
。
長
追
無
用
と 

気
を
あ
せ
り
。
見
や
る
脾
腹
へ
ど
つ
さ
り
と
。
打
込
手
練
の
二
つ
玉
う
ん
と
の
つ
け
に
倒
伏
。
仕
済
し 

た
の
こ
な
た
よ
り
。
鉄
砲
引
提
ゆ
う
～
と
歩
出
た
る
大
男
。
絶
入
死
骸
を
じ
ろ
り
と
見
や
り
。
心
に 
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諾
き
立
寄
て
。
手
早
に
脱
す
冠
装
束
。
追
押
刀
に
欠
来
る
相
盗
。
お
頭
ま
ん
ま
と
首
尾 

よ
ふ
一
人
も
残
ら
ず
ば
ら
し
ま
し
た
。ｦ

ヽ
出
か
し
た
～
と
あ
た
り
見
廻
し
乗
物
へ
。
乗
移
つ
た
る
。
不
敵

者
。ｼﾃ

此
死
骸ﾊ

ﾃ

構
は
ず
と
乗
物
や
れﾊ

ﾂ

と
一
同
に
か
き
上
る
。
袖
は
つ
ゞ
れ
の
お
轆
釈
。
供
は
た
い
な
し

奴
迄
。
対
の
看
板
薦
か
ぶ
り
何
国
。
共
な
く
（
三
重
）
立
帰
る 

九
冊
目 

東
山
の
銀
閣
寺 

更
科
の
。
月
は
物
か
は
。
都
路
の
見
所
。
多
き
其
中
に
。
東
山
の
銀
閣
寺
に
。
け
ふ
お
勅
使
の
御
入
と
福
嶋

が
下
部
共
。
お
庭
の
掃
除
は
き
ち
ぎ
る
。
汗
に
髭
を
や
流
す
ら
ん
。
何
と
可
内
。
け
ふ
は
彼
久 

吉
様
の
奥
方
。
御
平
産
の
お
悦
び
に
。
禁
庭
か
ら
お
勅
使
が
お
立
な
さ
る
ゝ
。
其
饗
応
を
此 
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銀
閣
寺
へ
持
込
と
は
き
つ
い
御
趣
向
。ｶ

と
こ
へ
往
て
も
遁
ぬ
は
此
は
き
掃
除
。
弐
号
半
に
は 

ほ
つ
こ
り
と
凝
果
た
は
い
や
い
。ﾊ
ﾃ

其
様
に
き
な
～
思
ふ
な
。
我
も
追
付
久
吉
様
の
や
う
に
。
朝
鮮
か 

べ
つ
甲
屋
の
後
家
様
で
も
せ
し
め
る
様
に
成
ふ
ぞ
い
や
い
。ﾊ

ヽ
ヽｲ

ﾔ

時
に
ま
だ
珍
ら
し
い
事
は
。
お
ら
が

旦
那
の
福
嶋
か
。
桃
山
の
御
所
へ
登
城
の
砌
深
草
と
や
ら
で
少
々
お
目
に
と
ま
つ
た
女
が
有
て
。 

ち
よ
び
と
つ
ま
ゝ
れ
た
所
が
腹
が
ぼ
て
れ
ん
。
其
子
が
早
お
十
一
に
お
成
な
さ
れ
。
今
日
是
へ
お
越 

と
の
事
。ｱ

ヽ
久
し
ぶ
り
て
今
宵
は
大
か
た
一
合
戦
有
で
有
ふ
が
。
ど
ふ
ぞ
其
お
女
中
が
た
つ
た
一
声
。
勝

鬨
を
お
上
な
さ
る
ゝ
が
聞
た
い
なｱ

。ｱ

ヽｺ
ﾘ
ﾔ

～
そ
ん
な
馬
鹿
を
尽
し
て
。
奥
方
に
お
目
玉
貰
ふ
な
。ｻ

ｱ

～

８
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来
ら
ふ
と
。
打
連
て
。
部
屋
有
方
へ
入
に
け
る
。
草
に
育
ど
草
な
ら
ず
。
お
す
ま
と
い
へ
る
才
発
者
。 



秘
蔵
息
子
の
市
松
は
。
徒
士
若
党
に
い
ざ
な
は
れ
。
歩
む
跡
よ
り
ひ
よ
つ
か
～
。
白
髪
親
仁
の
勘 

作
が
。
跡
先
構
は
ぬ
高
調
子
。
扨
お
侍
衆
い
か
い
御
苦
労
。ｺ

ﾘ
ﾔ

孫
よ
。
常
か
ら
逢
た
い
と
い
ふ
。
我
か 

と
ゝ
様
が
爰
へ
来
て
居
さ
つ
し
や
る
。
大
体
強
い
人
じ
や
な
い
ぞ
い
や
い
。
娘
も
必
ず
お
ぢ
～
す
な
。
今
は

大
名
で
有
ふ
が
。
大
将
で
有
ふ
が
。
我
が
腹
の
上
へ
乗
て
。
此
様
な
孫
迄
出
か
し
た
じ
や
な
い
か
。
譬
向
ふ

に
嚊
が
出
来
ふ
が
そ
り
や
後
連
。
本
妻
は
我
に
違
ひ
は
な
い
は
。
今
迄
ほ
つ
て
お
き
や
つ
た
恨
。 

腹
存
分
に
い
ふ
て
の
け
い
。
お
ら
が
い
ふ
て
や
つ
た
け
れ
ど
。
ま
ん
ざ
ら
白
髪
あ
た
ま
か
ゝ
へ
て
。
悋
気
の 
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名
代
喧
嘩
も
出
来
ま
い
ぞ
い
。ﾊ
ヽ
ヽｦ

ヽ
と
ゝ
様
と
し
た
事
が
。
侍
衆
も
聞
て
じ
や
そ
ん
な
事
云
し
や 

ん
す
な
。ﾉ

ｳ

皆
の
お
旁
。
在
所
で
気
侭
に
育
つ
た
人
。
必
ず
笑
ふ
て
下
さ
ん
す
な
へ
。ｺﾚ

ﾊ

～
痛
入
た
る 

御
挨
拶
。
何
に
も
し
ら
ぬ
下
郎
共
。
お
目
か
け
ら
れ
て
下
さ
れ
ふ
な
ら
ば
。
有
難
く
ご
は
り
ま
す
で 

ご
は
り
ま
す
る
と
。
尻
も
つ
立
て
蹲
る
。
勘
作
は
し
た
り
顔
。ｲﾔ

ﾓ
ｳ

貴
様
の
方
か
ら
。
そ
ふ
出
り
や
こ
つ
ち

に
一
言
も
な
い
で
ゑ
す
じ
や
。ｻ

ｱ

～
皆
休
ん
で
貰
ひ
ま
せ
う
。
ほ
ん
に
太
義
で
ご
ざ
り
ま
し
た
。 

休
ん
で
や
い
の
と
お
す
ま
が
挨
拶
。
聞
よ
りﾊ

ﾂ

下
部
共
。
門
前
さ
し
て
急
ぎ
行
。
勘
作
は
切 

戸
口
。
外
よ
り
う
そ
～
さ
し
覗
き
。
娘
見
た
か
。
何
とﾏ

ｱ

奇
麗
な
所
じ
や
な
い
か
い
や
い
。
二
階
は 
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き
ら
～
と
門
徒
宗
の
仏
壇
同
然
。ｲ

ﾔ

内
方
に
ご
ざ
り
ま
す
か
。
深
草
の
勘
作
が
参 

ま
し
た
。
旦
那
様
は
留
主
か
な
と
。
音
な
ふ
声
に
更
科
は
。
一
間
を
し
づ
～
出
向
ひ
。
聞
及 

ひ
し
勘
作
様
。
御
息
女
も
我
夫
の
お
待
兼
。ｻ

ｱ

～
是
へ
と
の
給
ふ
内
。
勘
作
は
遠
慮 

な
く
。
孫
の
手
を
引
上
座
に
直
り
。ﾑ

ヽ
そ
ん
な
ら
こ
な
様
が
。
福
嶋
殿
の
今
の
お
内
義
か
。
聞 

ば
ま
だ
子
が
な
い
げ
な
の
。
お
ら
が
娘
も
旦
那
殿
の
お
剃
刀
を
戴
い
た
が
。
田
地
が
よ
か
つ 

た
か
日
和
ま
ん
の
塩
梅
か
。ｺﾚ

～
こ
ん
な
孫
め
出
か
し
ま
し
た
。
早
速
連
て
こ
ふ
と
思
ふ
た
れ 

ど
。
旦
那
殿
も
ゑ
い
や
つ
た
う
の
商
売
か
■
し
い
と
聞
た
故
。
こ
つ
ち
も
遠
慮
し
て
ゐ
る
内
。 
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唐
迄
為
業
に
居
て
戻
ら
し
や
つ
た
が
七
年
ぶ
り
。
唐
の
飛
脚
屋
の
所
は
知
ず
。
便 

一
つ
な
く
ば
こ
そ
。
と
く
れ
こ
く
れ
十
一
年
。
其
間
孫
め
に
㭷
一
本
持
さ
ば
こ
そ
。
頼
寺
の
お
住
寺 

頼
ん
で
手
習
ひ
さ
す
か
。
又
弐
三
丁
も
脇
に
ど
ゑ
ら
い
達
人
が
有
故
。
ゑ
い
や
つ
と
う 

を
習
は
す
か
。
兎
の
毛
で
突
た
程
も
怪
家
さ
せ
ず
。
是
程
迄
に
は
育
ま
し
た
。
所 

に
旦
那
殿
の
方
か
ら
。
無
事
で
ゐ
る
な
ら
連
て
こ
い
と
の
お
使
故
。
取
物
も
取
あ
へ
ず 

親
子
三
人
連
で
来
ま
し
た
が
。
急
な
事
故
何
に
も
土
産
と
い
ふ
て
も
な
し
。
所
の
名
物 

深
草
団
。
又
火
桶
や
土
器
の
様
な
物
が
入
な
ら
。
何
時
な
り
と
い
ふ
て
お
こ
さ
つ
し
や
り
ま
せ
。 
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お
ら
が
置
に
お
ろ
し
並
の
置
で
買
て
お
こ
し
ま
す
。ｲ

ﾔ
ﾏ
ｱ

何
よ
り
角
よ
り
。
頼
ま
に
や
な 

ら
ぬ
は
娘
の
お
す
ま
。ｲ

ﾔ

お
れ
が
本
妻
じ
や
お
れ
が
本
妻
じ
や
と
。
必
ず
せ
り
合
て
下
さ
り 

ま
す
な
へ
。
娘
挨
拶
せ
ぬ
か
い
や
い
。ｱ

ヽ
か
き
た
く
る
様
に
嗜
つ
た
ら
。
ほ
ん
と
り
と
草
臥
た
と
。 

褥
の
上
に
肘
枕
。
こ
ろ
り
と
こ
け
し
有
様
は
。
帛
紗
に
乗
た
干
蕪
。
在
所
育
の 

む
く
つ
け
親
父
。
見
聞
お
す
ま
は
気
の
毒
顔
。
と
ゝ
様
の
ふ
つ
か
う
も
生
れ
付
た
田 



舎
気
質
。
其
中
で
育
つ
た
私
ら
親
子
。
ど
ふ
で
お
気
に
は
い
ら
ぬ
が
ち
。
せ
め
て
お
寝 

間
の
上
お
ろ
し
。
お
手
廻
り
の
御
用
な
と
。
お
遣
ひ
な
さ
れ
て
下
さ
り
ま
せ
。
是
は
～
痛 
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入
た
る
御
挨
拶
。
現
在
主
の
お
世
継
■
産
ざ
お
前
手
柄
者
。ｦ

ヽ
勿
体
な
い
其
様
に
御
意
遊
ば
す
程
。
お
恥

か
し
い
と
打
笑
ふ
。
斯
と
聞
よ
り
福
嶋
左
衛
門
。
一
間
の
内
よ
り
立
出
れ
ば
。
久
し
う
逢
見
ぬ
夫
の
顔
。
見

る
に
お
す
ま
は
飛
立
思
ひ
。
積
る
恨
の
数
々
を
い
ふ
て
退
ふ
と
思
へ
共
。
傍
の
人
目
恥
ら
い
て
。
暫
い
ら
へ

は
な
か
り
け
る
。
左
衛
門
重
て
。
深
草
の
勘
作
殿
。
お
す
ま
に
も
堅
固
に
有
し
な
。
我
子
の
市
松
対
面
せ
ん
。

ｻ

ヽ
爰
へ
～
と
福
嶋
が
。
詞
に
市
松
両
手
を
つ
き
。
御
対
面
は
叶
は
ぬ
か
と
。
明
暮
な
つ
か
し
う
存
じ
て
お

り
ま
し
た
に
。
今
日
の
お
使
者
有
難
ふ
存
じ
ま
す
と
。
聞
て
勘
作
自
慢
顔
。
何
と
聟
様
。
此
親
父
が
育
が
ら
。

ど
ん
な
物
で
ご
ざ
り
ま
す
。
物
も
よ
ふ
書
ま
す
。
算
盤
は
ゑ
ら
し
。
ゑ
い
や
つ
と
う
か
ら
謡
■
■
。
取
分
茶

の
湯
は
。
利
休
さ
ま
の
御 
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弟
子
に
習
は
し
て
置
ま
し
た
が
。
お
ら
は
し
ら
ぬ
が
ゑ
ら
い
上
手
じ
や
げ
に
ご
ざ
り
ま
す
る 

て
。ﾅ

ﾆｽ
ﾘ
ﾔ

茶
道
に
も
心
が
け
有
と
はｦ

ヽ
神
妙
～
。
幸
今
日
は
御
勅
使
の
御
入
来
。
饗 

応
の
役
目
申
付
ん
必
ず
麁
相
の
な
い
や
う
に
。
随
分
心
を
付
召
れ
。
勘
作
に
は 

打
く
つ
ろ
ぎ
。
今
宵
は
是
に
一
宿
仕
や
れ
。
夫
は
忝
ふ
ご
ざ
り
ま
す
。
孫
が
大
事
の 

お
役
目
。
勤
負
せ
る
迄
こ
ち
と
ら
親
子
は
。
慈
照
寺
の
地
蔵
様
へ
参
つ
て
来
ま 

せ
う
。ｺ

ﾘ
ﾔ

孫
よ
ひ
だ
る
け
り
やｿ

ﾚ

遠
慮
せ
ず
と
。
茶
漬
な
り
と
喰
し
て
貰 

へ
ほ
ん
に
心
が
付
な
ん
だ
。
自
が
部
屋
へ
来
て
。ﾏ

ｱ

お
馴
染
の
盃
事
。ｲ

ｴ

～
戻
つ
て 
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く
る
迄
盃
は
お
預
け
申
し
ま
す
せ
う
。ｻ

ｱ

～
娘
き
り
～
せ
い
や
い
。
旦
那
様
孫
め
が
事
を
頼
み 

ま
す
と
親
子
は
い
そ
～
更
科
は
。
い
ざ
こ
な
た
へ
と
市
松
が
。
手
を
引
連
て
奥
と
外
。 

引
別
れ
て
ぞ
入
に
け
り
。
早
御
勅
使
の
御
成
と
こ
た
ふ
る
声
。
福
嶋
正
則
出
局
へ
間 

も
な
く
入
来
る
。
五
つ
松
の
宰
相
氏
里
卿
。
伴
ふ
武
士
は
三
上
監
物
。
胸
に
工
み
の
深 

べ
り
畳
。
ゆ
う
～
と
こ
そ
打
通
れ
ば
。
福
嶋
左
衛
門
両
手
を
突
。
遠
路
の
御
光
駕 

恐
悦
至
極
と
。
挨
拶
終
れ
ば
正
笏
し
。
真
柴
大
領
の
満
所
宇
治
の
方
。
平
産
の 

内
勅
に
立
た
る
所
。
此
銀
閣
へ
来
る
べ
し
と
。
招
き
に
よ
つ
て
立
越
た
り
。
過
分
の
心
配 
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無
用
に
仕
や
れ
。ﾊ

ﾂ
ｺ
ﾊ

有
難
き
御
仰
何
を
申
も
不
骨
の
我
々
。
楼
に
御
入
有
て 

御
酒
一
献
。ｿ

ﾚ

躮
市
松
。
御
勅
使
様
へ
麁
茶
一
服
。
早
く
～
と
詞
の
下
。
は
つ
と
い
ら
へ
て
市
松
が
。 

衣
服
大
小
改
め
て
運
ぶ
茶
碗
の
目
八
分
。
畳
ざ
は
り
も
し
と
や
か
に
。
の
つ
し
熨
斗
目 

の
振
の
袖
。
父
が
刀
の
柄
頭
か
ゝ
る
と
見
へ
し
が
う
つ
ぶ
し
に
。
ど
う
と
転
へ
ば
取
落
す
。
茶
碗
は
砕 

て
散
乱
し
首
尾
は
さ
ん
～
不
興
の
福
嶋
。
監
物
は
高
笑
ひ
。ﾊ

ヽ
ヽｲ

ﾔ
ﾅﾆ

正
則
殿
。ｱ

ﾉ

わ
つ
ぱ
は 

召
使
は
る
ゝ
小
御
■
従
か
と
思
ひ
の
外
。ｱ

ﾘ
ﾔ

貴
殿
の
御
子
息
な
。
行
義
作
法
驚
き
入
ま
し
た
。 

中
々
御
発
明
。
御
自
慢
な
さ
れ
。ｱ

。ｲ
ﾔ

～
斯
戦
国
の
砌
な
れ
ば
。
武
術
に
計
心
を
ゆ
だ
ね
風
雅 

８
６
オ 



の
道
に
疎
き
躮
。
不
礼
の
段
は
真
平
～
。
左
衛
門
殿ｽ

ﾘ
ﾔ

何
と
御
意
な
さ
る
。
御
子
息
は
武
芸 

に
お
心
か
け
か
有
と
な
。
監
物
是
に
て
拝
見
致
そ
ふ
。
お
望
な
ら
は
辞
退
は
不
礼ｿ

ﾚ

市 

松
此
福
嶋
が
覚
の
一
腰
。
是
を
も
つ
て
庭
前
のｱ

ﾉ

紅
葉
の
枝
。
只
一
刀
に
打
切
て
手 

練
の
程
を
お
勅
使
へ
と
。
父
が
差
図
に
市
松
が
。
爰
ぞ
恥
辱
の
雪
き
時
。
日
こ
ろ
の 

手
練
を
あ
ら
は
さ
ん
と
歩
み
寄
た
る
紅
葉
の
元
。
ふ
り
上
る
手
も
か
け
声
の
音
も
は
つ 

き
り
。
小
腕
の
な
ま
り
か
刃
の
業
か
。
枝
に
半
分
切
込
で
押
共
切
ね
ば
口
お
し
と
。
又
ふ
り 

上
れ
ば
躮
ま
て
。
扣
へ
お
ら
ふ
と
お
り
立
正
則
。
我
子
の
首
筋
取
て
引
す
へ
扇
追
取
て
う
～
と 
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打
す
へ
て
声
荒
ら
か
。
太
切
な
る
お
勅
使
の
御
前
に
て
。
不
作
法
と
や
云
ん
不
行
義
千
万
。
殊
に
此
割 

た
る
茶
碗
は
雪
の
下
と
号
て
大
領
久
吉
公
の
御
秘
蔵
。
故
有
て
福
嶋
知
行
に
か
へ
。
身
に
か
へ
て
拝
領 

な
し
た
る
秘
蔵
の
一
器
。
微
塵
に
な
す
の
み
な
ら
す
。
楓
の
小
枝
一
本
。
打
事
な
ら
ぬ
大
馬
鹿
め
。
親
の
名

を
汚
し
た
る
麁
忽
者
め
と
打
す
へ
～
。
打
す
へ
ら
れ
て
市
松
は
。
顔
も
得
上
ぬ
面
目
涙
庭
に
打
伏
泣
計
。
監

物
は
大
欠
扨
々
重
々
の
御
馳
走
。
御
子
息
の
手
の
内
。ｲﾔ

ﾊ
ﾔ

見
事
な
事
た
は
い
。
福
嶋
殿
人
そ
ば
へ
の
異
見

立
見
苦
し
。
取
置
召
れ
と
座
を
立
上
れ
は
。
氏
里
も
不
興
の
体
。
面
目
な
け
に
左
衛
門
正
則
。
躮
か
不
礼
は

幾
重
に
も
。
楼
に
御
入
有
て
珍
ら
し
か
ら
ぬ
都
の
風
景
。
勅
使
様
。
監
物
殿ｲｻ

御
案
内
と
先
に
立
我
子
に
心

残
れ
共
。
親
子
隔
の
銀
襖
引
た
て 

８
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て
こ
そ
入
に
け
る
。
跡
は
物
音
。
し
ん
～
と
。
哀
れ
を
添
る
鹿
の
音
の
。
い
と
ゞ
悲
し
き 

秋
の
空
。
不
便
や
庭
に
市
松
は
汐
の
干
潟
の
捨
小
船
。
よ
る
べ
涙
の
。
顔
を
上
ほ
ん
に
思
へ
ば 

此
身
程
。
因
果
な
者
が
世
に
有
ふ
か
年
頃
日
頃
祖
父
様
の
。
お
世
話
に
成
た 

か
ひ
も
な
ふ
。
勅
使
の
御
前
で
重
る
恥
辱
。
我
身
の
恥
よ
り
と
ゝ
様
の
お
顔
も
立
ず
。 

祖
父
様
や
か
ゝ
様
迄
指
ざ
し
し
ら
る
ゝ
不
孝
の
上
ぬ
り
。
恥
辱
を
取
た
此
腕
が
。
切
て
捨 

た
い
口
惜
い
。
民
よ
り
育
と
口
の
端
に
。
か
ゝ
る
不
孝
も
身
の
不
運ｴ

ヽ
浅
間
し
や
ふ
が
ひ 

な
や
。
こ
り
や
何
と
せ
ふ
と
ふ
せ
う
と
。
立
た
り
居
た
り
身
を
も
だ
へ
悔
歎
く
ぞ
や
い
ぢ 
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ら
し
し
。
か
ゝ
る
哀
れ
を
白
髪
の
勘
作
。
娘
の
手
を
引
い
つ
き
せ
き
。
戻
り
か
ゝ
り
し
切 

戸
口
。
な
む
三
こ
り
や
戸
が
し
ま
つ
て
有
。
誰
ぞ
明
て
下
さ
り
ま
せ
と
。
叩
く
物
音
聞 

市
松
。
稚
心
の
一
筋
に
。
顔
見
合
し
て
は
今
さ
ら
に
。
言
訳
な
し
と
腰
刀
。
抜
手
も
見
せ 

ず
我
腹
へ
。
ぐ
つ
と
突
込
七
転
八
倒
。
苦
し
む
声
に
か
け
出
る
更
科
。
勘
作
親
子
は
心
得 

ず
と
。
切
戸
を
無
理
に
押
や
ぶ
り
。
門
入
庭
先
市
松
が
。
朱
に
染
た
る
苦
痛
の
体
。ﾔ

ｱ

こ
り
や 

孫
よ
。
何
と
し
た
の
じ
や
ぞ
い
や
い
奥
さ
ま
様
子
は
～
と
。
親
子
は
白
洲
に
腰
も
抜
。
仰
天
す
る 

こ
そ
道
理
な
り
。
手
負
は
涙
の
顔
ふ
り
上
。
言
訳
も
な
い
祖
父
様
か
ゝ
様
。
一
通
り
聞
て
下 
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さ
れ
。
お
勅
使
の
御
前
に
お
い
て
。
と
ゝ
様
の
御
秘
蔵
有
。
茶
碗
を
割
し
不
調
法
。
其
恥
を
包
ん
と
。 

と
ゝ
様
の
お
心
づ
か
ひ
。ｱ

ﾉ

庭
前
の
楓
の
枝
。
切
取
て
お
勅
使
に
。
手
練
の
手
の
内
御
意
に
入
子
と
。 

仰
を
請
て
立
向
ひ
。
切
共
討
共
刃
は
立
ず
。
恥
に
恥
を
重
る
此
身
。
永
の
月
日
の
御
養
育
。 



行
義
作
法
は
ま
だ
な
事
。
弓
矢
打
物
取
事
迄
。
教
へ
貰
ふ
た
か
ひ
も
な
い
。
一
世
一
度
の
晴 

の
場
所
。
仕
損
じ
た
る
口
惜
さ
。
言
訳
な
さ
に
死
ま
す
る
。
怪
家
で
有
た
と
と
ゝ
様
に
。
詫
し
て
た
べ 

と
計
に
て
跡
は
詞
も
泣
入
ば
。
勘
作
は
大
声
上
。ｦ

ヽ
道
理
じ
や
～
尤
じ
や
。
さ
ぞ
無
念
に
有
ふ
口 

惜
か
ら
ふ
。
が
去
な
が
ら
。
ど
ん
な
強
い
侍
で
も
。
軍
に
出
れ
ば
時
の
運
。
負
る
事
も
勝
事 

８
８
ウ 

も
。
其
時
折
の
身
の
不
■
。
そ
ん
な
事
を
気
に
か
け
て
。
死
で
し
ま
ふ
と
い
ふ
様
な
短
気
な 

事
が
有
物
か
い
や
い
。ｱｲ

～
そ
ふ
で
ご
ざ
ん
す
共
。ｴ

ヽ
聞
へ
ぬ
は
正
則
様
。
我
子
の
事
じ
や
な
い
か
い
な
。 

是
迄
荒
い
風
に
さ
へ
。
当
ぬ
様
に
育
た
此
子
。
打
物
わ
さ
に
か
た
ま
ら
ぬ
し
う
を
く
ろ 

め
て
下
さ
つ
た
迚
。
ま
ん
ざ
ら
罪
も
当
る
ま
い
。
刃
に
か
け
て
殺
さ
ふ
迚
。
は
る
～
連
て
登
つ 

た
か
と
。
思
へ
ば
身
も
世
も
あ
ら
れ
ぬ
と
。
我
子
に
取
付
声
を
上
わ
つ
と
計
に
泣
沈
む
。
我 

子
の
最
期
と
聞
よ
り
も
。
襖
あ
ら
は
に
福
嶋
左
衛
門
。
手
負
の
傍
に
さ
し
寄
て
。
太
切 

な
る
晴
の
場
所
を
仕
損
じ
た
る
誤
り
。
恥
を
知
て
切
腹
と
は
。ﾎ

ヽｦ

出
か
し
た
～
。
遉
は
父
が
子 
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成
ぞ
と
。
介
抱
他
事
な
き
夫
に
縋
り
。ｴ

ヽ
気
強
い
ぞ
や
我
夫
。
お
前
計
で
。
義
理
有
我 

子
を
殺
し
ま
し
て
ご
ざ
ん
す
か
い
なｱ

。ﾎ

ヽｦ

其
恨
は
去
事
な
が
ら
。
我
子
の
最
期
は
覚
悟
の
前
さ
。 

切
腹
さ
せ
し
も
我
計
ら
ひ
と
。
皆
迄
聞
ず
勘
作
は
。
左
衛
門
が
傍
に
膝
突
か
け
。
こ
れ 

聟
殿
。
聟
様
め
。
今
孫
め
が
い
ふ
を
聞
ば
。
木
の
枝
を
切
損
ふ
た
と
や
ら
。
又
大
事
の
茶
碗 

を
砕
た
と
や
ら
。
こ
な
様
の
身
上
で
。
何
の
茶
碗
の
十
人
前
や
廿
人
前
。
砕
た
迚
何
事
が 

有
ぞ
い
の
。
そ
れ
程
大
事
の
茶
碗
な
ら
。
焼
継
に
や
つ
て
も
済
さ
ふ
な
事
。
扨
も
～
。
侍
と 

い
ふ
商
売
は
。
胴
欲
な
商
売
じ
や
の
ふ
。
天
に
も
地
に
も
か
け
が
へ
な
い
子
を
殺
し
て
覚
悟
の 
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前
と
は
何
の
た
は
言
。ｻ

ｱ

其
訳
云
し
や
れ
ど
ふ
で
ご
ざ
る
。ﾎ

ヽ
そ
れ
に
こ
そ
子
細
あ
れ
主
君 

大
領
久
吉
公
。
名
古
屋
御
凱
陣
の
砌
。
何
者
共
し
ら
ず
御
乗
物
へ
。
鉄
砲
を
打
か
け
し
が
。
世
上 

の
騒
ぎ
と
深
く
包
隠
す
と
い
へ
共
。
今
は
命
終
に
か
ゝ
は
る
由
。
是
を
治
す
る
に
は
巳
の 

年
巳
の
日
に
出
生
せ
し
男
子
の
生
血
に
。
慈
補
の
薬
を
ま
じ
へ
用
ひ
な
ば
。
即
座 

に
御
全
快
な
る
と
。
典
薬
の
教
へ
に
任
せ
。
則
某
に
此
役
目
仰
付
ら
る
ゝ
。ｻ

君
命
と
は
云 

な
が
ら
。
科
な
き
者
の
命
は
取
れ
ず
。
い
か
ゞ
は
せ
ん
と
肺
肝
を
砕
く
折
か
ら
。
思
ひ
当
り
し
躮 

が
年
支
。
天
の
与
へ
と
呼
寄
し
が
。
是
迄
数
度
の
戦
場
に
て
。
敵
の
五
十
騎
六
十
騎 
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只
一
刀
に
切
取
し
も
。
物
の
数
と
は
思
は
ざ
り
し
が
。
遉
骨
肉
恩
愛
の
躮
が
命
討
か
ね 

て
。
な
ま
く
ら
物
の
刀
を
渡
し
。
恥
辱
を
あ
た
へ
切
腹
さ
せ
ん
と
。
あ
ざ
と
い
父
が
方
便
を
ば
。 

誠
と
思
ひ
よ
く
死
だ
。
腹
切
た
。
忠
義
者
じ
や
と
突
か
く
る
。
涙
呑
込
～
で
。
始
終
を 

悟
る
爺
親
の
。
詞
に
手
負
は
目
を
ひ
ら
き
。
嬉
し
い
～
。ｺﾚ

祖
父
様
か
ゝ
様
。
今
の
お
詞 

を
聞
て
か
や
。
切
た
刀
は
な
ま
く
ら
物
。
無
念
な
事
は
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
。
死
だ
跡
で
爺
様 

を
。
恨
ん
で
ば
し
下
さ
る
な
や
。
忠
義
と
や
ら
に
死
る
の
は
。
侍
の
習
ひ
じ
や
け
な
。
と
は
い
ふ
物 

の
。
お
名
残
惜
い
は
と
ゝ
様
か
ゝ
様
。
ま
一
度
と
つ
く
り
お
顔
が
見
た
い
。
お
暇
乞
が
し
た
け
れ
ど 



９
０
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も
ふ
目
が
見
へ
ぬ
。
祖
父
様
じ
ゆ
つ
な
い
～
。
も
ふ
物
い
は
し
て
下
さ
る
な
。
苦
し
い
わ
い
の
と
い
ふ 

声
も
。
次
第
に
弱
り
た
へ
～
と
。
お
し
や
蕾
に
置
露
の
消
て
は
か
な
く
成
に
に
け
り
。 

わ
つ
と
計
に
二
人
が
。
死
骸
を
中
に
取
乱
し
前
後
正
体
な
か
り
し
が
。
狂
気
の
ご
と
く 

勘
作
が
。
空
し
き
體
を
押
動
か
し
。
孫
や
い
。ｴ

ヽ
聟
殿
も
ふ
孫
は
死
ま
し
た
は
い
の
う
。
今 

端
の
際
に
せ
め
て
ま
あ
。
今
一
度
物
を
い
ふ
て
く
れ
。
不
便
の
者
や
可
愛
や
と
。
抱
き 

し
め
～
身
も
だ
へ
し
た
る
叫
び
泣
。
娘
は
い
つ
そ
泣
く
づ
お
れ
。
ほ
ん
に
常
か
ら
お
と
な
し
う
。
明 

暮
爺
様
を
恋
こ
が
れ
。
逢
た
其
侭
此
様
な
。
は
か
な
い
別
れ
を
す
る
と
い
ふ
は
。ﾏ 
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よ
く
～
薄
い
親
子
の
縁
。ｻ

ｲﾔｲ

。
こ
ん
な
事
な
ら
此
跡
の
。
大
煩
ひ
に
死
お
つ
た
ら
。
諦
め
様
も
有
ふ 

物
。
刃
に
か
ゝ
つ
て
死
る
の
は
。
非
業
の
様
に
思
は
れ
て
。
一
倍
悲
し
い
い
ぢ
ら
し
し
と
。
声
を
限
り
に
く

ど
き
立
大
声
上
て
伏
転
ひ
。
歎
け
ば
遉
正
則
夫
婦
。
恩
愛
死
別
の
憂
涙
。
涙 

～
は
も
ろ
袖
に
満
く
る
汐
の
荒
磯
や
浪
立
騒
ぐ
如
く
な
り
。
正
則
心
取
直
し
用
意 

の
。
器
た
づ
さ
へ
て
。
我
子
の
死
骸
の
傍
に
寄
。
顔
を
背
け
て
疵
口
よ
り
。
取
出
す
精
血
誰 

～
も
。
又
く
り
か
へ
す
。
面
涙
。
左
衛
門
制
し
てｺ

ﾚ

い
づ
れ
も
。
返
ら
ぬ
繰
言
不
覚
の
至
り
。
犬
死 

な
ら
ぬ
躮
が
死
骸
。
せ
め
て
仏
間
て
密
の
回
向
と
。
差
図
に
是
非
も
三
人
か
。
涙
な
が
ら
に 
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亡
骸
を
。
い
だ
き
か
ゝ
へ
て
奥
庭
へ
伴
ふ
。
六
字
六
道
の
。
地
蔵
和
讃
を
野
辺
の
供
。
帰
命 

頂
礼
地
蔵
尊
釈
迦
の
ふ
ぞ
く
を
。
お
く
念
し
。
悪
趣
に
出
現
仕
給
ひ
て
衆
生
の
苦
患
を 

導
け
り
。
導
く
涙
の
露
雫
。
■
し
涙
の
奥
と
口
引
別
れ
て
ぞ
入
に
け
る
。
秋
の
夜
の
。 

虫
の
声
さ
へ
。
物
凄
く
音
に
ぞ
寄
か
。
白
浪
の
し
づ
～
出
る
勅
使
氏
里
。
窺
ひ
寄
た
る 

二
人
の
力
者
。
弱
腰
し
つ
か
と
組
付
を
。
直
に
ほ
ぐ
れ
て
頭
転
倒
。
奥
は
舞
曲
の
打
は
や
し
。
笛
の
ひ
し
ぎ

や
矢
が
ら
し
め
。
左
右
一
度
に
ど
つ
さ
り
と
。
打
込
太
鼓
鼓
の
し
ら
べ
。
乱
れ
調
子
に
し
が
み
つ
く
。
二
人

が
衿
が
み
鷲
づ
か
み
ぐ
つ
と
一
し
め
て
転
八
倒
。
絶
入
死
骸
蹴
飛
し
～
。
己
が
自
業
を
松
虫
の
。ｱ

ﾚ

～ 
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声
の
や
さ
し
や
と
。
そ
ら
さ
ぬ
気
色
次
の
間
よ
り
。
う
そ
～
出
る
三
上
監
物
お
頭ｼ

ﾃ

声
が
高
い
久
吉
目
を
討

取
ん
と
勅
使
と
成
て
入
込
し
に
。
日
外
の
鉄
砲
疵
に
て
九
死
一
生
と
や
。
此
上
は
正
則
が
。
忠
義 

に
て
調
へ
た
る
金
艙
の
妙
薬
。
我
利
腕
の
刀
疵
。
本
復
さ
す
る
我
手
段
。ｼ

ﾃ

其
一
薬
はﾅ

。 

ﾎ

ヽ
深
く
包
て
此
楼
へ
隠
せ
し
様
子
。
其
方
は
片
時
も
早
く
。
忍
べ
～
と
追
立
や
り
。
其
身
は 

又
も
ゆ
う
～
と
。
納
る
胸
の
広
庭
づ
た
ひ
。
白
砂
蹴
立
出
て
行
。
始
終
こ
な
た
に
立
聞 

お
す
ま
。
襖
を
そ
つ
と
さ
し
足
抜
足
。ﾌ

ﾝ

今
の
勅
使
の
詞
で
は
。
太
切
の
あ
の
薬
。
も
し
盗 

ま
れ
て
は
我
子
も
犬
死
。
夫
の
忠
義
も
水
の
泡
。
そ
ふ
じ
や
～
と
帯
引
し
め
。
か
い
～
敷
も 
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楼
へ
つ
ゞ
い
て
登
る
庭
先
へ
息
を
切
て
物
見
の
軍
卒
。
味
方
の
大
変
御
注
進
と
呼 

は
る
に
ぞ
。
追
取
刀
に
左
衛
門
正
則
。ﾔ

ｱ

加
嶋
忠
蔵
。
味
方
の
変
と
は
気
遣
は
し
。
何
と
～
さ
ん 

候
武
田
四
郎
信
勝
。
南
禅
寺
の
山
門
を
陣
所
と
定
め
備
へ
を
立
。
桃
山
の
御
所
を
攻 



討
ん
と
。
手
勢
す
ぐ
つ
て
一
千
余
騎
。
二
手
に
別
れ
魚
鱗
の
備
へ
。
宛
も
破
竹
の
其
勢
。 

御
用
意
有
て
然
る
べ
し
と
申
捨
て
ぞ
引
返
せ
ば
。ﾔ

ｱ

聞
捨
な
ら
ぬ
大
事
。
い
で
ぼ
つ
ち
ら
し 

て
く
れ
ん
ず
。
か
た
～
出
馬
の
用
意
有
と
い
ふ
よ
り
早
く
。
鎧
投
か
け
小
手
脛
当
。
六
具
に
か
た 

む
る
忠
義
の
金
鉄
。
十
文
字
の
鑓
引
さ
げ
飛
が
如
く
に
か
け
り
行
。
心
な
ら
ず
も
更
科 

９
３
オ 

が
胸
の
早
鐘
陣
太
鼓
。
嵐
に
連
て
。
動
揺
せ
り
。
勘
作
は
う
ろ
～
眼
。
申
～
更
科
様
。
晴 

な
い
又
ど
ん
ち
や
ん
。
爰
へ
軍
が
来
ま
す
が
の
。
そ
し
て
ま
あ
此
お
す
ま
め
は
何
所
に
居
を
る
事 

じ
や
や
ら
。
聟
殿
が
切
つ
は
つ
つ
。ｱ
ヽ
怪
家
さ
つ
し
や
れ
ね
ば
よ
い
が
の
ふ
。
軍
の
留
主
と
い
ふ 

物
は
。
き
つ
う
気
の
も
め
る
物
じ
や
の
ふ
。ｱ

ｺﾚ

～
申
。
狼
狽
る
所
じ
や
な
い
。
幸
の
楼
よ
り
軍
の 

様
子
を
合
点
か
。
我
も
勝
利
を
遠
見
の
用
意
と
。
小
褄
引
上
り
ゝ
し
く
も
。
欠
入
更
科
勘 

作
は
。
震
ふ
膝
ふ
し
わ
く
せ
き
と
登
る
。
二
階
の
楼
作
り
。
上
に
は
監
物
件
の
一
薬
。
安
々
奪 

立
退
所
。
や
ら
じ
と
さ
ゝ
ゆ
る
女
の
非
力
。ｼ

ﾔ

面
倒
な
と
抜
打
に
。
切
込
刀
受
流
し
。
あ
し 

９
３
ウ 

ら
ふ
無
刀
の
あ
ら
悲
し
や
。
肩
先
四
五
寸
切
下
ら
れ
。
う
ん
と
倒
る
ゝ
其
隙
に
。
三
上
は
遁 

れ
迯
て
行
。
す
れ
違
ふ
て
も
白
髪
の
親
仁
。
此
体
見
る
よ
り
か
け
寄
て
。ｺ

ﾘﾔ

～
娘
お
す
ま 

や
い
。
誰
此
様
に
切
た
ぞ
と
。
い
だ
き
か
ゝ
へ
る
介
抱
に
。
む
つ
く
と
起
て
。ﾔ

ｱ

と
ゝ
様
か
。
遅
か
つ
た
～

わ
い
な
。ﾑ

ヽ
扨
は
今
の
侍
め
が
所
為
じ
や
な
。ｴ

ヽ
か
て
ゝ
く
は
へ
て
聟
殿
は
軍
に
行
れ
る
。ｱ

ﾚ

～
。 

ｱ
ﾉ

人
声
の
其
中
に
居
や
し
や
る
と
い
や
い
。ﾔ

ｱ

～ｽ
ﾘﾔ

夫
は
剱
の
中
に
か
。ﾊ

ｱ

。
心
元
な
や
気
づ
か
ひ 

と
。
よ
ろ
め
き
～
高
欄
に
。
手
を
か
け
。
見
れ
と
見
へ
分
ぬ
。
黄
昏
時
の
お
ぼ
つ
け
も
。
深
手
に 

苦
し
む
其
有
様
。ｱ

ヽ
其
様
に
気
を
も
ん
で
。
必
死
で
く
れ
な
よ
と
。
い
た
は
り
歎
く
親
心
。
聟 

９
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も
気
遣
ひ
。
娘
も
気
遣
ひ
。
谺
に
ひ
ゞ
く
。
鯨
波
。
心
も
空
に
延
上
り
見
や
る
四
面
の
山
々
は
。
早 

精
霊
の
送
り
火
や
。
あ
ら
精
霊
の
手
向
か
と
又
思
ひ
出
す
憂
涙
。
な
む
妙
法
の
法 

の
道
。
照
さ
せ
給
へ
と
手
を
合
せ
。
是
や
弘
誓
の
舟
岡
山
。
か
し
こ
は
数
万
の
挑
提
松
明
天 

を
こ
が
す
や
己
が
身
も
。
爰
に
こ
が
す
る
憂
涙
。
共
に
泣
々
郭
公
。
血
を
思
ひ
親
と
子
が
哀 

を
。
爰
に
（
三
重
）
梅
が
香
に
。
暮
を
と
へ
は
春
の
月
。
頃
は
秋
来
ぬ
。
空
な
れ
や
。
嵯
峨
野
の
奥
の 

山
深
く
。
葎
の
宿
の
い
と
さ
び
て
。
菩
提
の
金
の
物
か
い
と
。
鳥
の
音
な
ら
で
勤
経
も
。
浮
世
の 

塵
を
掃
捨
る
。
庭
に
。
奴
が
鬢
鏡
。
髭
の
塵
よ
り
己
が
髭
。
つ
つ
ぱ
る
箒
の
や
り
お
と
か
い
我
名
を 

９
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何
と
夕
栄
の
。
誰
と
か
。
人
は
白
浪
や
。
胸
に
無
量
を
■
ひ
た
る
■
左
衛
門
。
跡
に
三
上
か
引
添
て
帰
る
。

我
家
の
軒
近
く
。
夫
と
奴
の
力
平
が
。
小
腰
屈
て
出
向
へ
ば
。
新
参
の
力
平
花
壇
の
掃
除
太
義
～
。
時
な
ら

ぬ
梅
花
と
云
。
庭
に
色
増
此
牡
丹
。
そ
ち
が
心
に
い
か
ゞ
思
ふ
や
。
是
は
又
元
生
帰
る
事
も
人
に
寄
ま
す
。

高
が
弐
合
半
の
も
つ
そ
う
奴
。
何
の
差
別
が
ご
ざ
ら
ふ
と
。
人
を
見
下
す
三
上
が
一
言
。
力
平
は
苦
笑
ひ
。

成
程
三
上
様
の
仰
の
通
り
。
雲
助
同
然
に
渡
り
奉
行
致
す
下
郎
の
義
。
い
ろ
は
の
い
の
字
も
知
な
い
で
ご
は

り
ま
す
。
併
御
主
人
の
お
為
に
御
返
答
致
さ
な
い
は
返
つ
て
不
礼
か
と
憚
り
な
が
ら
存
じ
ま
す
。ｽﾘ

ﾔ

我
が

先
生
へ
何
ぞ
い
ふ
て
見
る
心
か
。
我
か
。ｺ

ﾘ
ﾔ

面
白
い
。
さ
ら
ば
聴
聞
致
そ
う
か
と
。
ひ
や
う
ま
づ
け
ば
縣



誓
し
て 
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ﾊ
ﾃ

扨
い
ら
ざ
る
事
に
無
益
の
問
答
。
彼
め
し
や
迚
米
く
ふ
虫
五
分
や
七
分
の
魂
が
な
く
ち
や
叶
は
ぬ
。
力
平

ｻ

ヽ
ど
ふ
じ
や
。
～
と
打
解
し
。
詞
にﾊ

ﾂ

と
両
手
を
つ
き
。
梅
や
牡
丹
の
時
な
ら
ず
し
て
ヶ
様
に
盛
り
を
見

せ
申
す
も
。
山
陰
の
御
浪
人
も
時
待
ず
し
て
で
つ
か
ち
な
い
御
立
身
な
さ
れ
ん
と
の
御
前
良
か
と
存
じ
ま

す
る
と
才
智
の
即
答
。ﾎ
ヽ
主
家
を
寿
く
当
座
の
答
出
か
す
～
。ｲﾔ

ﾅ
ﾆ

三
上
大
蔵
其
方
は
是
よ
り
直
様
件
の

手
番
ひ
早
く
～
。
然
ら
は
万
事
は
。ﾊ

ﾃ

扨
詞
多
き
は
品
少
し
と
。
早
く
行
き
や
れ
と
追
立
や
り
。
何
角
心
に

打
諾
き
其
身
は
し
づ
～
房
の
内
。
障
子
一
重
に
。
勝
姫
君
。
御
経
読
誦
の
声
澄
て
。
無
常
を
添
る
り
ん
の
音
。

つ
き
■
な
け
れ
は
奴
の
力
平
。ﾄ

ﾘ
ﾔ

部
屋
へ
往
て
休
ふ
か
と
。
立
ん
と
す
る
を
。
待
々
。
其
方
に
は
ま
だ
用

事
が
有
。ｲ

ﾔﾅ
ﾆ

勝
姫
殿
。
其
様
に
仏
間
へ 
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籠
り
居
召
る
を
見
る
も
気
の
毒
。
暫
時
の
積
鬱ｻ

爰
へ
～
と
音
な
ふ
に
ぞ
。
今
は
胡
国
の
捕
れ
と
。
形
も
。 

容
も
そ
ぎ
尼
の
。
い
と
殊
勝
に
も
。
立
出
給
ひ
。
縣
様
に
は
只
今
の
お
帰
り
と
な
。
嘸
お
労
れ
と
詞
さ
へ
世

に
そ
難
面
御
身
の
末
。
見
る
め
い
ぶ
せ
き
風
情
也
。
左
衛
門
ほ
く
～
打
諾
き
。
花
の
姿
を
そ
ぎ
尼
と
は
無
分

別
の
第
一
。
殊
に
胎
内
に
は
久
次
が
種
を
や
ど
し
。
尼
道
心
と
は
曲
が
な
い
。
身
が
■
く
の
執
心
。
け
ふ
は

是
非
と
も
抱
て
ね
は
ん
の
御
入
仏
。ｻ

ど
ふ
じ
や
。
～
と
目
を
細
め
。
顔
に
似
合
ぬ
色
好
み
。
聞
も
う
る
さ

く
勝
姫
は
珠
数
打
払
ひ
～
。
無
常
世
尊
も
其
昔
。
阿
難
に
太
子
か
は
し
ま
し
。
恩
重
経
を
説
給
ふ
。
又
忉
利

天
に
て
安
居
の
法
を
説
給
ふ
も
。
皆
孝
養
の
為
と
か
や
。
女
は
五
障
の
罪
深
し
と
は
云
な
が
ら
。
頼
有
草
木

も
土
も 
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皆
仏
体
と
聞
な
れ
ば
。
亡
我
夫
の
菩
提
の
為
。
又
一
つ
に
は
此
身
の
後
生
。
助
ら
ん
と
思
ふ
よ
り
外
望
な
し
。

あ
ら
勿
体
な
や
恐
し
し
。
赦
し
給
へ
と
袖
打
払
ひ
。
立
退
給
ふ
姫
が
首
筋
鷲
掴
み
。ﾔｱ

胸
悪
い
よ
ま
い
言
よ

し
～
。ﾔ

ｲ

力
平
。
姫
が
■
首
打
放
せ
と
。
せ
き
立
顔
色
力
平
押
留
。ﾊ

ﾃ

扨
お
旦
那
夫
は
御
短
慮
。
恋
は
木
折

に
参
ら
ぬ
物
。
初
奉
公
の
下
郎
め
が
手
柄
初
に
此
恋
旦
那
へ
お
取
持
致
す
で
ご
は
り
ま
す
。ｱﾉ

其
方
が
見
事

此
恋
を
取
持
か
よ
。
無
常
に
堅
し
尼
御
の
城
郭
。
落
城
さ
す
は
心
の
か
け
引
。ﾑ

ヽ
落
城
さ
す
と
は
よ
く
い

ふ
た
。
返
事
を
待
は
奥
の
別
間
。
力
平
後
に
と
主
従
が
恋
の
桟
橋
か
得
ぬ
。
姫
を
伴
ひ
奥
と
口
引
別
れ
て
ぞ

入
に
け
る
。
花
園
の
。
小
蝶
を
さ
へ
や
下
草
に
。
乱
れ
初
に
し
。
我
涙
。
露
て
ふ
物
か
袖
に
降
。
花
に
小
蝶

の
浦
山
し
。
に
く
や
番
の
蝶
の
羽
の 
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菜
の
葉
に
と
ま
れ
。
と
ま
れ
菜
の
葉
に
蝶
々
よ
。
さ
つ
さ
笹
豆
弁
長
が
。
ま
ん
丸
天
窓
は
満
月
。
か
い
や
片

わ
れ
月
の
我
思
ひ
。
乱
れ
乱
る
ゝ
妹
千
■
。
肩
に
梢
の
短
冊
も
。
今
は
仇
な
り
是
な
く
ば
。
忘
る
ゝ
事
の
。

有
か
な
い
か
。
お
て
ゝ
こ
て
んｲ

ﾔ

す
て
ゝ
こ
て
ん
。
天
の
こ
ん
ず
や
笄
の
。
は
い
し
い
ど
う
～
。
お
手
馬
お

手
医
者
。
按
摩
け
ん
へ
き
は
り
こ
の
顔
や
■
違
ふ
。
し
ゆ
く
し
や
結
ひ
に
笹
結
ひ
。
お
き
や
が
り
小
■
師
。

振
鼓
。
ち
つ
ぽ
く
。
た
ん
ほ
嫁
菜
。
土
■
心
づ
く
し
も
化
野
の
乱
心
やｱ

ﾚ

～
～
風
の
羽
か
へ
し
ひ
ら
～
～
。

小
蝶
の
夢
の
は
か
な
く
も
。
狂
ひ
。
廻
る
ぞ
ぜ
ひ
も
な
き
。
身
の
う
さ
を
払
ふ
は
法
の
玉
帯
。
思
ひ
～
に
■

染
や
。
床
の
衣
も
ひ
と
へ
成
。
瓢
た
ゝ
き
て
鉢
た
ゝ
き
。
見
る
よ
り
弁
長
走
寄
。ﾊ

ヽ
し
や
れ
た
り
な
茶
筅



売
。
悪
体
の
故
事
来
歴
が
聞
た
い
なｱ

～
。ｦ

ヽ
夫
こ
そ
我
か
好
む
所
。
あ
ら
～
申
述
べ
し
と
。
詞
揃
へ
て
立

な
ら
べ
り
。
■
茶
筅
に
ふ
り 
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立
る
茶
は
元
来
に
も
有
ず
又
。
草
に
て
も
候
は
ず
。
彼
唐
土
の
名
医
と
呼
。
耆
婆
が
墓
所
に
初
て
生
立
。
二

万
二
千
の
茶
能
有
て
現
世
の
病
を
助
る
は
是
。
則
未
来
の
苦
患
を
救
ふ
に
等
し
。
扨
又
此
瓢
箪
は
。
腰
に
し

や
ん
と
か
つ
付
て
。
走
れ
ど
飛
ど
ふ
ら
～
と
。
こ
け
ぬ
が
奇
得
年
寄
の
則
守
は
是
な
り
と
。
弁
に
任
喋
り
け

る
。
扨
て
も
し
た
り
語
つ
た
り
。
迚
も
の
事
に
此
お
娘
。
少
し
心
は
空
蝉
の
。
衣
の
役
に
教
化
を
ば
。
頼
は

二
人
へ
渡
し
たｿ

ﾚ

～
～
や
つ
と
や
。
浮
れ
～
て
弁
長
は
。
か
し
こ
へ
こ
そ
は
走
入
。
千
数
は
二
人
か
顔
打
詠

め
。
面
白
そ
ふ
な
今
の
跡
。
迚
も
の
事
に
私
が
あ
と
を
打
程
に
。ｦ

ﾂ
ﾄ

心
得
侍
ふ
也
。
扨
々
結
構
な
る
お
茶

ち
や
の
茶
筅
。
か
き
立
呑
せ
ば
。
い
か
成
ば
ん
茶
も
泡
盛
の
酒
甘
露
か
薄
茶
に
濃
茶
。ｦ

其
濃
茶
こ
そ
仏
さ

へ
。
も
と
は
凡
夫
の
思
は
く
に
。
恋
の
紲
を
結
ん
で
は
。
■
涅
槃
の
長
枕
。 
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か
は
さ
ん
し
た
と
聞
物
を
。
そ
り
や
誰
が
。ﾊ

ﾃ

こ
な
様
が
。
其
枕
こ
そ
思
ひ
有
。
一
夜
の
契
り
に
百
年
の
。

命
も
今
は
絶
な
ん
と
。
筐
の
筆
の
あ
だ
し
事
。ｱﾚ

～
西
方
鳴
原
へ
。
三
ま
い
肩
で
行
雲
の
。
雪
の
素
足
の
八

文
字
。
毎
夜
出
口
に
わ
し
や
橘
の
花
の
契
り
の
情
し
る
。
其
主
様
に
逢
せ
て
た
べ
。
逢
れ
ぬ
事
か
と
諄
立
其

侭
そ
こ
に
狂
ひ
伏
。
扨
は
恋
故
心
の
乱
れ
。
い
た
は
し
さ
よ
と
巻
筆
が
。
袖
に
露
置
女
気
の
。
俱
に
道
理
と

左
馬
助
。
傍
に
落
ち
る
短
冊
を
。
手
に
取
上
て
。ﾑ

ヽ
か
は
る
な
よ
け
ふ
解
初
し
下
■
の
。
な
が
き
契
り
や

幾
代
経
ぬ
と
も
。
と
吟
じ
返
し
て
扨
こ
そ
～
。
此
女
こ
そ
い
つ
ぞ
や
筑
紫
の
旅
館
に
お
い
て
。
大
内
の
使
と

偽
り
雄
龍
の
剱
奪
取
た
る
御
太
刀
の
盗
賊
。
奥
へ
踏
込
剱
の
詮
義
。
成
程
～
私
迚
も
難
波
に
お
い
て
奪
取
れ

し
勝
姫
様
。
慥
此
家
に
お
は
す
る
由
。
詮
義
の
為
の
此
姿
。
御
用
意 
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な
さ
れ
清
明
様
と
。
嗜
む
一
腰
銘
々
に
さ
し
か
た
め
た
る
互
の
忠
義
。
千
枝
は
む
つ
く
と
起
直
り
。
扨
は
あ

な
た
は
清
明
様
と
か
は
り
果
に
し
お
心
故
。
心
の
迷
ひ
と
き
ま
き
と
思
ひ
悩
て
ゐ
た
り
し
が
。
よ
ふﾏ

ｱ
お
顔

を
見
せ
て
い
の
と
。
縋
り
付
て
取
て
突
退
。ﾔｱ

情
は
情
恋
は
仇
。
四
海
の
科
人
女
な
れ
共
用
捨
は
な
ら
ぬ
。

ｻ
ｱ

御
太
刀
の
有
所
白
状
せ
よ
と
。
い
ふ
顔
を
。
や
ゝ
打
詠
目
に
涙
。
父
上
共
母
様
共
。
た
つ
た
一
人
の
兄
様

の
御
差
図
に
。
何
の
心
も
情
な
い
過
し
別
れ
の
其
後
は
。
何
を
便
り
に
泣
明
し
。
女
の
智
恵
の
浅
は
か
に
も
。

賢
気
違
ひ
と
姿
を
な
し
。
吟
ひ
あ
り
く
も
主
様
に
ど
ふ
ぞ
今
一
度
逢
事
の
。
あ
ら
れ
ぬ
私
が
憂
思
ひ
。
神
や

仏
の
お
情
に
。
二
度
廻
り
う
ど
ん
げ
の
花
の
奇
縁
の
か
い
も
な
ふ
敵
同
士
と
妹
と
背
の
。
中
を
隔
の
罪
科
は
。

此
身
の
因
果
と
計
に
て
身
を
打
ふ
し
て
泣
沈
む
。
遉
互 

９
８
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の
忍
び
寝
に
。
枕
か
は
せ
し
不
便
さ
の
。
思
ひ
に
と
か
ふ
詞
な
く
。
暫
し
た
め
ら
い
あ
た
り
し
が
。
巻
筆
心

汲
取
て
。
目
の
形
は
動
に
顕
れ
。
人
の
心
の
善
悪
は
時
極
つ
て
預
る
と
曇
ぬ
詞
に
心
の
誠
見
届
て
も
。
詮
義

は
済
ぬ
兄
様
の
身
の
上
。ｦ

ヽ
互
の
約
束
反
古
に
成
か
但
し
又
夫
婦
に
成
か
い
一
味
の
白
状
。ｽﾘ

ﾔ

と
ふ
有
て

も
兄
様
の
身
の
上
をﾊ

ﾃ

い
ふ
も
う
し
云
ぬ
も
つ
ら
さ
お
前
の
心
。
女
は
相
身
互
と
や
ら
望
も
願
へ
盗
賊
の
。

ｻ
ｱ

詮
義
と
い
へ
は
お
も
～
し
い
何
事
も
此
巻
筆
か
そ
ん
な
ら
あ
な
た
が
此
縺
を
。ｲ

ヽﾔ

め
つ
た
に
は
解
れ

ま
い
巻
筆
殿
。ﾊﾃ

扨
詮
義
の
■
鳥
にﾅ

。ｻｱ

せ
い
て
は
事
を
仕
損
じ
の
な
い
内
に
。ｿﾚ

千
枝
様
と
突
や
ら
れ
。



今
更
猶
も
面
ふ
せ
。
夫
と
推
し
て
左
馬
助
。
心
に
黙
き
目
に
し
ら
せ
呑
込
巻
筆
楫
取
て
。
伴
ひ
入
や
入
相
の
。

鐘
か
う
～
と 

９
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物
思
い
ふ
。
秋
の
夕
暮
黄
昏
を
。
己
が
時
刻
と
三
上
大
蔵
。
木
陰
を
忍
び
。
出
合
頭
。
伯
英
様
。ｺﾘ

ﾔ

。
声

が
高
い
。
陳
南
慶
。ｼﾃ
申
付
た
る
通
り
す
は
と
い
ふ
■
件
の
手
筈
は
。
狼
煙
を
相
図
に
味
方
の
諸
軍
。
か
け

付
ま
す
て
こ
さ
り
ま
す
。
よ
し
～
又
其
方
に
申
付
る
用
事
有
近
ふ
と
耳
に
口
。
ㇺ
ヽｽﾘ

ﾔ

正
清
弟
左
馬
助
め

か
此
所
へ
。ｦ

ヽ
近
寄
て
た
つ
た
一
討
。
必
ぬ
か
る
な
。
合
点
か
と
。
打
合
て
両
人
は
別
て
こ
そ
は
忍
び
入
。

心
も
別
に
巻
筆
か
姫
を
伴
ひ
鰐
の
口
漸
遁
れ
出
行
先
。
と
つ
こ
い
な
ら
ぬ
と
大
蔵
か
。
■
る
手
垂
ひ
る
ま
ぬ

忠
義
。ﾔｱ

毛
二
才
殿
邪
魔
仕
や
ん
な
と
。
姫
を
匿
ふ
て
摺
抜
る
。
そ
や
は
さ
ら
ぬ
と
引
戻
す
。
松
の
ふ
し
気

の
葉
く
れ
闇
。
こ
な
た
は
か
よ
は
き
蔦
葛
。
姫
が
詞
の
助
太
刀
に
。
互
の
手
練
前
が
は
に
。
取
付
腕
首
肘
落

し
。 

９
９
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た
る
む
所
を
褄
か
へ
し
。
つ
て
ん
と
つ
さ
り
大
蔵
か
。
ひ
腹
を
う
ん
と
の
さ
打
た
り
。ｻｱ

此
隙
に
と
巻
筆
が
。

姫
を
手
を
引
逸
参
に
こ
け
つ
ま
ろ
ひ
つ
遁
行
。
い
つ
く
迄
も
と
大
蔵
が
。
踏
出
す
足
の
こ
な
た
よ
り
。
飛
鳥

の
如
く
奴
力
平
。
か
ん
つ
か
掴
て
投
付
れ
ば
。
ひ
る
ま
ぬ
家
武
者
起
上
り
。ｼﾔ

ち
よ
こ
才
な
毛
野
郎
め
と
。

切
て
か
ゝ
る
を
か
い
く
ヽ
り
腕
首
取
て
引
か
づ
き
。
前
な
る
井
戸
へ
此
世
の
暇
。
始
終
見
届
左
馬
助
立
寄
て
。

思
ひ
寄
ざ
る
森
尾
殿
。
扨
貴
殿
に
も
此
所
へ
。ﾎ

ヽ
下
郎
と
成
入
込
し
も
剱
の
詮
義
一
つ
に
は
。
姫
の
御
守

護
い
た
さ
ん
為
。ﾎ

ヽ
出
来
た
～
。
此
上
は
両
人
か
心
を
合
し
て
御
太
刀
の
詮
義
。
実
尤
と
互
の
秘
事
。
千

枝
は
夫
と
走
出
。ｴ

ヽ
お
胴
欲
な
清
明
様
。
お
姫
様
と
私
と
を
一
つ
に
落
し
て
給
は
ら
ぬ
。
兄
と
一
つ
で
な

い
事
は
大
■
推
量
し
て
ゐ 

１
０
０
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は
れ
。
お
胴
欲
な
と
託
言
。ﾔｱ

詞
■
す
も
武
門
の
穢
れ
。ｲｻﾞ

帯
刀
殿
片
時
も
早
々
。ｦ

ヽ
合
点
と
行
先
を
。

ふ
さ
ぐ
千
枝
を
帯
刀
が
。
引
退
れ
共
恋
路
の
闇
。
柵
む
紲
清
明
が
。
用
意
の
取
縄
。
柱
に
し
つ
か
と
情
の
い

ま
し
め
。ｻ

ｱ

是
か
ら
は
此
家
の
主
。
召
捕
て
帰
国
の
手
土
産
。
帯
刀
殿
心
得
そ
ふ
と
勇
立
。
奥
の 

間
さ
し
て
忍
ひ
入
。
跡
に
不
便
や
憂
事
の
。
■
る
千
枝
が
。
心
の
ほ
む
ら
。
扨
はｱ

ﾉ

勝
姫
と
い
ふ
女
こ
そ
。 

清
明
様
の
恋
人
な
ら
ん
。
女
の
わ
し
に
恐
し
い
謀
板
と
や
ら
望
で
何
に
す
る
物
ぞ
。
と
は
い
ふ
物
の
。
皆
兄

様
の
欲
心
か
ら
。
ひ
よ
ん
な
事
を
ば
思
ひ
立
。
妹
迄
に
此
う
き
め
。
見
す
る
が
兄
の
役
か
い
の
ふ
。
又
清
明

様
も
聞
へ
ま
せ
ぬ
。
つ
ら
か
ら
ば
只
一
筋
に
と
い
ふ
物
を
な
ま
中
一
度
の
お
情
を
。
受
し
が
因
果
此
身
の
業
。

ｱ
ﾉ

姫
づ
ら
が
な 

１
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い
な
ら
ば
是
程
つ
ら
ふ
は
有
ま
い
に
と
。
思
ひ
違
ひ
も
煩
悩
に
燃
る
ほ
む
ら
の
忽
ち
に
物
狂
は
し
き
其
有

様
。ｴ

ヽ
此
い
ま
し
め
が
解
て
ほ
し
い
。
解
ぬ
か
切
ぬ
か
悲
し
や
と
。
身
を
あ
せ
る
程
し
め
か
ら
む
。ｦ

ヽ
そ

ふ
じ
や
。ｱﾉ

時
計
に
仕
込
し
狼
煙
を
上
れ
ば
集
る
一
味
の
人
々
爰
へ
呼
寄
此
縄
を
そ
へ
じ
や
。
～
と
。
女
心

の
あ
ど
な
く
も
。
さ
し
足
抜
足
漸
。
傍
に
差
寄
て
。
我
身
を
横
に
傾
の
時
計
。
は
つ
た
り
こ
け
る
其
は
づ
み
。

解
て
遁
る
ゝ
い
ま
し
め
縄
。
嬉
し
さ
こ
は
さ
煙
～
と
立
登
た
る
相
図
の
狼
煙
。
忽
響
く
責
太
鼓
。
胸
は
と
く

～
～
身
は
わ
な
～
。
足
踏
し
め
て
欠
出
す
。
障
子
蹴
放
し
縣
左
衛
門
。
千
枝
が
■
取
て
引
す
へ
。ﾔｱ

■
い
め



ら
う
め
。
う
ぬ
が
ほ
た
し
に
我
大
望
の
手
筈
を
違
へ
し
獄
卒
め
と
。
■
■
～
怒
り
の
歯
が
み
。ｴ

ヽｺ
ﾚ

兄
様

そ
り
や
胴
欲
な
む
こ
い
わ
い
なｱ

。
■
折 

１
０
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か
ゞ
み
の
妹
を
不
便
と
思
ふ
て
給
は
ら
ば
謀
板
を
や
め
て
下
さ
ん
せｱ

ヽ
斯
い
ふ
内
も
心
が
せ
く
。
清
明
様

の
お
傍
へ
と
。
又
立
上
る
妹
が
。
髱
掴
で
引
戻
し
。
■
を
ぐ
つ
と
貫
く
白
刃
。
其
手
に
し
つ
か
と
し
が
み
付
。

ｽ
ﾘ
ﾔ

妹
を
手
に
か
け
て
も
。
や
つ
ぱ
り
謀
板
が
立
た
い
か
譬
此
侭
死
る
共
可
愛
～
と
思
ふ
我
恋
人
此
世
で
添

ず
ば
未
来
の
契
り
。ｦ

ヽ
未
来
の
望
は
う
ぬ
が
勝
手
に
く
た
ば
れ
と
。
ゑ
ぐ
り
く
る
～
四
苦
八
苦
。
無
慙
と

い
ふ
も
あ
ま
り
有
。
庭
に
し
た
ゞ
る
か
ら
紅
ひ
。
ふ
し
ぎ
や
忽
ち
逆
巻
水
。
縣
左
衛
門
屹
目
を
付
。
守
り
詰

た
る
こ
な
た
に
。
窺
ふ
清
明
庭
先
へ
。
し
づ
～
入
来
る
怪
の
修
行
者
。
今
三
連
の
金
に
ぞ
く
し
晩
秋
の
時
な

る
に
一
陽
来
復
の
め
ぐ
み
も
な
く
梅
花
の
盛
り
を
見
す
る
と
い
ふ
は
。
我
同
血
の
妹
が
血
汐
の
穢
に
逆
ま

く
水
。
時
に
取
て
の 

１
０
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金
生
水
。
日
頃
の
大
望
成
就
な
る
は
。
夫
水
は
元
下
る
べ
き
■
忽
地
中
を
離
れ
不
浄
を
払
ふ
は
。
凶
事
か
吉

事
か
。
何
に
も
せ
よ
怪
し
き
事
を
見
る
事
じ
や
よ
なｱ

と
。
思
は
ず
互
に
見
合
ず
顔
は
た
と
。
立
切
。
一
間

の
障
子
。
清
明
刀
の
目
針
を
し
め
し
。
奥
を
さ
し
て
欠
行
を
。ﾔﾚ
待
た
れ
よ
左
馬
助
と
。
笠
脱
捨
れ
ば
福
嶋

左
衛
門
。
扨
は
正
則
殿
に
も
此
所
へ
。ﾎ

ヽ
斯
姿
を
か
へ
て
入
込
し
も
御
剱
破
却
を
恐
る
ゝ
計
。
目
前
の
奇

特
に
よ
つ
て
推
量
せ
し
は
其
花
垣
と
。
詞
に
心
得
清
助
か
。
刀
の
鐺
に
■
■
ば
。
さ
も
か
く
や
く
た
る
雄
龍

の
剱
取
出
せ
ば
。
今
迄
盛
り
の
英
も
一
度
に
跡
な
く
散
失
た
り
。
正
則
奇
意
の
思
ひ
を
な
し
。
銘
釼
の
威
徳

に
て
盛
り
を
見
せ
し
草
木
も
。
直
に
枯
し
は
ふ
し
ぎ
の
一
つ
。
御
剱
再
び
手
に
入
か
ら
は
。
謀
叛
の
張
本
則

ち １
０
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討
人
は
此
正
則
と
。
上
着
を
取
ば
小
具
足
に
。
身
を
固
た
る
正
則
が
。
遉
に
猛
き
其
骨
柄
。ﾔｱ

～
三
韓
の
賊

徒
備
倭
将
軍
伯
英
い
づ
れ
に
有
。
左
衛
門
正
則
見
参
～
と
。
呼
は
る
声
に
伯
英
が
。
昔
に
か
へ
る
其
出
立
。

障
子
を
さ
つ
と
顕
れ
出
。ﾔｱ

婢
賊
の
奴
久
吉
に
諂
り
へ
つ
ら
ふ
青
蝿
め
ら
。
小
ざ
か
し
き
討
手
呼
ば
り
。
我

幻
術
の
奇
徳
は
忽
ち
う
ぬ
ら
が
自
滅
。
覚
期
致
せ
と
。
嘲
笑
へ
ば
。ﾔｱ

兼
～
。
神
孫
の
宝
祚
た
る
我
国
に
敵

せ
ん
と
は
身
の
程
し
ら
ぬ
備
倭
伯
英
。
汝
が
頼
み
の
其
術
こ
そ
巳
の
年
巳
の
日
に
出
生
せ
し 

某
が
一
子
市
松
が
血
汐
を
以
て
と
く
に
汝
が
幻
術
は
空
し
く
成
と
は
知
ざ
る
や
と
。
聞
よ
り
無
念
の
髪
逆

立
。
扨
は
金
瘡
の
秘
薬
と
偽
り
謀
ら
れ
し
か
残
念
～
。
よ
し
此
上
は
死
物
狂
ひ
。
覚
期
い
た
せ
と
い
ふ
間
も 
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０
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有
せ
ず
正
則
が
下
知
に
随
ひ
数
多
の
力
者
。
我
■
■
り
と
ひ
し
め
い
た
り
。
多
勢
を
相
人
に
備
倭
伯 

英
。
十
横
無
尽
に
切
立
～
。
一
息
ほ
つ
と
継
ゐ
た
る
。
福
嶋
左
衛
門
加
藤
清
明
欠
寄
て
。ﾔ

ｱ

～
伯
英
。
譬
い

か
程
働
共
及
ば
ぬ
腕
立
。
降
参
有
て
永
く
日
本
の
奴
と
な
ら
ば
。
一
命
は
助
得
さ
せ
ん
と
。
仁
愛
厚
勇
者
の

一
言
。ﾔ

ｱ

降
参
と
は
穢
ら
は
し
。
運
尽
て
討
死
の
覚
悟
を
見
よ
や
と
伯
英
は
。
帯
剣
腹
に
突
立
れ
ば
。ﾎ

ヽ

遖
～
。
遉
の
か
く
ご
首
は
正
則
則
申
受
る
と
。
い
ふ
間
雷
刃
の
光
首
は
前
に
ぞ
落
て
け
り
。
諸
将
の
勇
一
同

に
。
早
凱
陣
の
声
に
連
治
る
国
の
動
な
き
。
君
は
万
歳
寿
き
に
。
豊
の
竹
の
節
込
て
。
千
代
や
万
世
つ
き
せ

な
く
。
五
穀
燦
然
民
安
全
と
栄
ふ
る
。
末
こ
そ
め
で
た
け
れ 
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